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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

本章では､本研究の背景や目的を述べたとともに､本研究

の方法と内容､及び本研究の特色を示した｡



序章　問題の所在と本研究の目的･方法

第1節　本研究の背景

1980年代までの中国における初等教育では､国語及び算数が重要な教科(主教

料)であり,自然※はあまり重要ではない教科(副教科)とされていたo　しかし､

1986年に改訂された｢全日制小学自然教学大綱｣ (日本の小学校指導要領理科に

相当)をきっかけに,中国において,初等教育段階での理科教育の重要性が認識

されるようになった(李,1993;凌1995　田1996　人民教育出版社生物自然室,

1999)　このような変化が起こった要因として, 1976年に｢文化大革命｣が終了

するとともに,科学技術の現代化が進められることになり,この科学技術現代化

の基礎を担うものとして,初等教育における理科教育が重視されるようになった

ことが考えられる｡

上述の変遷について,中華人民共和国の建国(1949年)以来､教育部(日本の

文部科学省に相当)によって改訂された6回の小学自然教学大綱の変遷を調べた｡

その結果,変遷はA目標の変遷, B内容の変遷､ C初等教育における基礎教科の

変遷の3点を挙げることができる.また,教学大綱と同様に教育部により改訂さ

れた小学校に関する10回の教学計画(小学校･中学校段階の総目標､各教科や

活動の目標,試験やその実施に関する要求,各教科の授業時数と各学年の過当た

りの授業時数表などが記載されている)の変遷を調べた｡その結果､変遷はD授

業時数の変遷､ E学習学年の変遷の2点を挙げることができる｡

上述の5点からの変遷をより明確にするため､中国め小学自然教学大綱, ′J､学

校に関する教学計画の概要を歴史的に検討する｡

A　目標の変遷

中国では建国以来､教育部によって､′J､学自然教学大綱は6回改訂されており､

名称は改訂ごとに異なる｡その詳細を次頁の表o　- 1 - 1に示す｡

※中国では､自然は､日本の小学校理科に相当する｡ただし､中学校では､物理､

化学､生物などに分科している｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

表　　1 - 1　中国小学自然教学大綱の名称の変化

改訂年 名 称

19 5 0 小学 自然課程暫行標 準■(草案 )

195 6 小学 自然教学大綱 (草案 )

196 3 全 日制小 学 自療教学大綱 (草案 )

19 77 全 日制十年制学校小学 自然常識 教学大綱 (試行草案 )

19 86 全 日制五年制小学 自然教学大綱

19 92 九年義務教育全 日制小学 自然教学大綱 (試用)

注:この表は中国教育部によって改訂された6回の小学自然教学大綱により作成

したものである｡

理科教育の目標の変遷を明らかにするために, 6回にわたって改訂された小学

自然教学大綱の教育目標を調べた｡その結果を次頁の表o　　　　　に示す｡

この表0　　　　　から､次のことがいえるo

1977年改訂の『全日制十年制学校小学自然常識教学大綱(試行草案)』では,

その教育目標において､自然科学の知識を教授することが中心とされていた｡し

かし, 1986年に改訂された『全日制五年制小学自然教学大綱』において､自然科

学の知識の教授のみでなく､科学-の興味や関心､及び科学を学び,科学を応用

する能力､科学的自然観や科学的態度を育成することが中心とされている｡

上述のことから､中国の初等理科教育の目標は1986年より､それまでの､自

然科学の知識の教授を中心とした目標から､知識のみでなく､科学-の興味や関

心､及び科学を学び､科学を応用する能力,科学的自然観や科学的態度の教授を

中心とした目標-と変化したといえる｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

表0　　　　　中国小学自然教学大綱における目標の変化

改訂年 教育 目標

1950

1 ●基本的な自然現象及び生物などの自然常識の獲得､ 自然に対する迷信の

克服､ 自然の理解 ､ 利用､ 改造､ 人民に奉仕 した立場の樹立を行わせ､ 唯

物主義世界観の初歩的基礎を築かせるO

2 ●初歩的工業 ●農業生産の常識の獲得､ 科学的思想 ●方法 ●態度及び観察 ●

研究 ●■実験 ●卿造の興味と能力の増進を促す0

1 3 ●簡単な生理衛生及び一般の医薬の常識の獲得､ 保健や公共衛生を重視す

る意識 と習慣を養 う0

1956

初歩的自然科学の知識 を教え､ 子 どもの全面的発達を促進させる0

1 ●身近に見られる自然の物体や現象に関する必要的､ 初歩的､ 具体的知識

の療得 ､ 子どもが理解できる自然の現象間の相互関連における段階的な認

識 させ ､ 人間は自然を征服でき､ 自然は人間の意図で動かすことができる

ことを理解させる0

2 ●弁証唯物主義世界観の基礎の樹立から､ 迷信や偏見を打破 させる0

3 ●労働の意識､ 労働の習慣及び簡単な労働の技能を獲得させるO

4 ●衛生の習慣 と保健の技能を獲得 させる0

5 ●愛国主義の思想を獲得させる○

6 ●観察の能力及び言語 と論理思惟の能力を獲得させる0

1963
初歩的自然常識を教え､ 自然界や人類における自然の利用 ●改造に関する

初歩的な認識から､ 知識の視野 (領域)を拡大 させ､ 科学を愛す る人徳 を育成

し､ さらに､ 学びや将来の労働のための基礎を築かせる0

1977

自然科学の簡単な基礎的知識を教え､ 自然界や人類における自然の利用 ●

改造に関する初歩的な認識から､ 知識の視野 (領域)を拡大させるとともに､

政治思想の教育を行い､ 弁証唯物主義観を育成 し､ さらた､ 学びや将来の三

大革命における運動のための基礎を築かせる○

1986

自然界の初歩的な認識 ､ 人類の自然界に対する探索､ 利用､ 改造､ 保護の

初歩的な了解 ､ 自然科学の基礎的常識の獲得､ 科学への関心及び科学を学び､

科学を応用する興味 ●能力の発展を促す0 さらに､ 科学的自然観､ 科学的態

度､ 郷里や祖国を愛する等の思想の薫陶を受け､ 心身 ど■もに健全に発達する

ことを促す○

1992

自然科学の簡単な基礎的知識を獲得させるとともに､ 科学への関心及び科

学を学び､ 科学を応用する能力を育て､ 科学的自然観や態度を養い､ 郷里や

祖国､ 大自然を愛する等の思想的道徳的教育を授け､ 心身 ともに健全に発達

することを促すO

注:この表は中国教育部によって改訂された6回の小学自然教学大綱により作成したものである｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

B　内容の変遷

理科教育の内容の変遷を明らかにするために､ 6回にわたって改訂された小学

自然教学大綱の教育内容(領域)を調べた｡その結果を次頁の表0　　　　　に示

す｡

この表o　　　　　から､次のことがいえる｡

1977年に改訂された『全日制十年制学校小学自然常識教学大綱(試行草案)』

においては,教育内容について, ｢工業や農業及び日常生活に関わる重要な内容に

すること｣が記されているo一方, 1986年に改訂された『全日制五年制小学自然

教学大綱』においては,教育内容について, ｢科学､自然の性質をとらえ,子ども

の科学的な態度に反映する内容にすること｣が記されている｡

上述のことから､中国の初等理科教育の内容は, 1986年に改訂された小学自然

教学大綱を境に,農業や工業及び日常生時に関係した内容から､系統的な科学の

知識を重視する内容に変化したといえるo

c　初等教育における基礎教科の変遷

1977年に改訂された『全日制十年制学校小学自然常識教学大綱(試行草案)』

においては,自然は｢小学校段階での自然科学の知識を学習する主要な教科であ

ること｣が記されている｡しかし, 1986年に改訂された『全日制五年制小学自然

教学大綱』においては､自然は｢小学校段階で科学を啓蒙教育する重要な基礎教

科であること｣が記されている｡

上述のことは,それまで国語や算数が主教科であり,自然は副教科とされてい

たのに対し, 1986年以降､自然が国語や算数と同じ重要な基礎教科として明確に

位置付けられたことを意味している(李1993　凌1995)
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表o�"1�"3-1中国小学自然教学大綱の内容の変化(その1)

0)

改訂年 第1学年 &�"o^.'i:0>｣-j-H- 第3学年 -WAWSOK 第5学年■ 第6学年

1950

●衛生常識 ●秋の気候 ●自然現象 ●水の常識 ●土壌常識

●秋の生物生活習慣 ●菜園 ●季節と農業の関係 ●空気の常識 ●天文地質常識

●春､夏の気候､生 ●冬の天気の特徴､ ●衛生常識 ●工鉱常識■

物変化と季節の 生物の変化と季節 ●農業常識 ●生理衛生常識

衛竿 の衛生 ●生活常識 ●生物進化常識

1956

●四季 ●樹林 ●果樹園 ●重要な農作物 ●不 ●鉱物

●人体と保健 丁菜園 ●動物 ●人体と保健 ●空気 ●電気

●保健 ●保健 ●土壌 ●機械

●保健

1963

●水

●空気

●土壌

●動物

●植物

●人体と保健

●鉱物

●機械

●電気

●宇宙

1977

●水

●空気

●動物

●植物■

●人体と保健

●機械

●声光熱

●電気

●宇宙
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表0�"1�"3-2　中国小学自然教学大綱の内容の変化(その2)

ーコ

改訂 年 第 1 学 年 第 2 学年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5 学 年 ■ 第 6 学 年

19 86

●水

●空 気

●植 物

●動 物

●熱

●宇 宙

●土壌

●環 密 院議

●自然 日記

●動 物

●植 物

●生 理衛 生

●力

●宇 宙

●エ ネ ル ギー源

●環 境保 護

●自然 日記

●空 気

●金 属

●機 械

●環 境 保 護

●宇 宙 ■

●声 光

●岩 石

●エ ネ ル ギー源

●生 理 衛 生

●電 磁 気

●情 報

●植 物

●動 物

●生 物 進 化

19 92

●生 物 ●生 物 ●生 物

●人 体 ●人 体 ●人 体

●水 ●空 気 ●水 ●空 気 ●水 ●空 気

●力 ●機 械 ●力 ●機 械 ●力 ●機 械

●声 ●光 ●熱 ●声 ●光 ●熱 ●声 ●光 ●熱

●電 気 ●磁 気 ●電 気 ●磁 気 ●電 気 ●磁 気

●地 球 ●地 球 ●地 球

●宇 宙 ●宇 宙 ●宇 宙

注: ①1950年の小学自然教学大綱では,第1, 2, 3学年の自然教育は､国語及び各教科で行う｡

②1956年の小学自然教学大綱では､第1, 2, 3学年の自然教育は､国語で行う｡

③この表は中国人民教育出版社生物自然室編m､学自然教学法』 (ll-12頁)から引用したものであるo
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

D　授業時数の変遷

自然の授業時数の変遷を明らかにするために､中国の建国以来,教育部により

改訂された小学校に関する10回の教学計画を調べた｡その結果を次真の表o ･

1 ･ 4に示すo

この表0　　　　4から,次のことがいえる｡

初等教育段階における自然の授業時数は､ 1988年より, 272時間となり､そ

れまでで最も多くなっている｡また,本研究の対象とした6年制において,総教

科の授業時数に対する自然の授業時数の割合は､ 1994年より5.6%となり,それ

までで最も高くなっている｡

上述のことから､中国では初等教育における自然の授業時数が増加したといえ

るのは近年である｡

E　学習学年の変遷

さらに,表o　　　　から､次のこともいえるo

1988年以前の中国では､初等教育における理科教育は中､高学年から始められ

ていた｡そして, 1988年改訂の教学計画より,第1学年から始められるようにな

ったo

上述してきた5点の中国の初等理科教育の変遷より､中国における初等理科教

育の重要性が高まっていると考えられるo　さらに,中国の初等理科教育が重視さ

れ､義務化されたのは近年のことであるといえる｡このため,中国の初等理科教

育の現状を分析し､その特徴をとらえることは今後の中国の初等理科教育を考え

る上で非常に重要なことであると考える｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

表0- 1 -4　中国教学計画における自然授業時数の変化

改

自然 (年 制 )

各 学年 に配 分 され る 自然授 教 科 総授 業 時

訂

年

過 当 た りの授 業 時 数 (時 間) 嚢 時 数

(時 間)

数 に対 す る 自

然 の 割 合 (% )
- 四 五 六

19 5 2 自然 (五年 制 ) 3 3 2 28 4 ●6

195 5 自然 2 3 17 0 3 ●4

19 57 甲然 2 2 13 6 2 ●6

19 63 自然 2 2 14 2 2 ●1

19 78 自然常識(去年制) 2 2 136 3 ●0

19 8 1 自然 (五年 制) 2 2 2 2 16 4 ●7

198 4

自然 (城 市 小 学) 2 2 1 1 2 0 4 4 ■1

自然 (農 村 小 学) 2 2 2 20 4 4 ●1

1988

自然 (六年 制 ) 1 1 1 1 2 2 27 2 5 ●5

自然 (五 年 制) 1 1 2 ■ 2 2 2 72 5 ●9

19 92

自然 (六 年 制) 1 1 1 1 2 2 2 72 5 ●5

自然 (五年 制) 1 ■ 1 2 2 2 2 72 5 ●9

19 9 4

自然(六年 制) 1 1 1 1 2 2 27 2 5 ●6

自然 (五 年 制) 1 1 2 2 2 23 8 5 ●6

注: ①この表は課程教材研究所編『20世紀中国中小学課程標準･教学大綱忙編課程

(教学)計画巻』により作成したものである｡

②中国の小学校では, 5年制と6年制は､年代によって変わる場合があり､現在

でも､ 5年制と6年制は併存している｡本研究は6年制を対象にする｡

③1994年改定の教学計画により,過5日制が導入されている｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

中国の初等理科教育の特徴を明らかにするための一つ方法として,他国との初

等理科教育の比較を通して､中国の特徴を顕著化することを考えた｡

このため､本研究では､中国と比較する国の条件として,以下の4点を設定し

た｡

①　中国と同じように,国家として統一したカリキュラムを用いていること

②　義務教育を重視している国であること

③　科学教育を重視している国であること

④　義務教育や科学教育を重視することが評価されていること

これらの4つの条件にあてはまると考えられたのは日本である｡上述の4つの

条件から日本を取り上げた理由をより明確にすると､以下のようになる｡

(彰について

日本では,教育課程の基準を文部大臣が公示する学習指導要領によるものと

している｡このことから,日本は,国家として統一したカリキュラムを用いて

いるといえる｡

②について

日本は､義務教育を1886年から実施しており,中国より約百年早く開始し

ている｡このことから､日本は義務教育を重視している国といえる0

③について

日本は､1951年に産業教育が経済産業の発展及び国民生活の向上の基礎であ

るとして｢産業教育振興法｣を, 1953年に｢理科教育振興法｣を､ 1995年に

｢科学技術基本法｣をそれぞれ制定し,理科教育や産業教育の振興を推進し､

国に科学技術政策を義務づけている(社団法人日本工学会1997)このことか

ら､日本は科学教育を重視している国といえる｡

④について

日本の戦後の経済的躍進は､義務教育の普及､教育レベルの高い国民の素質

と関係がある(社団法人日本工学会1997)　このことから,義務教育を重視す

ることが評価されているといえる｡また､過去3回にわたって行われた国際数

学･理科教育調査(IEA ｢The International Association for the Evaluation of
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

EducationalAchievement｣)では､学力が世界的にみても上位にある(国立教

育研究所1998)このことから,科学教育を重視することが評価されていると

いえる｡

一方､近年中国が開放政策を推し進めたことにより､諸外国において中国の学

校教育に関する研究が行われるようになったo　そこで,国際的な理科教育研究誌

である『Journal of Research in Science Teaching』､ 『Science Education』､

『School Science and Mathematics』､ 『International Journal of Science

Education』､及び日本の代表的な理科教育研究誌である『理科の教育』､ 『理科教

育学研究』, 『科学教育研究』に1980年以降掲載された中国の理科教育に関する

研究を抽出した｡その結果,次のようなものが列挙できた｡

smith (I981a) , Smith (I981b) ､ Kurd (1982) , Swetz (1986) ､ Roger &

Ronald (1988) ､ Rogerら(1992) , Guangzhou (1993),林(1994)､董･中村

(1995)､Wang &Staver (1996),Wangら(1996) ､Boone ( 1997)､Wang (1997) ､

Wang(1998)､ Lingbiao(1998) ､陳･戸北(1998)､槍(1999)､陳･戸北(2000)､

逮(2000)､金･磯崎(2000a)､金･磯崎(2000b)､金(2002)｡

これらの研究は主に,カリキュラムに関するもの,学力に関するものに大別す

ることができた｡このようにして整理した結果を次頁の表o　　　　　に示す｡

この表0　　　　　から､次のことがいえるD

これらの研究においては､対象別に列挙すると､カリキュラムに関する研究に

は高等学校を対象とした陳･戸北(2000)､中学校を対象としたKurd (1982) ､

Swetz (1986), Roger & Ronald (1988)､ Rogerら(1992) , Wang (1997)､陳･

戸北(1998),揺(1999),逮(2000)､小学校を対象とした童･中村(1995)

があった｡しかし,学力に関する研究は中学生を対象としたWang (1998)のみ

であった｡したがって､高校生と小学生を対象とした学力に関する研究は見られ

ないようである｡

以上の先行研究の整理から､初等理科教育において､学力という視点を基底に

する研究は意義があると考える｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

表o�"1　　　理科教育に関する先行研究の概要

校種 カリキュラムに関する研究 学力に関する研究

高等学校 陳 ●戸北 (2000)

中学校

K urd (1982)

Sw etz (1986)

R oger & R onald (1988)

R oger ら(1992)

W ang (1997)

陳 ●戸北 (1998)

逮 (1999)

逮 (2000

W ang (1998)

小学校 董 ●中村 (1995

注:この表は先行研究をまとめて作成したものである｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

第2節　本研究の目的

前項で述べてきたことから明らかなように､これまで中国の初等教育段階の研

究においては取り扱われていない学力を研究の基底として,中国の初等理科教育

の特徴を明らかにすることは意義があると考える｡

また,学力に関するWang (1998)の研究は､国際数学･理科教育調査(IEA)

に基づいていた｡このIEA調査のパラダイムはRosier&Reeves (1991)のもの

を用いている　Rosier&Keevesは､カリキュラムの次元として, ｢意図したカリ

キュラム(Intended curriculum)｣､ ｢実施したカリキュラム(Implemented

curriculum)｣､ ｢達成したカリキュラム(Attained curriculum)｣の3つの次元

を提案しているo　これらは,それぞれ､国家レベルで作成されたカリキュラム､

教師が行う実際の学習指導法,学習者が学校教育において獲得した知識や概念に

対応するものである｡そこで,本研究では初等理科学力を研究の基底に､Rosier&

Keevesが用いた3つの次元の考え方を援用し,初等理科学力に影響するカリキュ

ラムや学習指導法を検討することにした｡

また､学力の国際比較を行う場合,例えばHess&Azuma(1991)､Jaeger(1992),

Bracey (1996)などは,文化的な相違点からくる家庭環境や教育文化環境などの

｢潜在的カリキュラム(hiddencurriculum)｣の重要性を指摘しているo

以上の考え方をもとに､本研究では､学力を研究の基底に,学力に影響する｢カ

リキュラム｣､ ｢学習指導法｣､ ｢潜在要因｣の3つの視点において日本との比較を

行い,中国の初等理科教育の特徴を明らかにすることを目的とした｡
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

第3節　本研究の方法と内容

Ⅰ.本研究の方法と内容

本研究では､中国の初等理科教育の特徴を明らかにするために､学力を基底に

し､学力に影響する｢カリキュラム｣､ ｢学習指導方法｣､ ｢潜在要因｣という3つ

の視点から､日本と比較し,検討するという方法を用いることにした｡このため､

本論文は以下に示すように構成した｡

序　章　問題の所在と本研究の目的･方法

第1華　中国の初等理科学力の現状

第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

第4華　中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴

終　章　本研究の総括と今後の課題

各章の研究の方法と内容は以下のように行った｡

第1章においては,中国の初等理科学力の現状を明らかにするために､中日に

おける初等理科学力調査を行い,その結果を比較した｡この調査においては､初

等理科学力をとらえる観点として､知識の単純再生(知識Ⅰ)､複数の知識の組み

合わせ(知識Ⅱ),実験とそれに付随する技能(実験技能)という3観点を用い,

中日共通の内容が多いB区分｢物質とエネルギー｣において調査問題を作成し,

両国において実施したo

第2章においては,中国の初等理科カリキュラムの特徴を明らかにするために､

中日の初等理科カリキュラムの構成を｢目標｣, ｢内容｣, ｢授業時数｣､ ｢評価の観

点｣という4つの視点から比較を行った｡

第3章においては,中国の初等理科学習指導法の特徴を明らかにするために､

まず､中日それぞれの学習指導案の比較を行った｡また,初等理科学習指導法に

対する教師の実際の意識を併せて検討するために､小学校の教師に対して,理科
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序章　問題の所在と本研究の目的･方法

学習指導法に関する実態調査を行ったo

第4章においては､中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴を明ら

かにするために､中日における初等理科学力に影響する潜在要因の調査を行い,

その構造の比較を行った｡

終章では､各章の結果を整理し､中国の初等理科教育の特徴をまとめた｡

Ⅱ.本研究の特色

これまで､中国の初等理科教育に関する研究では､カリキュラムの分析が中心

であった｡このため､本研究のように初等理科学力を研究の基底とし､その形成

に影響する初等理科カリキュラム,初等理科学習指導法,潜在要因という3つの

視点から中国の初等理科教育を検討した研究は見られない｡

よって､本研究は､初等理科学力を研究の基底として,その形成に影響する初

等理科カリキュラム､初等理科学習指導法､潜在要因という3つの視点を用いて

中日を比較し､検討することから中国の初等理科教育の特徴を明らかにしたこと

にその特色があると考える｡したがって､本研究の特色を,以下の3点に整理し

たo

1.中日比較に基づいて,中国の初等理科学力の現状を明らかにしたこと

2.中日比較に基づいて,中国の初等理科学力に影響する初等理科カリキュラム､

初等理科学習指導法､潜在要因のそれぞれの特徴を明らかにしたこと

3.初等理科学力を基底に､その形成に影響する多面的な側面から中日比較を行

い,中国の初等理科教育の特徴を明らかにしたこと
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第1華　中国の初等理科学力の現状

本章では､中国の初等理科学力の現状を明らかにするため

に,中日における初等理科学力調査を行い､その結果を比較

する｡

そこで､第1節においては,学力の構成要素の検討を行っ

た｡第2節では､作成､実施した学力の調査問題について述

べた｡第3節では,学力調査の結果を中日で比較し,考察を

行った｡第4飾では,結果の中日比較から､中国の初等理科

学力の現状について述べた｡



第1華　中国の初等理科学力の現状

第1節　初等理科学力の構成要素

本節では､初等理科学力の構成要素を検討するために,まず､序章で述べた学

力に関する先行研究における理科学力のとらえ方,及び中国と日本それぞれの初

等理科の評価の観点からとらえる初等理科学力のとらえ方を概観するo次に､本

研究における初等理科学力をとらえる観点を抽出し,初等理科学力の構成要素を

設定するo

序章で述べたように,学力に関するWang(1998)研究では､IEA調査(SISS :

SecondIEAScience Study)を用いていたo　このIEA調査問題(SSIS)では､

学力をとらえる観点を､知識､理解､応用の3つに分類していた(国立教育研究

所, 1985)｡

また､初等理科学力をとらえる観点は､初等理科の評価の観点を用いることが

一つの方法と考えられるoそこで､本研究では､評価の観点を用いて学力を検討

することにした｡

中国と日本それぞれの初等理科の評価の観点からとらえる初等理科学力のと

らえ方を概観するために､本研究を行った段階において中国の小学校で使用され

ていた1992年版｢九年義務教育全日制小学自然教学大綱(試用)｣ (以下, ｢′J､学

自然教学大綱｣と略記する)､及び日本の小学校で使用されていた平成元年版｢小

学校学習指導要領｣,平成3年版｢小学校児童指導要録｣を調べた｡その結果,

中国の1992年版｢′J､学自然教学大綱｣に示されている評価の観点は｢知識｣ ｢観

察･実験･操作｣の2つであった｡また,日本の平成3年版｢小学校児童指導要

録｣に示されている理科の評価の観点は, ｢自然事象-の関心･意欲･態度｣ ｢科

学的な思考｣ ｢観察･実験の技能･表現｣ ｢自然事象についての知識･理解｣の4

つであったo　よって,中日共通の評価の観点として､ ｢知識･理解｣､ ｢実験技能｣

を抽出した｡したがって,本研究における初等理科学力をとらえる観点を中日共

通の評価の観点にすることにした｡なお､ ｢知識･理解｣には, ｢知識の単純再生｣

と｢複数の知識の組み合わせ｣の2つの側面が含まれている｡そこで､初等理科

学力をとらえる観点を､知識の単純再生(知識Ⅰ)､複数の知識の組み合わせ(知

m



第1華　中国の初等理科学力の現状

識Ⅱ)､実験とそれに付随する技能(実験技能)という3観点とし､これを初等

理科学力の構成要素として設定した｡

知　識Ⅰ :知識の単純再生

知　識　Ⅱ:複数の知識の組み合わせ

実験技能:実験とそれに付随する技能
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第1章　中国の初等理科学力の現状

第2節　初等理科学力調査問題の作成

Ⅰ.調査の目的

初等理科学力調査は,中国の初等理科学力の現状を明らかにすることを目的と

した｡

Ⅱ.調査問題の構成と作成

1.調査問題の構成

学力調査問題を作成するために､中国と日本の初等理科の内容を調べた｡その

結果,中日で共通の内容が多い領域がB区分｢物質とエネルギー｣であづた｡そ

こで､この中日で共通の内容が多いB区分において,前節で述べた学力の構成要

素である知観Ⅰ,知識Ⅱ､実験技能の3観点から調査問題を作成した｡

なお､調査問題は文部省(平成9年)が実施した教育課程実施状況調査,日本

標準及び文藻堂が作成したテスト問題を参考にして作成した｡これらの詳細を次

貢の表1 -　2- 1-1,及び次々頁の表　　　　1-2に示す｡
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表1 -2-1-1　調査問題の構成と意図(その1)

領域 出題番号 調査項 目のね らい 知識 Ⅰ 知識 Ⅱ 実験技能
学年 ●学期

中 国 日 本

空
気

●
水

1 (1X 2)
空気は押 し縮 められるが､水は押 し縮め られない とい

う知識 を再生する
2 5 ●上

(学年 ●学期)

4 ●2

(学年 ●学期)

2 (1)(2) 水 と水蒸気の変化 に関す る知識 を再生す る 2

3 (1) 酸素や 二酸化炭素の性質についての知識 を再生す る 1
5 ●下 6 ●1

3 (2) 実験結果 を判断す る 1

熱 l

4 熱膨張冷収縮の知識 を再生する 1

4 ●上 4 ●25 (1一3)
金属､水の温 まり方及びその原理に関す る知識を再生

す る
4

6 温度計の読み取 り技能 1

力

7 (1-3)
て こ実験器で､ てこのきまりに基づいた表現 ●表示を

する
3

6 - 上 5 ●28 (1)(2)

てこのきま りに基づいて､シー ソー を水平にする方法

を考察す るとともに､位置 と重 さの関係 を計算でもと

める

3

9 (1)(2)
道具の支点､ 力点､ 作用点を抽象化す るとともに､ 帰

納一般化する
4

10
お もりに関す る実験デー タか らの実験方法 を考察す

る
1 6 ●上 5 ●3

訂
コ
^
M
-
5
圏
琶
i
&
陀
W
S
Z
E
&
f
M
醍
M
B
;



表1 -2-1-2　調査問題の構成と意図(その2)

領域 出題番号 調査項目のねらい 知識 Ⅰ 知識Ⅱ 実験技能
学年 ●学期

中 国 日 本

電
磁 ■
気 ､■

Il l 導体と絶縁体の知識を再生する 1 4 ●上
3 ●3

ll(2) 鉄が磁石に引き付けられる知識を再生する 1 3 ●下

12(1)(2) 乾電池 1 個の回路の知識を再生する 2
4 ●上 4 ●1

13(1-3) 直列､ 並列電気回路を判断する ■3

14 1 2
電熱線の働きを調べる実験装置を組み立て､実験結果

を読み取る
2 5 ●下 6 ●3

15 くぎが磁化するときの性質に関する知識を再生する 1 3 ●下 3 ●3

16(1) 電磁石に関する簡単な知識を再生する 1

6 ●上 6 ●3

16(2)(3) 電磁石における電流と極の関係を判断する 2

17 1 2
導線の巻き数と電磁石の強■さの関係を調べる実験装

置を考察する 3

18(0 (2) 軍磁石の性質についての実験結果の意味付けをする 2

ft
16 15 10 I

I4 1

注: ①知識Ⅰ､知識Ⅱ及び実験技能の枠内の数字は､調査(質問)項目数を示す｡

②学年･学期:出題された学習内容が分配される学年･学期を指す｡

淋
)
伸
　
せ
固
0
)
暫
鵬
漣
聾
価
2
>
f
f
)
灘
弟



第1華　中国の初等理科学力の現状

また,学力調査問題の構成において,学力の構成要素別の問題数と割合を表1 ･

2 ･ 2に示す｡

表1 -　2　-　2　学力の構成要素別の問題数･割合

要 素 問題 数 全 体 の 問題 数 に対 す る割 合

知識 Ⅰ 16 3 9%

知識 Ⅱ 15 3 7 %

実 験 技 能 10 2 4 %

合 計 4 1 100 %

この表1 -　2　-　2から,次のことがいえるD

知識Ⅰ､知識Ⅱ､実験技能に対応する問題はそれぞれ16間, 15間､ 10問であ

り､全体の問題数に対する割合はそれぞれ39%､ 37%, 24%であるo

また､学力調査問題において,内容領域別の問題数や割合を表1 -　2　-　3に示

す｡

表1 -　2　-　3　学力調査問題の内容領域別の問題数.割合

領域 問題数 割合

空気 ●水■ 6 15 %

熱 6 15 %

力 l l 26 %

電磁気 18 44 %

合 計 4 1 100 %

この表1 -　2　-　3から､次のことがいえる｡

作成した調査問題は空気･水領域6問､熱領域6問,力領域11問,電磁気領

22



第1華　中国の初等理科学力の現状

域18問であり､全体の問題数に対するそれぞれの領域の問題数の割合は､15%,

15%､ 26%, 44%である｡

2.調査問題

学力調査問題の具体的な内容は,次頁の調査問題用紙に示す｡

Ⅲ.調査対象及び時期

調査対象は,中国においては,協力が得られた北京市の/J､学6年生196名であ

る0　日本においては,協力が得られた東京都の小学6年生115名であるo

調査時期は中国､日本共に2001年3月に実施したo

なお､有効回答者数は中国では62名､日本では73名であった｡

23



第1華　中国の初等理科学力の現状

調査問題

これはテストではありません｡あなたの成績(せいせき)にもまったく関係がありませんの

で,あなたの思うことを素直(すなお)に答えてください｡なお,答えはこのアンケート

用紙に直接書いてください｡

(6)午( )級( )番　名前( ) (男　･女)

1.空気と水を入れて,せんを押します｡

(1)図のようにぼうでせんを押すとどうなりますか｡次の(9から③までの中からrつ選ん

で,その番号を(　)の中に書きましよう｡

求 求

(D　　　　ョ

水
の
か
き
だ
け
が
小
さ
く
な
る

( )

(2) (1)のようになったのはなぜですか｡次の①から③までの中から1つ選んで,その番号を

(　)の中に書きましよう｡

①空気は押しちぢめられるが,永は押しちぢめられないから

②水は押しちぢめられるが,空気は押しちぢめられないから

③空気も水も押しちぢめられるから

( )

2.水を熟して,ふっとうさせたときのようすについて,答えましよう｡

つめたいスプーン

水てきが　　　　サ

ついた

アルミニウム吐く

水

24

(1)ふっとうしているときに,水の中から出

てくるあわは,なんですか｡

(　　　　　　　　　　　　)

(2)スプーンに水てきがつくのは,なぜですか｡



第1華　中国の初等理科学力の現状

3.太郎さんは,酸素や二酸化炭素の性質を調べるために,次の3つの実験をしました｡

c** n

枚兼やニl牧化成兼と石かいホどの反応を調べる

cs**}

(71

tJEOEs

〔二酸化鼻先〕

a別IT関

にごる)

C^aa]
S3担EBkEiBgia白tXE引P-V3JBJ目白ヨンMjfiEwasaaai

fBHEHi 3HsHaロ03*召ama闇EE~H望

o3S F】

(白くにごる)

(1)実験1のアは,酸素の中に石かい水を入れてふったときの結果です｡その結果を,次の

①から④までの中から1つ選んで,その番号を( )の中に書きましよう｡

①黒くにごる

②青むらさき色に変わる

③白くにごる

④変化しない

( )

25



第1華　中国の初等理科学力の現状

(2)実験2と実験3の結果から,ろうそくが燃えるときの気体の変化について,どのようなこ

とが考えられますか｡次の①から④までの中から1つ選んで,その番号を( )の中に

書きましよう｡

①ろうそくが燃えて.,酸素が使われた

②ろうそくが燃えて,二酸化炭素ができた

③ろうそくが燃えて,ちっ素ができた

. ④ろうそくが燃えて,中の気体がなくなった

( )

4.下の図のように,ふうせんがびんの口にかぶせてあります｡このびんを熱い湯の中に入

れてしばらくするとふうせんは下の別のようにふくらみます｡ふうせんがふくらむ理由

を次の①から⑤までの中から1つ謹んで,その番号を(  )の中に書きましよう｡

倍
�"�"M^'i^a^.ia.-

①びんの巾の空気がふくらむ

②びんの中の空気がちぢむ

③びんの内側の空気のおす力がへる

④びんの外側の空気のおす力がへる

⑤ガラスびんがふくらむ

( )

5.ものの温まり方について答えましよう｡

(1)金ぞくぼうに,ろうをぬり,図1のように温めると,ろうがとける腰はどのようになるで

しようか｡次の喧)から④までの中から,あなたの考えに近いものを1つ選んで,その番号を

(　)の中に書きまし･よう｡

ア　　　　イ　　　　ウ

を
く

ISM;!

下
関
旭
う

体
　
つ
ぼ

E
S
E
3
　
訳

匡葛由rgg^v:

"> -KT

アルコール　　　　　③イ→ア⇒ウ

ランプで　　　　　　④ウ→イ→ア
温める

図1

(2)図2のように水をあたためたとき,どちらの温度

が先に高くなりますか.次の①から③までの中から.　アルコール

あなたの考えに近いものを1つ選んで,その番号を

(  )の申に書きましよう｡

①エ

②オ

③同じ ( )

26

ランプで

漁める

( )

水
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(3)(1), (2)で答えたようになるのはなぜですか.次の①から⑤までの中から,あなたの考え

に近いものを1つ選んで,その番号を( )の中に書きましよう｡

①温めると,温められた部分から遠くの方へ順に温まっていくから

(診温めると,温められた部分だけが温まっているから

③温めると,温められた部分が上-動き,全体が温まっていくから

④温めると,温められた部分が下へ動き,全体が温まっていくから

⑤温めると,熱したところに関係なく,全体が同時に温まっているから

(1)で答えた理由( )

(2)で答えた稚由( )

図は温度計である氷の温度をはかったときのようすを示してい

ます｡目盛りを読んで､その温度を膏きましよう｡

(　)｡c

7.止子さんは,てこ実験器がどのようなときにつり合うのかを調べることにしました｡

ドのア､イ､りのてこ実験器が水平になってつり合うように,それぞれの図の右側にお

もりをかきこみましよう｡

ただし,おもりは同じ大きさで,同じ重さのものを使います｡また,下げる位置は1か所だ

けとし,おもりをかきこむ位置と数は,ア,イ,りでそれぞれ違えるようにしましよう｡

イ　　　　　　　　　　　　　ウ

8.太郎さんとお姉さんとお兄さんの三人は,シーソーで遊んでいました｡

(1)お姉さんと太郎さんが,図1のような位置にすわると,太郎さんのすわった方が下が

りました｡

お姉さんや太郎さんのすわる位置を変えて,シーソーを永平にするには,どうしたら

よいと考えられますか｡次の①から④までの中から,あなたの考えに近いものを2つ選

んで,その番号を( )の中に番きましよう｡
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転炉　4I
図1

①お姉さんの位置はそのままにして,太郎さんの位置を少し後ろにする

②太郎さんの位置はそのままにして,お姉さんの位置を少し前にする

③お姉さんの位置はそのままにして,太郎さんの位置を少し前にする

④太郎さんの位置はそのままにして,お姉さんの位置を少し後ろにする

( )( )

(2)今度は,図2のように同じはばでいすがならんでいるシーソーで,お兄さんが3の位置

に,太郎さんが4の位置にすわるとつり合いました｡

お兄さんの体重が約60kgとすると,太郎さんの体重は約何kgと考えられますか｡次

の①から④までの中から,あなたの考えに近いものを1つ選んで,その番号を(  )の

中に重きましようo

ほEォw 太郎さん

∃｢･ ∫.　　　∴･･

茎議院'ff!�"-�"-*--f--聖璽

図1

①約30kg

②約35kg

③約40kg

④約45kg

0 △ t

o作用点　　△東泉　　　■力点

図2

(I)てこのはたらきを使ったア,イ､りの道具は,図2のような記号で表すと,どのように

なりますか｡下の①から④までの中から1つ選んで,その番号を(  )の中に書きま

しよう｡
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第1章　中国の初等理科学力の現状

ア　せんぬき イ　くぎぬき ウ　つりざお

賢JTI^

^-J^---

0

( )

○　　　△　　　■

○　　　■　　　△

( ) ( )

△　　　○　　　■

△　　　1　　　○

(2) (1)で答えた3つの道具から,てこの支点､力点､作用点の位置について,どのような

ことがいえますか｡次の①から④までの中から,あなたの考えに近いものを1つ選んで,

その番号を(　)の中に重きましよう｡

(むどの道具でも支点の位置は決まっていて,図2のようにまん中にある

②どの道具でも力点の位置は決まっていて,図2のように一番右側にある

③どの道具でも作用点の位置は決まっていて,図2のように一番左側にある

④道具の使い方によって支点,力点､作用点の位置が違う

( )

10.太郎さんたちは,おもりを転がして,おもちやの自動車に当てて走らせるゲームをするこ

とにしました｡このとき,下の図のように三人は台の高さは変えて,おもりの重さ､レール

の長さ,自動車の重さや形や大きさは同じにします｡また,どの場合も,おもりはスタートの

位置に静かに置きます｡

〔太郎さんのゲーム〕　　〔正子さんのゲーム〕　　〔春夫さんのゲーム〕

lOOg

3^- mm革 ヌ警.位正　　静

l㌘　　　　　　　　　1009

スタート位訳

1 匝旧 2 匝胴 3 回 目

ア 30 .3cm 36 .6cm 31 .0cm

イ 2 1.0cm 20 .0cm 19 .0cm

ウ 60 .0cm 59 .Ocm 54.0cm

表のア,イ､りは,それぞれ三人のゲームの結果を示しています｡りはだれのゲーム結

果だと患いますか｡その名前を(  )の中に書きましよう｡

(　)
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第1章　中国の初等理科学力の現状

ll.(1)1個の電池と豆電球を図1のようにつないだとき明かりがつきました.問1の竜気阿

鮪のアのところに,次の①から④のうちどれを入れたら､明かりがつきますか｡明か

りがつくものの番号を選んで,その番号を(　)の小に書きましよう｡

①　ケシゴム

②鉄くぎ

③　つみき

④　ハンカチ

図1

( )

(2)卜の①-④のものの中でじしやくにつくものはどれでしよう｡その商号を(  )の

中に書きましよう｡

①ケシゴム　　　②鉄くぎ　　　③つみき　　　④ハンカチ

( )

12.図のように,乾蒐池1つと豆電球1つをつなそと､豆電球に明かりがつきました･.

(1)この時､蒐淡の向きはAとBのどちらですか｡答えを( )の中に書きましよう｡

(2)

(　)

また､乾電池の向きを逆にすると､豆電

球に明かりはつきますか｡答えを( )

の中に書きましよう｡

(　　　　　　)

13.以卜の凶のように､新しい乾奄池2つとif電球1つをつないでA､臥Cの3種類の

LDl路を作りましたo問12の､乾領地1つとu嶺球1つをつないだ場命と比べて､豆電球

の明るさが､ (1)明るくなる回路, (2)ほとんど同じ何桁､ (3)つかない回路､をそれぞれ

A-Cの中から選びなさい.
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14.太郎さんは,右の図のように, 1個のかん電池と

電熱線,導線を使って,発ぽうスチロールカッター

を作り,電流の強さと発熱について調べました｡

(1)太郎さんは,矧まうスチロールカッターで,もっと

はやく切れるように,かん電池を1個増やしました｡

(1)明るくなる回路　( )

(2)ほとんど同じ回路( )

(3)つかない回路　( )

i ilfTriEB�"ほ"JEXA-

∴∴■ ･~
どのようなっなぎ方をするとよいと思いますか｡下　　　　　掛rうぇチt'-ル

の[さ耶こ線を書き加えましよう.

-H

-c

(2)今度は,かん電鞄1個と2個のときの発ほうスチロールカッターについて,下の脚のよ

うな実験をし,その結果を表にまとめました｡

この裏からどのようなことが考えられますか｡あなたの考えに近_いものを,次の①か

ら④までの中から1つ選んで,その番号を(  )の中に書きましよう｡

ろうがとけ落ち

るまでの時間
電流の強さ

かん電池 1 個 12 秒 0.6A

かん電池 2 個 4 秒 1.2A

①かん電池1個の方が,流れた電流が弱いので,発熱のし方は大きい

②かん電池2個の方が,流れた電流が強いので,発熱のし方は大きい

③かん電池1個の方が,ろうがとけ落ちるまでの時間が長いので,発熱のし方は大きい

④かん電池2個の方が,ろうがとけ落ちるまでの時間が知いので,発熱のし方は大きい

( )
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15.下の図のようにじしやくのS極にしばらくつけておいた鉄くぎAを一度じしやくから

はなし､方位じしんのはりに近づけたら､はりのN極はどのようになりますか｡次の①

から③までの中から正しいものを1つ選んで,その番号を(  )の巾に書きましよう｡

Ⅳ

事垂　アー-/古土A
①アの方へ動く

②イの方へ動く

③変わらない

8

16.図は､電磁石の片側に方位じしんを近づけた時のようすを蓑しています｡

や≒
(1)スイッチを入れる時､ Aの側はどうなっていますか｡次の①-④までの中から正しい

ものを一つ選んで( )の中に書きましよう｡

①N極になっている

②S極になっている

③N極. S極とはきまらない

④極はできない
( )

(2)乾電池の向きを逆にした時､ Aの側はどうなっていますか｡次の①-④までの中から

正しいものを･･一つ選んで( )の中に書きましよう｡

(9N極になっている

②S極になっている

③N極, S極とはきまらない

④極はできない
( )

(3)スイッチを切った時, Aの側はどうなっていますか｡次の①-④までの中から正しい

ものを　一つ選んで( )の中に轟きましよう｡

①N極になっている

②S極になっている

③N極､ S極とはきまらない

④梯はできない

32
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でんuuや-(

17.正子さんは,導線の巻き数が電磁石の強さに関係するのではないかと考え,次のような実

験をすることにしました｡

(1)巻き数と電磁石の強さの関係を調べるには,次の①から⑥までのどれとどれを比べれば

よいですか｡その番号を( )の中に番きましよう｡

①巻きAI5帽.棚3m

⑧雀さ削50回.棚4m

⑧聴き&10咽.*叔2m

⑥せさ政lOOlil棚3m

冒
Bfmn
am

(と)
(2) (1)で選んだ電磁石の強さを調べるためには,どのような方法が考えられますかi次の

①-④までの中から,2つ選んで,その番号を( )の中に書きましようo

①方位磁針で,どちらの極が竜磁石に向いているかを調べる
じしん　　　はり

②方位磁針の針がどれくらいふれるか,その角度を調べる

③鉄くぎがどれくらいっくか,その数を調べる

④鉄くぎがどれくらい長くついているか,その時間を調べる

(と)
18.正子さんは､ストローに導線をまいてコイルをつくり､電磁石の性質を調べました｡

(I)下の図の実験は,どのようなことを調べていると考えられますか｡あなたの考えに近

いものを次の①から④までの中から1つ選んで,その番号を( )の中に書きましよう｡

㊨

①電流の流れる向きと電磁石の威さとの関係

②竜流の流れる向きと寓磁石の極との関係

③　電流の強さと電磁石の強さとの関係

④電流の強さと電磁石の柄との関係
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(2) Tの陳1のrR験は.どのようなことを調べていると考えられますかoあなたの考えに近

いものを次の①から④までの中から1つ選んで,その番号を( )の中に再きましよう｡

o｣ ≡≡二
①瑠流の流れる申きと電磁石の強さとの関係

②滝流の沈れる向きと電磁石の極との関係

③億流の強さと電磁石の威さとの関係

④電流の強さと寵磁石の柄との関係

( )
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第3節　初等理科学力調査の結果と考察

Ⅰ.分析方法と結果-

中日における初等理科学力の比較にあたっては,まず,問題ごとに正解を1点,

不正解を　0点として得点化を行い,調査問題の信頼性の検討を行ったo　そして､

学力全体と学力の各構成要素という2つの視点から中日の比較を行った｡

1.信頼性の検討

学力調査問題の信頼性を検討するために,調査問題の信頼性係数(Cronbach

α)を算出したo　その結果,中国が0.68であり,日本が0.73であったo　したが

って,本調査問題の内部一貫性は保証されたと考えられるo

2.学力全体について

全体的な学力を把握するために,両国の総得点の分布と総得点の差という2つ

の視点から比較を行ったo

(2-A)総得点の分布

両国の学力の総得点の分布状況を明らかにするために,被験者の総得点の分布

を調べた｡その結果を次頁の表1 -　3　- 1に示す｡

この表1 -　3　- 1から,次のことがいえる｡

正答率100-76%の割合は日本が中国より高く､ 75-51%の割合､ 50-26%の

割合では中国の方が高いo　なお､ 25-0%の割合は両国とも0であるo
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表1 -3　- 1　総得点の分布の比較(%)

正答 率 中 国 日本

10 0 ~ 76 2 7 .4 46 .6

7 5- 5 1 6 2 .9 49 .3

5 0- 2 6 9 ●7 4●1

2 5- 0 0 0

(2-B)総得点の差

両国の学力における総得点の差の有無を明らかにするために､両国の学力の総

得点の平均値をt検定により比較したo　その結果を表1 -　3　-　2に示すo

表1 -　3　-　2　総得点の差の比較

問題 数

平 均値

t 値

中 国 日本

総得 点 4 1 2 6 .6 6 2 8 .8 9 2 .7 0 **

p<0.01

この表1 -　3　-　2から,次のことがいえる｡

学力の総得点は､日本の方が高く､両国の間に有意な差が認められたa

3.学力の各構成要素について

設定した学力の構成要素である知識Ⅰ､知識Ⅱ,実験技能を中日で比較するに

あたっては､各構成要素における得点の差,各構成要素の関連という2つの視点

から比較を行った｡
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(3-A)各構成要素における得点の差

各構成要素における得点の差の有無を明らかにするために,各構成要素におけ

る得点の平均値の比較をt検定により行ったo　その結果を表1 -　3　-　3に示すo

表1 -　3　-　3　各構成要素の得点の比較

区 分 問 題 数

平 均 値

t 値

中 国 日本

知 識 Ⅰ 1 6 l l .3 4 l l .4 3 0 .2 9

表口識 Ⅱ
1 5 9 .8 9 1 0 .8 9 2 .2 8 *

実 験 技 能 1 0 5 .4 4 6 .5 6 4 .0 0 ☆☆

p<0.01　　　p<0.05

この表1 -　3　-　3から､次のことがいえるo

構成要素ごとの比較においては,知識の単純再生により解答可能な問題である

知識Ⅰでは､両国に有意な差はない｡しかし,複数の知識の組み合わせを必要と

する問題である知識Ⅱ及び実験とそれに付随する技能が必要な問題である実験技

能においては､いずれも日本の方が有意に高い｡

(3-B)各構成要素の関連

両国において､学力の構成要素である知識Ⅰ､知識Ⅱ､実験技能の間の関連を

明らかにするために,因子分析を行ったoその結果を次真の表　　3�"4に示すo
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表1 -　3　-　4　両国における各要素の因子負荷量

, 中 国

､＼

日本

区 分 因 与 1 区 分 因 子 1

知 識 Ⅰ 0 .8 8 知 識 Ⅱ 0 .7 6

知 識 Ⅱ ● 0 .5 8 実 験 技 能 0 .7 0

実 験 技 能 0 .3 6 知 識 Ⅰ 0 .5 6

この表1 -　3　-　4から,次のことがいえる｡

両国とも1つの因子が抽出された｡そこで､因子負荷量が0.50以上の項目を因

子構成項目とすると､日本は3つのすべての構成要素が因子構成項目となる｡し

かし､中国は実験技能の因子負荷量が小さいため,因子構成項目は知識Ⅰ,知識

Ⅱの2つとなる｡この結果から､日本においては知識Ⅰ､知識Ⅱ､実験技能のす

べてが1つの学力構造にまとまっている｡しかし,中国においては知識と実験技

能が1つの学力構造にまとまっていない｡

今まで述べてきたことから､学力の比較結果は以下の5点に整理できる｡

①学力の総得点の分布において,正答率100-76%の割合では日本が中国より高

く､ 75-51%の割合､ 50-26%の割合では中国の方が高い｡なお, 25-0%の

割合では両国とも0である｡

②学力の総得点は､日本が高く､両国間に有意な差が認められた｡

③学力の構成要素である知識Ⅰは､両国の得点に有意な差はない｡

④学力の構成要素である知識Ⅱ及び実験技能では､日本の得点が高く､両国間に

有意な差が認められた｡

⑤日本では,学力の構成要素である知識Ⅰ､知識Ⅱ,実験技能が1つの学力構造

にまとまっているのに対して､中国は1つの学力構造にまとまっていない｡
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Ⅱ.考察

本調査では､中国の初等理科学力の現状を明らかにすることを目的として,中

日の初等理科学力の比較を行ったo　その結果､日本の方が中国よりも総得点が有

意に高いという結果となった｡序章でも述べたように､中国において初等理科教

育が重視されるようになったのは近年である｡このため,中国の初等理科学力を

向上させるためにはIt　教育環境の改善を継続して行う必要があると考えるo

また,学力の構成要素別に中日の比較を行った結果,知識Ⅰにおいては両国に

有意な差は認められなかったo　しかし,知識Ⅱ,実験技能においては,中国より

も日本の方が有意に得点が高いという結果となった｡そこで,このような結果と

なった原因を検討するために,両国の初等理科の評価の観点の趣旨を比較するこ

とにした｡中国と日本の初等理科の共通の評価の観点である｢知識･理解｣, ｢実

験技能｣の2つの趣旨を次頁の表1 -　3　-　5に示す｡

この表1 -　3　-　5から,次のことがいえる｡

評価の観点である｢知識･理解｣について､日本の平成3年版｢′j､学校児童指

導要録｣では,``自然事象の特徴や相互の関係､規則性などについて理解している''

と示されている｡これに対して､中国の1992年版｢′J､学自然教学大綱｣では,"了

解", "知道"及び"理解"の3段階に区分されているo

上述のことから､ ｢知識･理解｣の評価の観点では､中国は単純再生の知識を評

価の重点に､日本は知識の組み合わせや相互の関連を評価の重点に置いていると

いえるo　このような違いが､知識IIの得点に有意な差が生じた一因ではないかと

考えるo

また,この表1 -　3　-　5から､次のこともいえる｡

評価の観点である｢実験技能｣について,日本の平成3年版｢小学校児童指導

要録｣では､自然事象を観察し､実験を計画､実施し､機械･器具などを目的に

応じて工夫して扱うことや,それらの過程や結果を的確に表現することも要求し

ている｡これに対して,中国の1992年版｢小学自然教学大綱｣では､ "初歩習得"

と"習得"の2段階に区分されている｡　　　　　　　　　　　　　　主

上述のことから､ ｢実験技能｣の評価の観点では,中国は実験の操作を評価の重
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点に､日本は実験の操作だけでなく､実験の過程を評価の重点に置いているとい

える｡このような違いが,実験技能の得点に有意な差が生じた一因ではないかと

考える｡

表1 -　3　-　5　共通の評価の観点の趣旨の比較

革 点
■中 国

日 本

知 識 ●理解

了解 ‥記 憶 す る必 要 が な く､ 試 ●自然 事 象 の 特 徴 や 相 互 の 関

験 の対 象 に しな い0 係 ､ 規 則 性 な どに つ い て理 解 し

知 道 : 学 習 した知 識 の要 点 を話

し､ 書 く こ とが で き ､ 勉

強 した 自然 の 事 物 を識 別

す る こ とが で き る0

理 解 ‥学 習 した知 識 の道 理 が 分

か り､ 勉 強 しキ 知 識 で 自

然 界 に存 在 す る問 題 を初

歩 的 に解 釈 す る こ■とが で

き るO

て い るO

実 験 技 能

初歩 習得 : 教 師 の 指 導 の も とで 自然 事 象 を観 察 し､ 実 験 を計

正確 に 操 作 で き るO 画 ､ 実 施 し､ 機 械 ､ 器 具 な どを

習 得 :独 力 で 正確 に操 作で き 目的 に応 じて 工夫 して扱 う と と

るO もに ､ それ らの過 程 や 結 果 を的

確 に表 現 す る0

注:この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成3年版小

学校児童指導要録により作成したものである｡
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第4節　中国の初等理科学力の現状

中国と日本で共通の内容が多い領域であるB区分｢物質とエネルギー｣におい

て､知識Ⅰ (知識の単純再生により解答可能な問題),知識Ⅱ (複数の知識の組み

合わせを必要とする問題),実験技能(実験とそれに付随する技能が必要な問題)

という3つの観点からとらえた学力調査を行い､分析した結果は,以下の5点に

整理できる｡

①学力の総得点の分布においては､正答率100-76%の割合では日本が中国より

高く､ 75-51%の割合､ 50-26%の割合では中国の方が高いo　なお､ 25-0%

の割合では両国とも0である｡

②学力の得点は,日本が高く､両国間に有意な差が認められたo

③学力の構成要素である知識Ⅰは,両国の得点には差はない｡

④学力の構成要素である知識Ⅱ及び実験技能では,日本の得点が高く,両国間に

有意な差が認められた｡

⑤日本では､学力の構成要素である知識Ⅰ､知識Ⅱ､実験技能が1つの学力構造

にまとまっているのに対して,中国は1つの学力構造にまとまっていないo

このことから､和識Ⅰ､知識Ⅱ､実験技能の3つの観点からとらえた､中国の

初等理科学力の現状として､以下のことが明らかになったo

中国の初等理科学力のうち,暗記的要素の強い単純な学力については日本と大

きな違いがない程度に育成されている｡しかし､複数の知識を組み合わせたり,

実験とそれに付随する技能のような応用的要素の強い学力については､日本と同

程度に育成されているとはいえない｡
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本章では､中国の初等理科カリキュラムの特徴をより明確

にするために,中日における初等理科カリキュラムの構成の

比較から中国の初等理科カリキュラムの特徴を明らかにす

ることにする｡また､中日における初等理科カリキュラムの

構成を比較する前段階として,中日の初等教育課程の構成に

ついて概観する｡

そこで､第1節では､中日における初等教育課程の構成を

比較した｡第2節では,中日における初等理科カリキュラム

の構成を比較した｡第3節では,中国の初等理科カリキュラ

ムの特徴をまとめた｡
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第1節　初等教育課程の構成

本章では､中国の初等理科カリキュラムの特徴をより明確にするため,中日に

おける初等理科カリキュラムの比較から中国の初等理科カリキュラムの特徴を明

らかにすることにした｡そこで､中日における初等理科カリキュラムを比較する

前段階として､まず,中日における初等教育課程の構成を比較することにしたo

この比較においては､学校教育制度と初等教育課程の構成という2つの側面から

行った｡

Ⅰ.　学校教育制度

現在の中国における学制は､日本と同様に小学校6年,中学校3年という6 ･

3制※であり､義務教育年限は9年間である｡また,高等学校は3年制である｡.

Ⅱ.初等教育課程の構成

中日における初等教育課程の構成を明らかにするために､中国においては,

1994年版の教学計画(実施新工時制対全日制小学,初級中学校課程(教学)計画

進行調整的意見)を,日本においては,平成元年版の小学校学習指導要領を分析

した｡そして､初等教育課程の構成及び授業時数の配分について比較を行った｡

1.初等教育課程の構成

(1-A)中国

中国の初等教育課程は,国家規定課程及び地方配置課程という2つの区分から

※中国においては､小･中学校段階では, 6･3制とともに5･4制(小学校5年､

中学校4年)も併存している｡なお､本研究では､中国の6･ 3制を対象として

いる｡
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構成されている｡そして,国家規定課程が教科類課程(教科構成)と活動類課程

に分けられている(表2　- 1 - 1参照)a

表2　- 1 - 1　初等教育課程の比較

区分 中国 日本

国家 規 定課 程

●教科 類 課 程 ●教科

●活動 課 程 類 ●道徳

●特別 教 育 活 動

地 方配 置簡 程 有 4旺
′､､､

注:この表は中国教育部1994年版小学校に関する教学計画及び日本旧文

部省平成元年版小学校学習指導要領により作成したものである｡

この教科類課程(教科構成)において具体的な教科が規定されており､それら

は､語文(日本の国語に相当)､社会､数学,自然(日本の理科に相当)､音楽､

美術(日本の図画工作に相当)､労働(日本の家庭に相当)､体育,思想品徳(日

本の道徳に相当)の9教科から構成されている｡

一方,活動類課程は,朝会(夕方の会),少年先鋒隊(略称"少先隊''､ 7-15

歳の少年で組織),科学技術･文化･体育活動などから構成されている｡

地方配置課程は,地域ごとに異なる経済や文化の発展に対応するため､及び地

域ごとに異なった環境におかれている学生の教育に対応するために設けられてお

り､各省,自治区,直轄市が当地の状況に応じて独自に配置する課程である(局,

1992)

(1-B)日本

日本の初等教育課程は,国家規定課程のみで構成されており､この国家規定課

程が教科､道徳及び特別活動という3つの区分に分けられている(表2　- 1 - 1

参照)｡具体的な教科は,国語､社会､算数,理科､音楽､図画工作､家庭､体育､

生活の9教科で編成されているo
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(1-C)比較

中日それぞれの教育課程の構成を分析した結果､両国ともに教科課程とは別に

活動を行う課程が規定されていることが共通点として挙げられる｡また､ ①中国

では｢地方配置課程｣を設けているが､日本では設けられていないこと､ ②日本

では,道徳は教科として規定されていないのに対して､中国では､日本の道徳に

相当する思想晶徳が教科として規定されていることが相違点として挙げられるo

また､中国と日本の初等教育段階における教科は両国ともに9教科で構成され

ている｡そして,共通の教科は国語､社会,算数,理科､音楽､図画工作,体育

という7教科である｡

2.授業時数の配分

授業時数の配分の中日比較においては､初等教育課程の各区分に配分される授

業時数及び各教科に配分される授業時数に分けて行うことにする｡

(2-A)各区分に配分される授業時数について

(2-A-1)中国

中国の初等教育課程において,各区分に配分される授業時数及び各教科の授業

時数や過当たりの授業時数の配分基準を次頁の表2　- 1 -　2に示す｡

この表2　- 1 -　2から,次のことがいえるo

中国の′J､学校の総授業時数は5950時間であった｡そのうち､教科に配分され

る授業時数は4828時間(総授業時数の81.1%)､活動に配分される時数は782

時間(総授業時数の13.1%)､地方配置課程に配分される時数は340時間(総授

業時数の5.7%)であった｡

(2-A-2)日本

日本の初等教育課程において､各区分に配分される授業時数及び各教科の授業
亡±ら

時数や過当たりの授業時数の配分基準を次々頁の表2　- 1 -　3に示す｡
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表2- 1 -　2　中国小学校の授業時数配分の状況

過 当た りの授 業 時数

総 授 業 時数

区 分 第1学年 第2学年 第3学年 第4 学年 第5学年 第6学年

国

家

規

定

課

程

敬

料

類

蘇

程

語 文 9 9 9 8 7 7 1 6 6 6

社 会 ー - - 2 2 2 2 0 4

数 学 4 ■5 5 5 5 5 9 8 6

月 然 1 1 1 1 2 2 2 7 2

音 楽 2 2 2 2 2 2 4 0 8

美 術 2 2 2 2 ■2 2 4 0 8

労 働 - - 1 ■､ 1 1 1 1 3 6

体 育 2 2 3 3 3 3 5 4 4

思想 品徳 1 1 1 1 1 1 2 0 4

計 2 1 2 2 2 4 2 5 2 5 2 5 4 8 2 8

&

動

課
程

類

朝 会 (夕会 ) 毎 日 10 分 間

班 団 隊活 動 1 1 1 1 1 1 2 0 4

科 技 文 体活 動 4 4 3 2 2 2 5 7 8

地方 配 置 課 程 1 1 2 2 2 2 3 4 0

過 当 た りの 総 時数 2 7 2 8 3 0 3′0 3 0 3 0 5 9 5 0

荏: ①この表は中国教育部1994年版小学校に関する教学計画から抜粋したものであ
′
t

る｡

②中国の小学校では1単位時間は40分である｡ (週5日制)
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表2　- 1 -　3　日本小学校の授業時数配分の状況

過 当 た り の授 業 時 数

総 授 業 時 数

区 分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

敬

料

国 語 9 9 8 8 6 6 1 6 0 1

社 会 ● - 3 3 3 3 4 2 0

算 数 4 5 5 5 5 5 10 1 1

理 科 ■ - ～ 3 3 3 3 4 2 0

音 楽 2 2 2 2 2 2 4 1 8

図 画 工 作 2 2 2 2 2 2 4 1 8

家 庭
ー . - - 2 2 1 4 0

体 育 3 3 3 3 3 3 6 2 7

生 活 3 3 - - - ■ 2 0 7

計 2 3 2 4 2 6 2 6 ■2 6 2 6 5 2 6 2

道 徳 1 1 1 1 1 1 2 0 9

特 別 教 育 活 動 1 1 1 2 2 2 ､ 3 1 4

過 当 た りの 総 時 数 2 5 2 6 ■2 8 2 9 ■ 2 9 2 9 畠ヱ畠畠

注:①この表は日本旧文部省平成元年版小学校学習指導要領により作成したものであ

る｡

②日本の小学校では1単位時間は45分である｡ (週6日制)
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この表2　- 1 -　3から､次のことがいえるo

日本の小学校の総授業時数は5785時間であった｡そのうち､教科に配分され

る授業時数は5262時間(総授業時数の91.0%),特別教育活動に配分される時数

は314時間(総授業時数の5.4%)､道徳に配分される時数は209時間(総授業時

数の3.6%)であった｡

(2-A-3)比較

初等教育課程の各区分に配分される授業時数の中日の差異を明らかにするた

め､上述した中日の各区分に配分される授業時数の比較を行ったo　その結果を､

表2　- 1 -　4に示す｡

表2- 1 -　4　各区分に配分される授業時数の比較

中国 日本

総授業時数 59 50 時間 578 5 時間

総教科授業 時数 4 82 8 時間 526 2 時間

(総授業時数 に 占める割合) (8 1.1% ) (90 .1 % )

活動 に配分 され る時数 782 時間 3 14 時 間

(総授業時数 に 占める割合) (13.1% ) (5 .4 % )

地方配置課程 に配分 され る時数 340 時間

-
(総授業時数 に 占める割合) (5 .7% )

道徳 に配分 され る時数

-

2 09 時 間

(総授業時数 に 占める割合) (3 .6 % )

注:この表は中国教育部1994年版小学校に関する教学計画及び日本旧文部省平成元

年版小学校学習指導要領により作成したものである｡

この表2　- 1 -　4から,次のことがいえる｡

小学校の総授業時数は中国の方(5950)が日本(5785)より多い｡しかし､教
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科に配分される授業時数は中国の方(4828)が日本(5262)より少ないoそして､

活動に配分される時数は中国(782)の方が日本(314)より多いことが明らかと

なったo　また､中国では地方配置課程に配分される時数は782時間であり､日本

では道徳に配分される時数は209時間であったo

(2-B)各教科に配分される授業時数について

両国に共通の教科に配分される授業時数をまとめた｡その結果を図2 - 1 - 1

に示す｡

年
間
授
業
時
数

1 800

1 600

1 400

1 200

1 000

800

600

400

200

0
国語　　　社会 算数　　　理科　　　音楽 図工　　　体育

教　科

図　　1 - 1　小学校の各教科の総授業時数(1　　学年の合計)の比較

注`:この図は中国教育部1994年版小学校に関する教学計画及び日本旧文部省平成

元年版小学校学習指導要領により作成したものである｡

この図2　- 1 - 1から,次のことがいえるo

語文(中国1666,日本1601),算数(中国986､日本1011)､音楽(中国408､

日本418),図工(中国408､日本418)の4教科の授業時数は､中国と日本でほ

ぼ同様である｡しかし､社会､理科､体育の3教科の授業時数は中国の方が日本

より少ない｡具体的には､社会の授業時数は､中国(204)が日本(420)の48.6%

になっている｡理科の授業時数は,中国(272)が日本(420)の　64.8%になっ

ている｡体育の授業時数は,中国(544)が日本(627)の86.8%になっている｡
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Ⅲ.本節のまとめ

本節では,中日における初等理科カリキュラムの構成を比較する前段階として,

中国と日本の学校教育制度と初等教育課程(初等教育課程の構成及か授業時数の

配分)の2つ側面について､比較を行った｡その結果は,次の5点に整理できる｡

A.学校教育制度

①学校教育制度は､中日ともに小･中学校段階は6 ･ 3制である｡ただし,中国

では5 ･ 4制も併存しているo

B.初等教育課程の構成

B-1.初等教育課程の構成について

②教育課程の構成においては,両国ともに教科課程とは別に活動を行う課程が規

定されていることが共通点として挙げられるoまた,中国では｢地方配置課程｣

を設けているが,日本では設けられていないこと,及び日本では,道徳は教科

として規定されそいないのに対して､中国では､･日本の道徳に相当する思想晶

徳が教科として規定されていることが相違点として挙げられる｡

③中国と日本の初等教育段階における教科は両国ともに9教科で構成されている｡

そして,共通の教科は国語,社会,算数､理科,音楽､図画羊作,体育という

7教科である｡

B-2.授業時数の配分について

④初等教育課程の各区分に配分される授業時数において,小学校の総授業時数は

中国の方が日本より多いo　しかし,教科に配分される授業時数は中国の方が日

本より少ない｡

⑤教科授業時数の配分において,教科に配分される授業時数は中国の方が日本よ

り少ない｡また,各教科に配分される授業時数においては語文､算数､音楽､

図工の4教科の授業時数は､中国と日本でほぼ同様であるo　しかし､社会､理

科､体育の3教科の授業時数は中国の方が少ない｡

50



第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

第2節　初等理科カリキュラムの構成

本節では､中国の初等理科カリキュラムの特徴を明らかにするため､中日にお

ける初等理科カリキュラムの構成の比較を行うo　このため､中日における初等理

科カリキュラムの構成の比較に関する先行研究を調べたo　その結果､中日におけ

る初等理科カリキュラムの構成の比較を行う視点としては､目標,内容,授業時

数という3つの視点が用いられていた(董･中村,1995;孟ら,1998;孟ら,1999)｡

本研究では,これら3つの視点に評価の観点を加え,中日における初等理科カリ

キュラムの構成の比較を行うことにした｡先行研究との具体的な違いについて,

次貢の表2　-　2　- 1に示すo

この表2　-　2　- 1から､次のことがいえる｡

本研究と先行研究におけるカリキュラム比較の視点の違いについては,以下の

通りである｡

目標については､先行研究では理科の目標のみが取り上げられていた｡本研究

では､さらに各学年の目標について中日で比較を行った｡

内容については,先行研究では､学習項目数の量や共通･相違項目数が取り上げ

られていたo　本研究では,さらに各分野の学習項目数､内容の範囲を加え,それ

ぞれについて中日で比較を行ったo

授業時数については､先行研究では,理科の総授業時数､学年ごとに配分され

る理科授業時数,小学校教科総授業時数に対する理科の割合が取り上げられてい

た｡本研究では,さらに小､中学校理科の授業時数の状況､各分野に配分される

授業時数,両国に共通の学習項目に配分される授業時数を加えて,それぞれにつ

いて中日で比較を行った｡

また,先行研究では行われていなかったカリキュラム比較の視点として､評価

の観点を加え､中日で比較を行った｡

本研究では､このような視点から中日の初等理科(中国は自然と表記)カリキ

ュラムの比較を行い,中国の初等理科カリキュラムの特徴を明らかにした｡なお､

これらの比較においては､中国は教育部1992年版『九年義務教育全日制小学自

然教学大綱(試用)』 (以下､ ｢小学自然教学大綱｣と略記),及び1994年版『実
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施新工時制対全日制小学､初級中学校課程(教学)計画進行調整的意見』 (以下､

｢教学計画｣を省略)を用いた｡また,日本は旧文部省平成元年版『小学校指導

書理科編』､及び平成3年版『小学校児童指導要録』を用いた｡これらの詳細を以

下に示す｡

表2　-　2- 1　先行研究と本研究の視点の違い

比較の視点 先行研究 本研究

目標 ■
●理科の 目標 ●理科の目標

◎各学年の目療

内容

●理科の学習項 目数 ●理科の学習項 目数

●共通 ●相違項 目数 ●共通 ●相違項 目数

◎各分野の学習項 目■数

◎内容の範囲

授業時数

●理科の総授業時数 ●理科の授業時数

●学年ごとに分配 される授業時 ●学年ごとに分配される授業

敬 時数

●小学校教科総授業時数 に対す ●小学校教科総授業時数に対

る理科の割合 する理科の割合

◎小､ 中学校理科の授業時数

の状汲

◎各分野に配分され る授業時

数

◎両国に共通の学習項目に配

分される授業時数

評価の観点 ◎評価の観点

注: ･をつけている項目は､先行研究にみられた視点を示す｡

◎をつけている項目は,本研究で付加した視点を示す｡
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Ⅰ.目標

中日における理科の目標の共通点と差異点を明らかにするために､理科の目標
ノ

及び各学年の目標について比較を行う｡

1.理科の目標

中国の理科の目標は､｢理科の教育目的は自然科学の簡単な基礎的知識を獲得さ

せるとともに､科学-の関心及び科学を学び,科学を応用する能力を育て,科学

的自然観や態度を養い､郷里や祖国､大自然を愛する等の思想道徳の教育を授け,

心身ともに健全に発達することを促すo｣であるo

一方,日本の理科の目標は, ｢自然に親しみ､観察､実験などを行い､問題解決

の能力と自然を愛する心情を育てるとともに自然の事物･現象についての理解を

図り,科学的な見方や考え方を養う｡｣である｡

これらの目標の比較にあたっては､大高･栗田(1988)が用いた情意面,認知

面､技能面という3つの側面から行った｡この比較の結果を次頁の表2　-　2　-　2

に示す｡

この表2　-　2　-　2から,次のことがいえる｡

理科の目標の認知面､技能面においては両国に大きな違いはない｡しかし,情

意面においては,自然を愛する心情を育てることは両国に共通であるが,中国に

は郷里や祖国を愛する等の思想道徳面も含まれている｡また､日本の科学的な見

方や考え方を養うことに対して,中国では科学的自然観や態度を養うことになっ

ている｡

2.各学年の目標

中国における各学年の目標は､低学年では事物の顕著な個別の特徴を認識させ､

中学年では同類事物の共通的な特徴を認識させ､高学年では事物や現象の変化の

法則と様々な事物の間の内的な関連を認識させることと示されてる｡
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表2　-　2　-　2　初等理科の目標の比較

中 甲 日 本

認知面
自然科 学 の簡単 な基礎 的 自然の事物 ●現象についての

知識 を獲得 させ る○ 理解 を図 る○

技能面

科学 へ の■関心及 び 科 学 を 観察､ 実験 な どを行い､ 問題

学び､科学を応用す る能力 を

育て るO

解決 の能力を育 てる0

情意面

科 学的 自然観 や態 度 を養 自然 に親 しみ､ 自然を愛す る

う0 郷里や祖 国､ 大 自然 を愛 心情 を育て､科学的 な見方や 考

す る等 の思想 道徳 の教 育 を

授 ける0

え方 を養 う0

注:この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年版

小学校学習指導要領理科により作成したものである｡

一方､日本における各学年の目標は第3学年では比較しながら自然の事物の性

質を調べ,第4学年では条件と関係づけながら自然事象の変化を調べ,第5学年

では変化の条件に目を向けながら調べ,第6学年では変化の要因などを互いに関

係付けながら調べることと示されている｡これらの比較を行った結果を次頁の表

2　-　2　-　3に示すo

この表2　-　2　-　3から､次のことがいえる｡

両国とも,事物の特徴や性質をとらえさせることから始めている｡そして,高

学年においては変化の法則性や条件,要因の抽出に基づく複雑な能力の育成を目

指している点は共通しているといえる｡しかし,中国では低学年､中学年,高学

年ごとに大枠の目標を示しているのみであるが,日本では比較､関係付け､条件

の変化､変化の要因などの一貫した問題解決の能力を重視した目標を学年ごとに

示しているo
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表2-　2　-　3　初等理科の各学年の目標の比較

中 国 日 本

第 1 学年 事 物 の顕 著な個別 の特徴 ■

を認識 させ る0
ノ

第 2 学年

第 3 学年

同類 事物 の共通 的な特徴

を認識 させ る■0

比較 しなが ら自然 の事物 の性

質 を調べ る○

第 4 学年

■条件 と関係 づ けなが ら自然事

象の変化 を調べ る○

第 5 学年 事 物や現 象の変化 の法則

と様 々な事 物 の間 の内的 な

関連 を認識 させ るO

変化 の条件 に 目を向けなが ら

調べる0 (量的変化 )

第 6 学年
変化 の要因な どを互い に関係

付 けなが ら調べ る0 (質的変化 )

注:この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本『小学校新教育課程の

解説理科』 (奥井,平成元年)により作成したものである｡

以上,両国の目標を､理科の目標と各学年の目標という2つの視点から比較を

行った結果は､次の2点に整理できる｡

①理科の目標において､認知面,技能面,情意面は両国で共通であるといえる｡

しかし､情意面では,中国は郷里や祖国を愛する等の思想･道徳面も含まれて

いる｡

②各学年の目標において､両国とも､事物の特徴や性質をとらえさせることから

始め､高学年においては変化の法則性や条件,要因の抽出に基づく複雑な能力

の育成を目指している点は共通であるといえる｡しかし､日本では学年ごとに

目標を示しているのに対して､中国では低学年,中学年､高学年ごとに大枠の

目標を示している｡
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Ⅱ.内容

中日における理科の内容の共通点と差異点を明らかにするために,内容の量､

内容の範囲という2つの側面から中日比較を行う｡

1.内容の量

中日において､初等理科で取り扱う内容の量の違いを明らかにするために､ま

ず,両国における学習項目数を調べる｡次に､両国における分野の対応関係を明

確にし､各分野の学習項目数を調べる｡さらに､両国に共通の学習項目数を調べ

る｡

(1-A)理科の学習項目数

中日の初等理科の学習項目数を明らかにするために,中国の教育部1992年版

｢′J､学自然教学大綱｣と日本の旧文部省平成元年版｢小学校学習指導要領理科｣

を調べた｡その結果､中国の初等理科の学習項目数は203であるのに対して､日

本は79であった｡このことから､中国では学習項目が日本よりも多いといえる｡

(1-B)各分野の学習項目数

初等理科の各分野における学習項目数を明らかにするために,まず,各分野の

対応関係を明確にする｡本分析では､生物分野,物理･化学分野,地学分野とい

う3つの分野を設定したo

中国の初等理科の内容は①生物､ ②人体, ③水･空気､ ④力･機械, ⑤音･光･

熱, ⑥電気･磁気, ⑦地球, ⑧宇宙の8領域である｡一方､日本の初等理科の内

蓉はA ｢生物とその環境｣､ B ｢物質とエネルギー｣､ c ｢地球と宇宙｣の3区分

である｡これらの内容を設定した生物分野､物理･化学分野,地学分野の3分野

に整理した｡その結果を表　　　　　4に示す｡
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表2-　2　-4　理科内容の中日の対応関係

分野 中国 日本

生物分野
①生物

②人体
A ｢生物とその環境｣

物理 ●化学分野

③水 ●空気

④力 ●機械

⑤音 ●光 ●熱

⑥電気 ●磁気

B ｢物質とエネルギー｣

地学分野
(彰地球

⑧宇宙
C ｢地球と宇宙｣

注:この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成

元年版小学校学習指導要領理科により作成したものである｡

この表　　　　　4から,次のことがいえる｡

中国の①生物､ ②人体の領域と日本のA区分｢生物とその環境｣は生物分野に

相当し､中国の③水･空気､ ④力･機械, ⑤音･光･熱､ ⑥電気･磁気の領域と

日本のB区分｢物質とエネルギー｣は物理･化学分野に相当し､中国の⑦地球､

⑧宇宙の領域と日本のC区分｢地球と宇宙｣は地学分野に相当する｡

次に､中日における各分野の学習項目数の違いを明らかにするために,初等理

科における学習項目の具体的内容を調べた｡その概観の結果を,次真の表2�"2　�"

5に示す｡その具体について,生物分野､物理･化学分野､地学分野ごとの中日

比較を次々頁からの表2　-　2　-　6-1､表2　-　2　-　6-2,表　　　　　6-3に

それぞれ示す｡
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表2-　2 - 5　初等理科の学習項目の具体的内容の中日の対応関係の概観

分野 中 国 日 本

生物分野

(丑 生物

植物

A (区分) 3 (学年) ( 1 ) ア､ イ

A 4 1 ア､ イ

A 5 1 ア､ イ

A 6 ( 1 ) ア､ イ

動物

A 3 ( 2 ア､ イ

A 4 ( 2 ) ア ､ イ

A 5 ( 2 ) ア､ イ

A 6 ( 2 ) ア､ イ ､ ウ

甲 体

A 3 ( 3 ) ア､ イ

A 4 ( 3 ) ア､ イ

A 5 ( 3 ) ア､ ■イ

A 6 ( 3 ) ア､ イ ■

■物理 ●化学

分野

③ 水 ●空気

水

B 4 1 ウ

B 5 ( 1 ) ア､ イ､ ウ

B 6 ( 1 ) ア､ イ､ ウ､ エ

C 4 ( 1 ) ア､ イ､ ウ

C 4 ( 2 ) ア､ イ

C 5 ( 1 ) ア､ イ

;≡I… 空克

iI

B 3 1 ア､ イ

B 6 ( 2 ) ア､ イ､ ウ

④ 力 ●機械
力

B 4 ( 2 ) ア､ イ

B 5 ( 3 ) ア､ イ

機械 B 5 ( 2 ) ア､ イ､ ウ

⑤ 音 ●光 ●熱

立
日

B 3 ( 2 ) イ

光 B 3 ( 2 ) ア

熱 B 4 ( 1 ) ア､ イ ■

⑥ 電気 ●磁気

電気

B 3 ( 3 ) ア

B 4 ( 3 ) ア ､ イ

B 6 ( 3 ) ウ

磁気
B 3 ( 3 ) イ､ ウ

B 6 ( 3 ) ア､ イ

地学分野

⑦ 地球 地球

C 3 ( 1 ) ア､ イ ､ ウ

C 3 ( 皇) ア､ イ

C 6 ( 2 ) ア､ イ､ ウ

⑧ 宇宙 宇宙
C 5 ( 2 ) ア､ イ､ ウ

C 6 ( 1 ) ア､ イ ､ ウ､ エ

注:この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年版小

学校学習指導要領理科により作成したものである｡
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表　　2�"6-1生物分野における学習項目の具体的内容の中日比較

中国 日本

領域 学習項目 学習項 目

(ら 植物

l

塵旦■室生 :

生物 塩室生 ‥

◎身の回りによく見られる草花や樹木

◎根､ 茎､ 葉､■花､ 果実､ 種子の外部形

態

◎大多数の植物は根､ 茎､ 葉､ 花､ 果実､

種子のP6 種の器官からなる

空■室生 ‥

●茎の共通的な特徴 ◎植物の育ち方には一定の順序があり､種

◎完全花は尊片､ 花弁､ 雄蕊､ 雌蕊の4 子のほかに根や茎などから育つものが

部分からなる あること0

●果実の共通的な特徴 ◎植物の体は根､ 茎､ 葉などからできてい

●果実は肉果と干果に分けられる て､それらのつくりには種類によつて特

●植物標本の採集 と圧搾の方法

産室生 ‥

徴があること0

塵旦豊生 :

●植物の運動や成長は､ 天気や時刻などに

よつて違いがあること○

●植物の成長は､ 暖かい季節､ 寒い季節な

どによつて違いがあること0

盈旦豊生 ‥

◎根は植物を固定し､水分と養分を吸収 ◎花にはおしべやめしべなどがあり､ 花粉

する作用がある が柱頭につくと結実して種子ができる

◎茎は水分､ 養分を輸送する作用がある こと0

◎菓は蒸散の作用がある ◎植物は､ 種子の中の養分を基にして発芽

◎葉には葉緑素が含まれている し､成長には日光や肥料などが関係 して

いること0
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中国 日本■

領域 学習項 目 学習項 目

◎緑の葉は光の照射のもとで養分を作 基旦豊生 ‥

る ◎根､ 茎及び菓には､ 水や養分の通り道が

●花粉は昆虫や風の助けを借りて伝播す あり■､根から吸い上げられた水は主に菓

る から蒸散していること0

●果実の形成 ち
◎葉に日光が当たつてできたでんぷんは､

●根､ 茎による繁殖 成長のために使われたり､いもや種子な

●種子の構造

◎種子の弄ばえの条件とその経過

●植物体は細胞からなる

動物

底豊生 :

●いくつかのよく見られる動物(昆虫､軟

体､ 魚 ､ 鳥ヾ両生､ 噂乳類動物)の外

形的特徴､ 活動様式

盟主生 ‥

どに蓄えられたりすること0

盈旦皇室 :

◎昆虫の外形の共通的な特徴 ◎昆虫の育ちには一定順序があり､成長の

◎昆虫の一生には変態の経過がある 過程や種類によつて食べ物に違いがあ

●害虫と益虫 るこ■と0

●益虫の保護 ◎昆虫の体は頭､ 胸及び腹からできてい

●昆虫標本の作製方法 て､それらのつくりには種類によつて特

●魚類の外形 と繁殖の共通的な特徴 徴があること0■

●両生類の外形と成長発育の共通的な特 塵A ■室生 :

徴 ■●動物の活動は､ 天気や時刻などによつて

●トノサマガエルとヒキガエルの保護 違いがあることD

●′帽虫類の外形と繁殖の共通的な特徴 ●動物の活動は､ 暖かい季節､ 寒い季節な

丁鳥類の外形と繁殖の共通的な特徴

●鳥類の保護

どによつて違いがあること0
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中国 日本 ■

領域 学習項 目 学習項 目

●晴乳類の外形と繁殖の共通的な特徴

畠豊生 : 畳旦豊生 ‥

●動物の進化 ●動物■には雌雄があり､ 卵で生まれるもの

●家畜は野生動物が長い間に馴らされた と親 と似た形で生まれるものがあるこ

ものである と0

●生体工学の応用 ●魚は､ 日がたつにつれて卵の中の様子串ミ

●植物体は細胞からなる

生物と環境

変化 してかえり､水中の小さな生物を食

べ物にして生きていること0

盈旦室生 ‥

●植物の生活には一定の環境条件が必要 ◎動物は､ 体内に酸素を取り入れ､ 体外に

である 二酸化炭素を出していること0

●動物の生活には一定の環境条件が必要 ◎食べた物は口､ 胃､ 腸などを通る間に消

iChある 化､ 吸収され､ 吸収されなかつた物は排

●食物連鎖 ■出されること○

●生態環境を保全する重要性 ◎血液は､心臓の働きで体内を巡 り､養分､

●水土の保持 酸素､ 二酸化炭素などを運んでいるこ

●植樹造林

●貴重な動物と植物の保護

と0

② 塵墓室 :

盈旦皇室 ‥

人体 ◎人体は頭､ 首､ 胴体､ 四肢の4 部分に

分けられる0

◎眼､ 耳､ 鼻､ 舌､ 手の感覚

●近視の防止

●歯の保護

史豊生 :

●人体の主要な骨､ 関節 ◎人の体には目､ 耳､ 皮膚などがあり､ そ

●骨､ 関節､ 筋肉の働き れら一にはきまつた働きがあること0
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中国 日本

領 域 学 習項 目 学習 項 目

●スポーツによ る鍛錬 は骨､ 関節 ､ 筋 肉 ◎人 が体 を動 かす こ とで きるのは､ 骨 や筋

の発 達 に影 響が ある

畠 豊生 ‥

肉の働 きに よるこ と0

盈 皇室 生 ‥

㌔

●人の脈拍や 体温 は､ 運動 な どに よつて変

化 す るが､ 安静 時 にはほ ぼ一 定 に保 た

れ てい ること0

●人の活動は､ 時刻や季節 な どに よつて違

いが あること○

畳 重量 室 ‥

◎ 消化器官 (口腔､ 胃､ 小腸､ 大腸､ 肝 ●人は ､ 男女 によつて体 のつ く りな どに特

臓) 徴 が ある◆こと0

●飲食 の生理 ●人は､ 母体 内で成長 して生まれ るこ と0

●食 物の主な成 分 塵■亘■豊生 :

●栄養の生理 ●人 の体 のつ くりや働 きには､ 他 の動物 と

◎呼吸器官 (鼻､ 気管､ 気 管支 ､ 肺臓 ) 共通の もの と異な る ものがあ るこ と○

●呼吸の生理 ●人 は､ 食べ物 ､ 水 ､ 空気 な どを通 して､

◎血液 の循 環器官(心臓 ､ 血管) 他 の動 物 ､ 植 物及 び周囲 の環境 とか か

●心臓 の保護

●脳 と神経

●脳 の使用 の生理

●少 年期 と青春 初期の身長 ●体重 の変化

と保健

わ つて生 きて いる こと0P

注: ①◎をつけている項目は､両国で共通の学習項目を示す｡

②この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年版小学校学習

指導要領理科により作成したものである｡
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表　　2 - 6-2　物理･化学分野における学習項目の具体的内容の中日比較

中国 l 日本

領域 学習項 目 学習項 目

③ 水

豊皇室生 ‥

水 ● 底豊生 ‥

空気 ●水は透明で､ 無色､ 無臭､ 無味の液体

である

●水の分布､ 使途､ 節約

◎流水には力がある

旦豊生 ‥

◎水はある物質を溶解できる ◎水は温度によつて氷や水蒸気に変わる

●溶解速度の条件

◎沈殿､ 波過と消毒

●水域汚染の主な原因とその保護措置

畠豊生 :

こと○

塵且室生 :

◎水の蒸発と沸騰 ◎物が水に溶ける量には限度があること0

◎水蒸気の凝結 また､物が水に溶けても､全体の重さは

◎水の結氷と氷の融解 変わらないこと0

◎水の三態変化及び温度との関係 ◎物が水に溶ける量は水の温度や溶ける

◎雲､ 霧､ 露､ 霜､ 雨､ 雪の形成 物によつて違うこと○また､ この性質を

◎自然界での水の循環 利用して､溶けている物を取 り出すこと

ができること0

◎水溶液の水を蒸発 させると､溶けていた

物が水と分かれて出てくること0

畳旦室生 :

●水溶液には､ 酸性､ アルカリ性及び中性

のものがあること0

●水溶液には､ 気体が溶けている物がある

こと0
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中国 日本

領域 学習項 目 学習項目

空気

低空生 :

●空気は透明で､ 無臭､ 無味の気体であ

る

●空気は室る所にある●風には力がある

◎天気には晴れ､ 曇り､ 雨､ 雪等の変化

がある

◎天気の変化と人との関係

旦豊生 :

●酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混

ぜ合わせると､ 別のものができること0

●水溶液には､ 金属を変化させるものがあ

ること○

盈且皇室 ‥

◎空気は空間を占める ◎空気は袋などで集めることができ､集め

◎空気は圧縮できる た空気を押■し縮めると､かさは小さくな

◎圧縮した空気は弾性がある るがてごたえは大きくなること○

◎圧縮した空気の応用

畠豊生 :

◎空気は押 し縮められるが水は押し縮め

られないこと0 享た､ この性質を利用し

て､ 物を動かすものが作れること0

墓皇室皇 ‥

●熱い空気は冷たい空気より軽い ◎植物体が燃えるときには､空気中の酸素

●空気の流動で風が生じる が使われ二酸化炭素ができること0

●風向と風力 ●植物体を空気の入れ替わらないところで

●風向 ●風力を観測する簡易な方法 熱すると､燃える気体などが出て､ 後に

◎空気は窒素､ 酸素､ 二酸化炭素､ 水蒸 炭が残る土とO

気等から成る ●金属を空気中で熱すると､ その性質が変

l酸素はアルケンの燃焼を支え､■呼卿 こ

供する

わるものがあること0
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中国 日本

領域 学習項 目 学習項 目

◎二酸化炭素は空気より重く､ 消火し､

石灰水を濁らせる

◎燃焼の条件と消火の方法

●火の安全使用

●空気汚染の主な原因といくらかの保護

措置

④ 力

蓋皇室生 ‥

力 ● 塵豊生 :

機械 ●水の中へ沈む物体､ 浮かぶ物体

◎てこのバランスのとれる方法

●上が軽く下の重い物体は比較的穏やか

である

●紙の橋は形が違うと受ける力も違う

空豊生 ‥

●水中にある物体は■みんな水の浮力を受 ◎てんびんの支点から等距離に物をつる

ける して棒が水平に釣り合つたとき､物の重

●浮力の応用 さは等しいこと0

●大気には圧力があり､ 圧力は四方八方 ●重さは同じでも､ 体積め違う物があるこ

から来る

●大気圧の応用

●物体はみんな地球の引力を受ける

●ニュートンの地球の引力に対する探索

重宝窒 ‥

と0

盈旦室生 ‥

●弾性 ◎糸につるしたおもりが 1■往復する時間

●弾性の応用 は､ 糸の長さによつて変わること0

●摩擦の現象 ●反作用の現象 ●おもりが他の物を動かす働きは､ おもり

●我が国がロケット製造の一番早い国 の重さや動く速さによつて変わること○
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中国 日本

領域 学習項 目 学習項 目

●我が国のロケット技術の発展

機械

低量生 :

●様々な歯車

●歯車の省力の実験

畠堂生 ‥

また､ この性質を利用して物を動かすも

のが作れること0

盈旦豊生 ‥

◎てこ､ 滑車､ 輪軸､ 斜面の作用 ◎おもりの位置を変えると⊥てこを傾ける

◎てこ､ 滑車､ 輪軸､ 斜面の応用 働きは変わるが､おもりの重さは変わら

● 機械の主な組成部分 ないこと0

◎てこには､ 支点､ 力点及び作用点がある

こと0

◎てこの働きには力の加 える位置と力の

大きさが関係し､ てこが釣り合 うとき

にはそれらの間に一定のきまりがある

こと0

⑤ 土f∃

塵且皇室 ‥

◎物によつて､ 音の出方や伝わり方に違

いがあること0 また､音が出ていると

きは物が震えていること0

音 ● 底豊生 ‥

光 ● ●様々な音

熱 ●音には強 ●弱､ 高 ●低がある

●音には耳に心地よいものと耳に障る

ものとがある

●̀ 簡̀易電話,, は音を伝える
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中国 日本

領域 学習項 目 学習項 目

産室生 ‥

◎音は物体の振動によつて生じる

●音は気体､ 固体､ 液体の中を伝播する

●茸の構造■と働き

●耳の生理

光

底豊生 :

◎影のできかたと変化

◎鏡が光を反射する■

●視力の保護

産室生 :

◎光は直線に沿つて伝播する

●光の反射､ 屈折の現象

●太陽光は種類の違う色光からなる

●平面鏡に像ができる

●平面鏡の応用

●凸レンズの働き

●凸レンズの応用

●眼球に像ができる原因

二近視の成因

●視力の保護

熟

皇室室 ‥

急呈室生 :

●物に光が当たると､ 物によつて明るさや

暖まり方に違いがあること0

盈旦豊生 :

◎液体も､ 気体も､ 固体も熱膨張､ 冷 ◎金属は熟せ られた部分から順に温まる
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中国 日本

領域 学習項 目 学習項 目

収縮の性質がある が､水や空気は熟せられた部分が移動し

◎温度と温度計 て全体が温まること0

◎温度計の使用方法

高空生 ‥

◎熱の伝導､ 対流と額射の生活と生産の

中での応用

◎金鳳､ 水及び空気は､ 温めたり冷や した

りすると､ その体積が変わること0

⑥ 電気

急呈豊生 ‥

電 塩豊生 ‥

気●磁 ●摩擦で電気が起こる

気 ◎小電球に電気を通して発光する

虫豊生 ‥

●電源(電池と発電機) ◎物には電気を通す物 と通さない物があ

◎簡単な電気回路 ることD

◎導体と絶縁体 急呈豊生 ‥

●導体と絶縁体の応用

畠豊生 :

◎乾電池の数を変えると､ 豆電球の明るさ

やモーターの回り方を変えることがで

きること0

● 光電池を使つてモーターを回すことな

どができること0

基旦皇室 :

●陽電気と陰電気 ◎電熱線に電流を嘩すと発熱し､ 電流の強

●同種の電気は退け合い､ 異種の電気は

引き合う

●放電現象 ●雷電は大規模な放電現象で

ある

●雷撃を避ける方法

さによつて発熱の仕方が違うこと○

68



第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

中国 日本

領域 学習項目 学習項 目

◎電流で導体が発熱する

◎白熱電球と各種電熱器

●電気の安全使用

磁気

低量生 ‥

◎磁石には様々な形がある

◎磁石が鉄を引き付ける

旦皇室 ‥ 塵旦■堂生 ‥

◎磁石には両極がある0 同極は退け合 ◎物には､磁石に引きつけられる物と引き

い､ 異極は引き合う つけられない物があること0 また､磁石

◎磁石が南を指す に引きつけられる物は､磁石に近付ける

●羅針義は我が国が発明したものである

直室生 ‥

と磁石になること0

◎磁石の異極は引き合い､ 同極は退け合 う

こ■と0

墨皇室室 ‥

◎電磁石には磁性があり､ 南北両極があ ◎電流の流れている巻き線は､鉄心を磁化

る する働きがあり､ 電流の方向が変わる

◎電磁石の磁性の強さはコイルの巻数 と､ 電磁石の極がかわること0

と電流の大小による ◎電磁石の強さは､ 電流め強さや導線の巻

◎電磁石の製造方法 き数などによつて違うこと0 また､ 電磁

◎電磁石の応用 石に電流を流すと発熱し､電流の強さに

よつて発熱PD 仕方が違 うことD

注: ①◎をつけている項目は､両国で共通の学習項目を示す｡

②この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年版小学校学習

指導要領理科により作成したものである｡
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表2�"2�"6-3　地学分野における学習項目の具体的内容の中日比較

中国 日本

領域 学習項 目 学習項 目

⑦ 低豊生 :

塵旦一堂生 ‥

地球 ◎四季の特徴

◎よく見られる岩石の形､ 色等の特徴

◎砂と粘土の粒の大小､ 粘性等の特徴

●銅､ 鉄､ アルミニウム等の金属の色､

光沢､ 柔らかさ●硬 さ等の特徴

●銅､ 鉄⊥アルミニウム等の金属の主な

働き

盟主生 :

◎いくつかのよく見られる岩石(花筒石⊥ ◎石には､ 色､ 模様､ 硬さなどに違いがあ

砂岩､ 頁岩､ 石灰岩､ 大理岩)の特徴 ること0

と用途 ◎土は､ 場所によつて手触りや水の潜み込

●岩石を弁別する簡単な方法 み方に違いがあること0

◎土壌の主な成分 ‥砂､ 粘土､ 空気､ 水､ ◎土は､ 小石､ 砂､ 粘土などからできてい

腐植質等 て､その混 じり方は場所によつて違いが

◎土壌(砂土､ 粘土､ 壌土)及び其の性質 あること0

●金属の共通性 :金属には光沢があり､ ●日陰は太陽の光を遮るとでき､ 日陰の鹿

熱 と電気を伝導し､ 延性 と展性があ 置は太陽の働きによつて変わること0

る ●地面は太陽によつて暖められ､ 日なたと

日陰では地面の暖かさや湿 り気などに

違いがあること0

盈皇室生 :

◎流れる水には､ 土を削つたり､ 石や土な

どを流したり積もらせたりする働きが

あること○
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中国 日本

領域 学習項 目 学習項 目

畠豊生 :

◎川原川岸の様子は､流れる水の速さや水

量によつて変わること○

●流れる水の速さや水量は､ 雨の降り方な

どによつて変わること0

◎水は水面や地面などから蒸発し､ 水蒸気

になつて空気中に含まれていくこと0

◎空気中の水蒸気は､ 雨､ 雪､ 霜､ 雲など

に変わつていくこと0

塵旦空室 :

●地球の内部構造 (地殻､ マントル､ 地 ◎ 1 日の気温の変化は､太陽高度や雲､風､

核) 降水などと関係があること0

●火山及び其の成因 ●■天気の変化は､ 観測の結果や映像などの

●地震及び其の成因 情報を用いて予想できること0

●地震の簡単な測定と報告の方法 盈旦皇室 ‥

●我が国の科学者 張衡 1)の貢献 ◎土地は､ 疎､ 砂､ 粘土､ 火山灰､ 岩石な

●岩石の風化 どからできており､層をつくつて広がつ

◎流水の運搬作用 ているものがあること○

◎地層及び其の形成過程 ◎地層は､ 流れる水の働きや火山の噴火な

◎化石の成因と作用 どによつてでき､化石などが含まれてい

●我が国の科学者 播括2)の貢献 ■るものがあること0

●鉱産物エネルギー源 (石炭､ 石油､ 天 ◎堆積岩 と火成岩 とでは粒の様子に違い

然ガス)

●金属の鉱産物 (鉄､ タングステン､ 錫

等)

●鉱産物資源の保護

●我が国の科学者-- ■李四光3)の貢献

が見られること0
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中国 日本

領域 学習項目 学習項 目

⑧ 塵豊生 :

塵旦空室 ‥

宇宙■◎太陽が東から昇り西へ沈む現象

旦■室生 ‥

◎太陽の概況

●太陽エネルギーの利用

◎月球の概況

●人類が月球に対する探索

産室生 ‥

◎太陽の高度 ◎太陽や月は絶えず動いていて､ 東の方か

◎太陽の高度を測る簡単な方法 ら出て南の空を通り西の方に入ること○

◎ 1 日の太陽の高度と気温変化 との関 ◎太陽や月は球形をしているが､ 月は日に

係 よつて形が変わつて見え､月の輝いてい

●我が国での古代時間を測る器具- - る側に太陽があること0

`̀圭表 4)と "日蕃 5) ◎月の表面の様子には太陽と違いがある

●太陽系 (恒星､ 惑星､ 衛星､ 華星､ 流 こと○

星) 塵旦■室生 :

●地球の自転と公転 ●星には､ 明るさや色の違 うものがあるこ

◎地球の自転で昼夜の変化ができる と0

●月の様相変化及び其の成因 ◎星の集まりは､ 時間がたつと位置や向き

◎日食 ●月食現象及び其の成因 が変わるが､ 並び方は変わらないこと0

●星座 (大熊座､ カシオペヤ座とオリオ ◎南天の星の動きは太陽の動きと似てい

ン座) ること0 また､ 北天の星は北極星を中心

◎北極星を利用して方位を知る に回つているように見えることO

●銀河系､ 銀河系外星雲 ◎全天の星は､ 同じ方向に動き､ 1 日たつ

●人類の宇宙に対する探索 とほぼ元の位置に見えること0

チャンホン

注:①張衡(78-139年)は東漠(25-220年)時代の天文学者｡天文暦算に精しく揮天儀と候

風地動儀を発明したo候風地動儀は世界での一番早い地震計.
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シンクォウ

②播括(1033-1095年)は北宋(960-1127年)時代の科学者｡ 《夢渓筆談》を著し､天文･

地質･物理などの領域で多数の業績を残した｡
リ　ス　グアン

③李四光(1889-1971年)は現代地質学者｡地質力学を創立し､力学の観点で地殻運動の

現象を研究して地殻運動と鉱産物分布の規律を探索した｡
yxta封

④圭表は昔の天文観測用器具で日時計の一種｡石の台の上に``圭" 〔物指〕を平らに置き,

南北に"表" 〔目印の柱〕が立ててある｡日脚の長さによって時間の長さを測定｡
ダイ　　　　　　ダイ　イ

⑤日零は"日尋儀''とも呼ぶo　日影によって時刻を測定する器｡日時計の一種.

⑥◎をつけている項目は､両国で共通の学習項目を示す｡

⑦この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年版小学校学習

指導要領理科により作成したものである｡

この表2 - 2 - 6-1-3から,各分野の学習項目数,理科の学習項目数に対する各分

野の学習項目数の割合を､表2 - 2 - 7にまとめた｡

表　　2 - 7　各分野の学習項目数･割合の比較

分野

中 国 日 本

項 目数 ■ 割 合 (% ) 項 目数 割合 (% )

生 物分 野 6 1 30 .0 2 5 3 1.6

物 理 ●化 学分 野 9 1 44 .8 3 2 4 0 .5

地 学分 野 5 1 2 5 .1 2 2 2 7 .9

計 2 0 3 10 0 79 10 0

注: ①項目数は各分野の学習項目数を示す｡

②割合は理科の学習項目数に対する各分野の学習項目数の割合を示す｡

③この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年版小学校学

習指導要領理科により作成したものである｡

73



第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

この表2　-　2　-　7から,次のことがいえるo

学習項目数に対する生物分野の割合は､中国30.0%､日本31.6%である｡また,

物理･化学分野の割合は､中国　44.8%､日本　40.5%,地学分野の割合は,中国

25.1%､日本27.9%である｡この結果より,理科の学習項目数に対する各分野の

割合は両国が同様の傾向を示しているo

(1-C)共通の学習項目数

両国の初等理科における内容の共通項目数を明らかにするために,両国の学習

項目の具体的内容を調べた(各分野の学習項目の具体的内容の中日比較の表2 ･

2 ･ 6中での◎をつけている項目は,両国で共通の学習項目を示す)｡その結果を

表2　-　2　-　8にまとめたo

表　　　　　8　共通の学習項目数･割合の比較

分野

中 国 日 本

共通項 目数 割合 (% ) 共通項 目数 割合 (% )

生物分野 17 (6 1) 2 7 .9% 13 52 .0 %

物理 ●化学分 野 42 46 .2% 22 (32 ) 6 8 .8%

地学分野 18 (5 1) 3 5 .3% 17 (2 2 ) 77 .3 %

計 7 7 (20 3 3 7 .9% 52 6 5 .8 %

注: ①割合は各分野の学習項目数に対する共通の項目数の割合を示す｡

②かっこ内の数字は各分野の学習項目数を示す｡

③この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱及び日本旧文部省平成元年

版小学校学習指導要領理科により作成したものである｡

この表2　-　2　-　8から､次のことがいえる｡

生物分野における共通の学習項目数及び生物分野の項目数に対する生物分野の

共通の学習項目数の割合は､それぞれ,中国17個, 27.9%であり,日本13個､
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52.0%である｡

物理･化学分野の両国で共通の学習項目数及び物理･化学分野の項目数に対す

る物理･化学分野の共通の学習項目数の割合は､それぞれ,中国42個, 46.2%

であり､日本22個, 68.8%である｡

地学分野の両国で共通の学習項目数及び地学分野の項目数に対する地学分野の

共通の学習項目数の割合は,それぞれ､中国18個､ 35.3%,日本17個､ 77.3%

であるo

全体的にみると,両国で共通の学習項目数及び理科の学習項目数に対する共通

の学習項目数の割合は､それぞれ,中国77個､37.9%であり､日本52個,65.8%

である｡

なお､両国に共通の学習項目数が多い内容は,物理･化学分野(日本のB区分

に相当する範囲)であることが明らかとなったo

2.内容の範囲

両国の初等理科において取り扱う内容の構成の違いを明らかにするために,両

国の学習内容を調べたo　その結果を次頁の表2 -　2 -　9にまとめたo

この表2　-　2　-　9から､次のことがいえる｡

領域ごとにみると, ④力･機械の領域, ⑥電磁気の領域､ ⑦地球の領域､ ⑧宇

宙の領域は,中国の範囲が日本より広いといえるo　また, ①生物の領域, ②人体

の領域, ⑤音･光･熱の領域は､日本にあり中国にはない内容があるが(★がつ

いている内容),①､②､⑤全領域的みれば､中国の範囲が日本より広いといえる｡

しかし､ ③水･空気の領域は,中国の範囲が日本より広いとはいえない｡

以上のことから､例外はあるものの,中国の初等理科カリキュラムの内容の範

囲は日本より広いといえるo
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表2 - 2 - 9　初等理科の学習内容の中日比較

分
野

領域 中 国 日 本

坐
(丑

生物

植物 ‥根､ 茎､ 葉､ 花､ 果実､

種子､ 植物体は細胞からなる

根､ 茎､ 葉､ 花､ 果実､ 種子

動物 ‥昆虫､ 魚類､ 両生類 巴虫類 昆虫､ 魚類､

物 鳥類､ 口前 L類､ 動物体さ瀬田胞か 口､ 胃､ 腸､ 'Cd蔵

分

野

らなる 目､ 耳､ 皮膚､ 骨､ 筋肉､ 頭､ 首､ 四

肢､ ★人の誕生
② 2

人体 …
i!

目､ 耳､皮膚､ 骨､ 筋肉､ 腰薮､ 頭､

首､ 胴体､ 四肢､ 消化器官､ 呼吸静官､

壬循環器官､ 盤出 珪盤

物

理

●

化

学

分

野

Q )

i書物が水に溶けること､ 物が水に溶ける 物が水に溶けること､物が水に溶ける

量､ 水の三態､ 沈殿 渡過､ 消毒､ 量､★物が水に溶ける重さ､水の三態､

水 ●空気 空気の性質 (押し縮め､ 燃焼) ★水溶液の酸性､ 中性､ アルカリ性､

空気の性質 (押し縮め､ 燃焼)

@

力 ●機械

浮力､ 圧力､ 引力､ 弾性､ 摩擦､ てこ､

大義基 滑車､ 車輪､ 斜面､ 趨換2 主

な組成部分

てこ､ おもり

⑤

音光熱

強 ●弱､ 高 ●低､ 振動､ 婁L 反射｣ 屈 音の出方､伝わり方 (強●魂､高●低)､

折､ レンズ､ 眼球､ 熱膨張､ 冷収縮､ 振動､ 明るさ (反射)､ ★温まり方､

対流､ 梅村 熱膨張､ 冷収縮

⑥ 電気回路､ 導体●絶縁体､ 電熱､盤蔓､ 電気回路､導体●絶縁体､ 電熱､磁石､

電磁気 磁石､ 電磁石 電磁石

地

学

分

野

⑦

地球

流れる水のはたらき､ 水蒸発､ 天気の 流れる水のはたらき､ 水蒸発､ 天気の■

変化､ 石､ 土､ 日陰､ 岩石､ 地層､変化､ 石､ 土､ 日陰､ 岩石､ 地層､ 鉱

産物, 火山､ 地震､ 化石､

⑧ 太陽､ 月､ 星､ 太陽系､ 銀河系､ 銀河 太陽､ 月､ 星

宇宙 義弘星雲

注: ①★をつけている内容は､日本にあり中国にはないものを示す｡

②波線を引いている内容は,中国にあり日本にはないものを示す｡

③この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱､人民教育出版杜小学自然教科書及び日本旧文部

省平成元年版小学校学習指導要領理科､教育出版小学校理科教科書により作成したものである｡
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第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

Ⅲ.授業時数

中日における理科の授業時数の共通点と差異点を明らかにするために, 1.理

科の授業時数, 2.学年ごとに分配される授業時数, 3.小学校教科総授業時数

に対する理科の割合､ 4.小,中学校理科の授業時数の状況､ 5.各分野に配分

される授業時数､ 6,両国に共通の学習項目に配分される授業時数という6つの

側面から比較を行った｡

1.理科の授業時数

理科の授業時数について,中国は第1学年から第6学年までの6年間で272単

位時間であり､日本は第3学年から第6学年までの4年間で420単位時間である

ことが示された｡したがって,中国の小学校での理科の授業時数は日本の理科の

授業時数の64.8%に相当することが分かる｡

また､日本の第1､ 2学年に開設される｢生活｣には､その一部に｢理科的要

素｣が含まれるので､その部分をも理科の授業時数に加算すれば,初等教育の中

で理科教育を扱う時間数は中国より日本の方がはるかに多いといえる｡

2.学年ごとに分配される授業時数

中国の小学校では理科の学習は第1学年から第4学年までは各学年においてそ

れぞれ34時間であり､第5学年,第6学年は各学年においてそれぞれ68時間で

ある｡日本の′J､学校では第3学年から第6学年までは各学年においてそれぞれ

105時間である｡中日の比較を次頁の図2-2- 1に示す｡

この図2　-　2　- 1から､次のことがいえる｡

中国は理科の学習を第1学年から始め､低学年･中学年においては,授業時数

が少ないが､高学年の授業時数はその2倍になっているのに対して､日本は理科

の学習を第3学年から始め,授業時数においては､第3学年から第6学年まで各

学年ともに同じである｡
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図2-　2- 1 /ト学校理科の各学年の授業時数の比較

症:この表は中国教育部1994年版小学校に関する教学計画及び日本旧文部省平成元

年版小学校学習指導要領により作成したものである｡

3.小学校教科総授業時数に対する理科の割合

小学校教科総授業時数に対する理科の割合については,中国は　5.6%であり､

日本は8.0%であった(次頁の表　　　　10参照)｡したがって,小学校教科総

授業時数に対する理科の割合は､中国が日本より低いo

4.小,中学校理科の授業時数の状況

上述したように､小学校の理科の授業時数は,中国(272時間)の方が日本(420

時間)より少なく､小学校教科総授業時数に対する理科の割合は,中国(5.6%)

の方が日本(8.0%)より低いことが明らかになったo　さらに,中日の小学校の理

科の授業時数についでの差異を明らかにするために,中学校の理科の授業時数や

中学校教科総授業時数に対する理科の割合についても調べることにした｡そこで､

中国の1994年版小､中学校に関する教学計画及び日本の平成元年版小,中学校

学習指導要領から授業時数の状況をまとめた｡その結果を次頁の表　　　　1 0

に示す｡
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表　　　　1 0　小,中学校理科の授業時数の状況の比較

中国 日本

小学校の理科授業時数 27 2 時間 4 20 時間

(小学校 教科総授業時数に対す る理科 の割合①) ■､(5 .6 % )
8 .0 % )

中学校の理科授業時数 ■ 4 13 時間 3 32 .5 時間

(中学校 教科総授業時数に対す る理科 の割合②) (14 .9 % ) (ll.5% )

① :② 1 : 2 .7 1 ‥1■4

注:この表は中国教育部1994年版小､中学校に関する教学計画及び日本旧文部省平

成元年版小､中学校学習指導要領により作成したものである｡

この表　　　　10から,次のことがいえる｡

①小学校理科の授業時数は､中国(272)の方が日本(420)より少なく,小学校

教科総授業時数に対する理科の割合は,中国(5.6%)の方が日本(8.0%)よ

り低いo

②中学校理科の授業時数は,中国(413)の方が日本(332.5)より多く､中学校

教科総授業時数に対する理科の割合は､中国(14.9%)の方が日本(ll.5%)

より高い｡

③教科総授業時数に対する理科の割合の小,中学校の対比は,中国は1 :2.7で

あるが,日本は､ 1 :1.4であるo

以上のことから,両国において､教科総授業時数に対する理科の割合は,中学

校が小学校より多いことがいえるが､中日それぞれの中学校教科総授業時数に対

する理科の割合と小学校教科総授業時数に対する理科の割合を比較すると､中国

の方がその割合の差が大きい｡このことから,中国では､ ′j､学校段階における理

科教育は,中学校段階における理科教育ほど重視されていないと考える｡
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5.各分野に配分される授業時数

各分野に配分される授業時数を明らかにするために､中国は,人民教育出版社

の『九年義務教育六年制小学教科書自然第一冊-第十二冊』及び『九年義務教育

六年制小学自然教師教学用書第一冊-第十二冊』,日本は,教育出版社の『小学校

用理科3-6学年』及び『理科教師用指導書3-6学年』を用い､理科の内容の

各分野に配分される授業時数を調べた｡その結果を､学年ごとに,学習項目や単

元に配分される授業時数を次貫からの表　　　　1 1　　　表　　　　1 1-6

に学年ごとに示す｡
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表　　　1 1 -1小学校理科教科書の目次とその配当時数の中日比較(第1学年)

中 国 日 本

学

期
教科書の目次

配当

時数

学

期
教科書の目次

配当

時数

上

学

期

下

1 ●美 しい大 自然

2 ●見てみよ う

3 ● どうして知つている

4 ●不同と相同

5 ●様々な菓

6 ●菓画

7 ●砂 と粘土

8 ●様々な碍子

9 ●石を遊ぼ う

10■鋼鉄アル ミニウム

11● 目の保護

12●◆歯の保護

13●磁石の遊び

*14 . 対称

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

なし
* 1 ●ニンニクを播こう

2 ●浮かびと沈年

3 ●船

4 ■天気

5 ●春

6 ■様々な花

■7 ●花を播こう

1

1

1

1

1

1

1

学 8 ●′レーペ 1

期 9 ●鏡

10●影

11●これは何部分がある

12●私たちの身体

13●金魚

14●カエ′レ

15●夏

1

1

1

1

1

1

1

年間合計時数 (標準 34) ､ 29

注:この表は中国人民教育出版社′J､学自然教科書と教師教学用書(第一･二冊)により作成したもので

ある｡
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表2 - 2 - 1 1-2　小学校理科教科書の目次とその配当時数の中日比較(第2学年)

中 国 日 本

学

期
教科書の目次

配当

時数

学

期
教科書の目次

配当

時数

上

1 ●ア リ

2 ●コオロギ

3 ●起きあが り小法師

4 ●起きあが り小法師を作ろ う

5 ●秋

6 ●分けてみよう

7 ●様々な果実

1

1

1

1

1

1 ■

1

なし

学 8 ●様々な根 1

期

下

9 ■■様々な茎

10●植物の体

11●声音

12●土 "電話 "

13●摩擦で電気を起こす

14●豆電球

15●冬

1 ●水

2 ●小水車

3 ●水の用途

4 ●空気

5 ●紙の風車

6 ●ハ トとタカ

7 ●ネ コとウサギ

1

1

1■

1

1

1

1

1

1

1

1

■1

1

1

学 8 ●カタツム リ 1

期 9 ●太陽と方向

10●歯車

11●車

12●平衡 ､

13■小てんびん

14●紙の橋作 り

*15 . 支えをくくろ■う

年間合計時数 (標準 34)

1

1

1

1

1

1

1

30

注:この表は中国人民教育出卑社小学自然教科書と教師教学用書(第三･四冊)により作成したもので

ある｡
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表2 - 2 - 1 1-3　小学校理科教科書の目次とその配当時数の中日比較(第3学年)

中 国 日 本

学

期
教科書の目次

配当

時数

学

期
教科書の目次

配当

時数

上

学

期

■下

1 ●共通的な特徴を探そ う

2 ●果実の共通的な特徴

3 ●茎の共通的な特徴

1

1

1

1

○ オリエンテーシ ョン 4

■4 ●植物標本の製作 1 1 ●草花を育てよう(1) 6

5 ●噂乳動物 1 学 2 ●土や石を調べよう 省略

6 ● トリ 1 期 3 ●チョウを育てよう 9

7 ●空気が空間を占める

8 ●空気を圧縮す る

9 ■大気圧力

10 . 水の浮力

l l. 浮沈の秘密

12 ●地球引力

1

1

1

1

1

1

4 ■草花を育てよう(2) 5

2

○ 草花の育ち一花の さくころ 2

13●ニュー トンの話 し 1 5 ● こん虫の体を調べよう 6

☆14■壷の口高度の秘密 1 学 6 ●空気 と水をくらべよう 9
期 7 ● 日なたと日かげを調べよう

8 ●光と音で調べよう

8

51 ●骨

2 ●関節

3 ●筋 肉

4 ●土壌の成分

5 ●土壌の種類

6 ●溶解

1

1

1

1

1

1

3

学

期

9 ■Pわたしたちの体を調べよう 軍略

7 ●どう速く溶解する 1 10●電気 とじしやくで調べよう 15

学

期

■8 ●水の浄化

9 ●自然水域の考察

10●水域の汚染 と保護

1

1

1

○ 球根の育ち

虫めがねの使い方

省略

11●磁石の性質 1 かんさつ記ろくの仕方

12●方位磁針 1 たまごや よう虫の育ち方

1 3 . 水の圧力 1 温度計の使い方

☆14●振 り子の秘密 1 ほ ういじしんの使い方

■年間合計時数 (標準 34 )
2 8 年間合計時数 (標準 105) 69

注:この表は中国人民教育出版社′｣､学自然教科書と教師教学用書(第五･六冊)及び日本教育出版小学

校理科教科書と教師用指導書(第3学年)により作成したものである｡
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表2 - 2 - 1 1-4　小学校理科教科書の目次とその配当時数の中日比較(第4学年)

中 国 日 本

学

期
教科書の目次

配当

時数

学

期
教科書の自次

配当

時数

上

学

期

下

学

期

1 ●電はどこから

2 ●電路

3 ●導体 と絶縁体

1

1

1

1

学

期

1 ●芽ばえのころ 6

12

■4 ●金属
1 生き物のくらしを調べよう(1)

* 5 ●さびのつ くとさびの防ぐ 1 2 ■電気や光のはたらき

* 6 ●かびの生える 1 3 ●葉がしげるころ 4

省略

7 ■これは何 1 生き物のくらしを調べよう(2)

8 ●魚 1 4 ●■生き物の 1 日

9 ●順行動物 1 ○ 草花の育ち一花のさくころ■ 4

10●物体の熱すれば膨張, 冷やせ

ば収縮する (一)

1 1●物体の熱すれば膨張, 冷やせ

ば収縮する (二)

12●温度計

13■物体の温度の測定

1

1

1

1

1

1

5 ●流れる水 と土地の変わ り方 9

2

6 ●菜が色づくころ 5

9

1 4 . 滑 り台の科学

1 ●岩石の認識 (一)

2 ●岩石の認識 (二)

1

1

1

生き物のくらしを調べよう(3)

いろいろな場所の温度のはか り方

3 ∴花のつ くり

4 ●種のつ くり

5 ●オタマジャクシを飼お う

1

1

1

学

期

けん流計の使い方

7 ●物の温まり方

6 ●カイコを飼お う 1 8 ●水のすがたの変わり方 8

7 ●両生動物

8 ●昆虫

9 ●益 虫と害虫

'10 . 毛細管現象

11●太陽

1

1

1

1

1

9 ●水のゆ くえ 4

3

学

期

10■芽ばえにそなえるころ 3

9

12●太陽エネルギー と熱水器 1 生き物のくらしを調べよう(4 )

13 . 月球の探究の秘密 1 11●てんびんと重さ調べ

14●月球の観測 1 ○ 生き物の 1 年のくらし 5

年間合計時数 (標準 34 ) 28 年間合計時数 (標準 10 5) 7 8

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教科書と教師教学用書(第七･八冊)及び日本教育出版小学校

理科教科書と教師用指導書(第4学年上･下)により作成したものである｡
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表2 - 2 - 1 1-5　小学校理科教科書の目次とその配当時数の中日比較(第5学年)
中 国 日 本

学
期

教科書の目次
配当
時数

学
期

教科書の目次
配当
時数

上

1 ●蒸発

2 ●沸騰 3 ●凝結

4 ●水の三態変化

1

1､ 1

1

1

学

期

○ アブラナの花 2

5 ●熱空気 6 ●風 1､ 1 1 ●発芽 と成長 10
7 ●風の観測 8 ●根の働き 1､ 1 2 ■天気 と気温の変化 9

■9 ●菓の蒸散の働き 1 ○ つゆと台風 1
10●葉の光合成 1 3 ■動物のたん生 4

学 11●茎の働き 12●弾性 1､ 1 4 ●実のでき方 5

期 13●力の大小の測定

14●摩擦力 15●反作用

16●熱の伝導

17●熱の対流 18 ●熱の輯射

1 9 . 保温 と散熱

20●霧 と曇 2 1●雨と雪

22■水が自然界の中での循環

1

1､ 1

1

1､ 1

1

1､ 1

1

2

5 ●てこのはた らき

太陽の位置の調べ方

メダカの飼い方

10

1

下

学

期

1 ●正電と負電 1

2 ●雷電 3 ●電熱 1､ 1 かいぼ うけんび鏡の使い方

* 4 ●電熱切断器作 り 1 学 ●けんび鏡の使い方

○ 秋の天気

5 ●空気の成分

6 ●酸素 7 ●二酸化炭素

1

1､ 1

期

8 ●燃焼と消火 1 6 ●月と太陽

9 ●空気の汚染と保護 1 7 ●人のたん生 8

10●" 日暑サ 1) と "圭表" 2) 1 ○ 冬の天気 6

11●太陽の高度の測量

12■春夏の星座

13■果実の形成

14●種の芽生え

15■根, 茎の繁殖

1

1

1

1

2

1

■3

学

期

8 ●物のとけ方 ll
16■音の出す

17●声の伝 える

18●耳甲科学

19●食物の栄養

20●消化器官

2 1●呼吸器官

22●血韓循環琴官

1

1

1

1

1

1

1

9 ●お も りの動 き ll

年間合計時数 (標準 68) 4 5 年間合計時数 (標準 10 5) 79

注:①日零は"日季儀"とも呼ぶ｡日影によって時刻を測定する器｡日時計の一種｡

②圭表は昔の天文観測用器具で日時計の一種｡石の台の上に"圭" 〔物指〕を平らに置き,南北に"秦"

〔目印の柱〕が立ててある｡日脚の長さによって時間の長さを測定｡

③この表は中国人民教育出版社′J､学自然教科書と教師教学用書(第九･十冊)及び日本教育出版小

学校理科教科書と教師用指導書(第5学年上･下)により作成したものである｡
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第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

表2 - 2 - 1 1-6　小学校理科教科書の目次とその配当時数の中日比較(第6学年)
中 国 日 本

学

期
教科書の目次

配当

時数

学

期
教科書の目次

配 当

時数

上

1 ●動物 と環境

2 ●植物 と環境

3 ●食物連鎖

1

1

1
1

学

期

○ ジャガイモを育てよう 2
4 ■我が国の貴重な動物 1 1 ●物の燃え方と空気 10

5 ●水 と土の保護 ■ 1 2 ●植物の体 7

6 ●大 自然の保護

7 ●神経系統

8 ●人の成長発育

9 ■細胞

10●秋冬の星座

1

1

1

1

1

t3 . 星 と星座 4

2

学

期

4 ●土地のでき方 10学 11●電磁鉄 ■(】) 1

期

下

学

期

12●電磁鉄 (二)

1 3 . 情報の伝達

14●てこ

1

1

1

5 ●人や他の動物の体

ジャガイモのたねいもの植え

10

1

15●滑車 1 方

16●輪軸 1 真のでんぷんの調べ方

17●斜面

18●機械

19●卵石の形成

1

1

2

星座早見の使い方

○ 秋の夜空

20●地層の形成

21●火 山

22●地震

2

1

1

6 ●水 よう液の性質 13

1 ●光のすすみ方

2 ●光の反射と屈折

3 ●平面鏡

■1

1

1 3 7 ●∴星の動き 省略

4 ●凸 レンズ 1 学 8 ●電流のはたらき ■11

5 ● 目の科学

6 ●虹の秘密

7 ●鉱 山 (一)

8 ■●鉱 山 (二)

9 ●動物の進化

10●動物のならす

11●生物からの示唆

12●地球の自転と公転

13●月相の成因

14● 日食 と月食

1畠■太陽系

16●無限の宇宙′ し

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

期 口 人 と自然 9

年間合計時数 (標準 68) 4 0 年間合計時数 (標準 10 5) 7 7

注:この表は中国人民教育出版社′J､学自然教科書と教師教学用書(第十- ･十二冊)及び日本教育出版

･J､学校理科教科書と教師用指導書(第6学年上･下)により作成したものである｡
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第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

表　　　　1 1-1-表　　　　1 1-6をまとめたものを表　　　　12に

示す｡

表2･ 2 . 12　各分野に配分されている授業時数の割合の比較

分野

中 国 日 本

授業時数 総授業時数に対する割合 授業時数 総授業時数に対する割合

生物分野 53 3 1.0% 126 4 1.6 %

物理 ●化学分野 88 5 1.5% 125 4 1.3%

地学分野 30 17 .5% 52 17 .2 %

計 17 1 100 % 3 03 10 0%

標準授業時数 272 - 4 20 -

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教科書と教師教学用書及び日本教育出版小

学校理科教科書と教師用指導書により作成したものである｡

この表　　　　12から,次のことがいえる｡

理科総授業時数に対する生物分野に配分される授業時数の割合は,中国31.0%､

日本41.6%である｡理科総授業時数に対する物理･化学分野に配分される授業時

数の割合は,中国51.5%,日本41.3%である｡理科総授業時数に対する地学分野

に配分される授業時数の割合は､中国17.5%､日本17.2%であるo

6.両国で共通の学習項目に配分される授業時数

理科の授業時数の違いが実際の学習にどのように影響しているのかを検討する

ため､両国に共通の学習項目(前述の　74頁表　　　　　8に示すような両国に共

通の学習項目)に配分されている授業時数を調べた｡その結果の一部を例に､次

頁の表　　　　1 3に示すo
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第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

表　　　　13　共通の学習項目(一部)における授業時数の比較

共通の学習項 目

中国 日本

学年 時数 学年 時数

物 の とけ方 3 3 5 ll

水 の三態 5 4 ■■ 4 8

物 の燃 え方 と空気※ 5 4 6 7

てこ※ 6 1 5 10

熱膨張冷収縮 4 3 4 9

電流 による発熱 5 1 6 2

電磁石 6 2 6 8

注:①※:中国では扱わない内容を一部含む

②この表は中国人民教育出版社小学自然教科書と教師教学用書及び

日本教育出版小学校理科教科書と教師用指導書により作成したも

のである｡

この表　　　　13から,次のことがいえるo

両国に共通の学習項目に対する授業時数の配分は比較した学習項目すべてに

おいて日本の方が多い｡また､中国は初等理科の内容における学習項目が多いた

め､全体的にみてもーつの学習項目の指導に費やされる時数は少ないといえるo

以上,両国の授業時数を､ 1.理科の授業時数､ 2.学年ごとに配分される授

業時数､ 3.小学校教科総授業時数に対する理科の割合, 4.小,中学校理科の

授業時数の状況, 5.各分野に配分される授業時数､ 6.両国で共通の学習項目

に配分される授業時数という6つの側面から比較を行った結果は､以下の2点に

整理できる｡

①理科授業時数は､中国が日本のものより少ない｡

②教科総授業時数に対する理科授業時数の割合や両国で共通の学習項目に配分

される授業時数は､中国が日本のものより少ない｡
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第2章　中国の初等理科カリキュラムの特徴

Ⅳ.評価の観点

中国の教育部1992年版小学自然教学大綱に示されている評価の観点は｢知識｣

｢観察･実験･操作｣の2つであるo　一方,日本の旧文部省平成元年版小学校学

習指導要領理科には､具体的な評価に関する記述はない｡しかし,平成3年版小

学校児童指導要録において｢自然事象-の関心･意欲･態度｣ ｢科学的な思考｣ ｢観

察･実験の技能･表現｣ ｢自然事象についての知識･理解｣の4つの評価の観点が

示されている｡これらの詳細を表　　　　14及び次頁の表　　　　1 5にそれ

ぞれ示すo

表　　　　14　中国の評価の観点

知 識 観察 ●実験 ●操作

逮

ヒユE∃

了解 :記憶する必要がなく､ 試験

の対象にしない○

知道 : 学習 した知識の要点を話

し､ 書 くことができ､ 勉強 初歩習得‥教師の指導のもと■で正確

した 自然 の事物 を識別す に操作できる0

ることができる0 習 得 : 独力で正確に操作でき

理解 :学習 した知琴の道理が分か

り､ 勉強 した知識で自然界

に存在す る問題 を初歩的

に解釈することができる○

る0

注:この表は中国教育部1992年版小学自然教学大綱により作成したものである｡

この表　　　　14から,次のことがいえる｡

中国の｢知識｣に関する評価の観点は"了解"､ "知道"及び"理解"の3段階

に区分されている｡また､ ｢観察･実験･操作｣に関する評価の観点は"初歩習得"

と"習得"の2段階に区分されているo

89



第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

表　　　　1 5　日本の評価の観点

自然事象への
科 学的な思考

観 察 ●実験 の 自然 事 象 につ い

関心 ●意欲 ●態度 技能 ●表現 ての知識 ●理解

逮

ヒユ日

自然 に親 しみ､ 自然 事 象 か ら 自 然 事 象 を 自然 事 象 の特

意 欲 を も つ て 自 問題 を見いだ し､ 観察 し､ー実験 を 徴 や 相 ■互 の 関

然 の事物 ●現象 を 事 象 を比 較 した 計画 ､ 実施 し､ 係 ､ 規則 性 な ど

調 べ る活 動 を行 り■､ 関 係 付 け た 機械､ 器具 な ど につ い て理 解 し

い､ 自然を愛護す り､ 観察､ 実験 な を 目的 に 応 じ てい るO

る と と も に 生 活 ど に よ つ て 得 ら て 工■夫 して 扱

に 生 か そ う とす れ た結果 を考察､ うとともに､ そ

る○ 処理 した りして､

自然 事 象 を 論■理

的､ 客観 的に とら

え､ 問題 を解決す

る○

れ ら の過 程 や

結 果 を 的 確 に

表現す る0

注:この表は日本旧文部省平成3年版小学校児童指導要録から抜粋したものである｡

この表　　　　15から,次のことがいえるD

日本においては各評価の観点の詳細な区分はない｡しかし,日本の評価の観点

には｢自然事象-の関心･意欲･態度｣ ｢科学的な思考｣という中国にはない視点

から評価を行うこととなっている｡

また, ｢知識｣と｢自然事象についての知識･理解｣は両国で共通の知識面に相

当する評価の観点であり, ｢観察･実験･操作｣と｢観察･実験の技能･表現｣は

両国で共通の技能面に相当する評価の観点である｡ただし,技能については,中

国は操作を中心にしているのに対して､日本は操作だけでなく実験を計画､実施

し､機械･器具などを目的に応じて工夫して扱うことや,それらの過程や結果を

的確に表現することも含まれている｡
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第2華　中国の初等理科カリキュラムの特徴

以上､両国の評価の観点の比較を行った結果は,以下の2点に整理できる｡

①評価の観点について,両国とも｢知識｣と｢実験技能｣の評価の観点が含まれ

ている｡

②日本の｢関心･意欲･態度｣と｢科学的思考｣についての評価の観点は中国に

はないo

Ⅴ.本節のまとめ

以上の両国の初等理科カリキュラムを､目標､内容,授業時数､評価の観点と

いう4つの視点から比較を行ったo　その結果は､次の4点に整理できるo

①目標において,理科の目標は､認知面,技能面,情意面は両国で共通であるo

しかし,情意面では,中国は郷里や祖国を愛する等の思想･道徳面も含まれて

いるo　　各学年の目標において､両国とも,事物の特徴や性質をとらえさせる

ことから始め､高学年においては変化の法則性や条件,要因の抽出に基づく複

雑な能力の育成を目指している点は共通であるといえる｡しかし､日本では学

年ごとに目標を示しているのに対して､中国では低学年,中学年､高学年ごと

に大枠の目標を示している｡

(参内容において,内容の量は,中国のものは日本のものより多いが､各分野の学

習項目の割合は両国ともによく似ている｡そして､内容の範囲は,中国の方が

日本より広い｡

③理科の授業時数は,中国の方が日本より少ない｡そして､教科総授業時数に対

する理科授業時数の割合は,中国の方が日本より低い｡

④評価の観点については,両国とも｢知識｣と｢実験技能｣の評価の観点が含ま

れている｡しかし､日本の｢関心･意欲･態度｣と｢科学的思考｣についての

評価の観点は中国にはない｡
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第3節　中国の初等理科カリキュラムの特徴

前節の両国の初等理科カリキュラムを,目標,内容､授業時数,評価の観点と

いう4つの視点から比較を行った結果,次の4点が明らかとなった｡

①目標において,理科の目標は,認知面,技能面､情意面は両国で共通である｡

しかし､情意面では,中国は郷里や祖国を愛する等の思想･道徳面も含まれて

いる｡　各学年の目標において､両国とも､事物の特徴や性質をとらえさせる

ことから始め､高学年においては変化の法則性や条件､要因の抽出に基づく複

雑な能力の育成を目指している点は共通であるといえる｡しかし,日本では学

年ごとに目標を示しているのに対して,中国では低学年､中学年､高学年ごと

に大枠の目標を示している｡

②内容において,内容の量は､中国のものは日本のものより多いが､各分野の学

習項目の割合は両国ともによく似ている｡そして,内容の範囲は,中国の方が

日本より広いo

③理科の授業時数は,中国の方が日本より少ない｡そして､教科総授業時数に対

する理科授業時数の割合は,中国の方が日本より低い｡

④評価の観点については､両国とも｢知識｣と｢実験技能｣の評価の観点が含ま

れているo　しかし,日本の｢関心･意欲･態度｣と｢科学的思考｣についての

評価の観点は中国にはないo

以上のことから,中国の初等理科カリキュラムの特徴を抽出すると､次のよう

になると考える｡

i.中国の初等理科カリキュラムは目標に認知面,技能面､情意面が含まれてい

るo

ii.中国の初等理科カリキュラムは内容が多く､広範囲にわたっているo

ih.中国の初等理科カリキュラムは内容が多いにもかかわらず､授業時数は少な

い｡

iv.中国の初等理科カリキュラムは｢知識｣と｢実験技能｣のみを重視する傾向

にある｡
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本章では､中国の初等理科学習指導法の特徴を明らかにす

るために,まず,中日それぞれの学習指導案の比較を行う｡

次に,初等理科学習指導法に対する教師の実際の意識を併せ

て検討するために､小学校の教師に対して理科学習指導法に

関する実態調査を行う｡

そこで,第1節では､初等理科学習指導案の分析を行っ

た｡第2節では､初等理科学習指導法に関する実態調査を

行った｡第3節では､初等理科学習指導案の分析と初等理

科学習指導法に対する実態調査の結果から､中国の初等理

科学習指導法の特徴を抽出した｡



第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

第1節　初等理科学習指導案の分析

中国の初等理科学習指導法の特徴を明らかにするために､中日の初等理科学習

指導案を分析し,比較を行うという方法を用いることにした｡

このため､第1章で明らかとなった両国で共通の学習項目が多い電磁気領域を

抽出した｡そして､この電磁気領域から共通点が多く,取り扱い範囲や難易度も

同程度の学習項目を抽出した｡その結果, ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣､ ｢電気回

路｣, ｢電磁石｣の3つの項目が抽出できた｡この3つの項目に関する中日の学習

指導案をそれぞれ分析し,比較を行う｡

この3つの項目に関する中日の学習指導案の比較においては,中国は､人民教

育出版社の『九年義務教育六年制小学教科書自然』及び『九年義務教育六年制小

学自然教師教学用書』を､日本は,教育出版社の『小学校用理科』及び『理科教

師用指導書』を参考にしたo　そして,まず, ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣, ｢電気

回路｣,｢電磁石｣の3つの項目の両国における位置付けについて概観するo次に,

中日の初等理科学習指導法の差異を明らかにするために,各項目に関する中日の

学習指導案をそれぞれ分析し,比較を行う｡さらに､明らかになった中日の初等

理科学習指導法の差異から,中国の初等理科学習指導法の特徴を明らかにするo

Ⅰ.分析対象となる学習項目の位置付け

電磁気領域の学習内容における抽出した3つの項目の位置付けについて概観す

るため,中日で電磁気領域の学習内容と授業時数の配分についての比較を行った｡

その結果を次頁の表3　- 1 - 1に示す｡
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表3 - 1 - 1　電磁気に関する学習内容と授業時数の配分の比較

学

午

中 国 日 本

学習 内容

業 配
時 当

教 授

業 年
時 間

教 授
学習 内容

業 配
時 当

数 授

業 年
時 間

数 授

1 ●磁 石遊び 1 2 9

2

◆摩 擦 起電 1

1
3 0

3

●磁石 の性 質

1

1
2 8

○電気 と磁 石

15 6 9

●方位磁 針

●電 気 を通 す 物通 さな い物

及 び磁石 につ く物つ か な

い物調 べ

●磁 石 のはた らき

4

◆発 電の しくみ

1

2 8

○電気や光 のはた らき

12 7 8

〇

●導体 と絶縁体 1

1 ★流れ る電 流の強 さ

★光電池

5

◆正 電荷 と負 電荷

◆雷 電

●電 熱 ■

* 電 熱線 カ ッター つ く り

1

1

1

1

4 5 7 9▼

6
2

4 0
○電流の はた らき

ll ■7 7
* 電 気 を使 つた通信方 法 1 ●蕪韓 寮 と電流 に よる発 熱 )

合計 15 2 0 0 3 8 3 0 3

注: ①*の付いた項目は中国では､選択の学習項目である｡

②◆の付いた項目は中国にあるが､日本にはない学習項目であるa

③★の付いた項目は日本にあるが､中国にはない学習項目である0

④この表は中国人民教育出版社小学自然教科書と教師教学用書及び日本教育出版小

学校理科教科書と教師用指導書により作成したものである｡
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この表3　- 1 - 1から,次のことがいえる｡

電磁気領域の学習内容において,日本は,第3学年では､豆電球と乾電池のつ

なぎ方･電気を通す物通さない物及び磁石につく物つかない物調べ･磁石のはた

らきの項目が｢電気と磁石｣という単元に含まれている｡第4学年では, 2個の

乾電池のつなぎ方とモーターの回り方･流れる電流の強さ･光電池の項目が｢電

気や光のはたらき｣という単元に含まれている｡第6学年では,電磁石と電流に

よる発熱の項目が｢電流のはたらき｣という単元に含まれているo

これに対して,中国は,第1学年では｢磁石遊び｣,第2学年では｢摩擦起電｣､

｢豆電球｣､第3学年では｢磁石の性質｣､ ｢方位磁針｣,第4学年では｢発電のし

くみ｣､ ｢電気回路｣, ｢導体と絶縁体｣､第5学年では｢正電荷と負電荷｣, ｢雷電｣,

｢電熱｣, ｢電熱線カッ'タ一つくり｣､第6学年では｢電磁石｣､ ｢電気を使った通信

方法｣という学習項目がそれぞれ単独で設定されている｡

また､具体的な学習項目七っいては,中国では､ *の付いている｢電熱線カッ

ターつくり｣と｢電気を使った通信方法｣は選択(余裕のある学校で学習する)

であることを意味する｡ ◆の付いている｢発電のしくみ｣､ ｢摩擦起電｣, ｢正電荷

と負電荷｣､ ｢雷電｣は中国にあるが､日本にはない学習項目である｡これに対し

て,日本では､ ★の付いている｢流れる電流の強さ｣と｢光電池｣の学習項目は

日本にあるが,中国にはない学習項目である｡

なお,理科総授業時数に対する電磁気領域に関する学習内容に配分される授莱

時数の割合は,中国が7.5%であり､日本が12.5%であったD

以上のことをまとめると､以下の2点に整理できる｡

① ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣, ｢電気回路｣､ ｢電磁石｣という3つの項目は､

日本では､電磁気領域の学習内容における｢電気と磁石｣, ｢電気や光のはたら

き｣, ｢電流のはたらき｣という単元の中に集約されている｡それに対して､中

国では,上記の3つの項目が,日本のように電磁気領域の学習内容における単

元の中に集約されることはなく,それぞれ単独で設定されている｡

②両国で同じ学習内容に配分されている授業時数は､中国の方が日本より少ない｡
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Ⅱ.初等理科学習指導案の分析

ここでは､中日の初等理科学習指導法の差異を明らかにするために,中日それ

ぞれの初等理科学習指導案を分析し,比較を行う｡このため,上述した電磁気領

域における｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣, ｢電気回路｣､ ｢電磁石｣の3つの各項

目における中日の学習指導案について､まず,学習指導の目標,学習指導の計画

を概観する｡そして､学習指導過程を分析し､比較を行う｡

1.例1 ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣

(1-A)学習指導の目標､計画の概観

○学習指導の目標について

中日の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣における学習指導の目標の差異を明らか

にするために,中日の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣における学習指導の目標を

比較したo　その結果を次真の表3　- 1 -　2にまとめたo

また､日本では,この目標以外に,具体的目標も設定している｡これを次貢の

表3　- 1 -　3に示すo

この表3　- 1 -　2､ 3から､次のことがいえる｡

学習指導の目標において､日本では､ ｢自然事象についての知識･理解｣, ｢観察･

実験の技能･表現｣､ ｢自然事象-の関心･意欲･態度｣､ ｢科学的な思考｣という

4つの側面が明記されている｡これに対して､中国では､ ｢知識｣, ｢実験技能｣と

いう2つの側面が明記されている｡

このことから､次の2点に整理できるo

｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の目標では､

①両国とも､ ｢知識｣､ ｢実験技能｣という2つの側面が含まれている｡

②また､日本にある｢自然事象-の関心･意欲･態度｣, ｢科学的な思考｣という

側面は中国にない｡
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表3- 1 -2　｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の目標の比較

中　国 日　本

･豆電球､乾電池,導線を認識させるo

･豆電球1個,乾電池1個,導線を使

って､電気回路のつなぎ方を身につ

けさせるo

･実験能力(電気回路のつなぐ能力)

を育てる｡

･乾電池や豆電球を使って回路を作る

(身のまわりにあるいろいろな物を

電気を通す物･通さない物に分ける)

ことができるようにするo

･また､これらの活動を通して,電気の

性質についての見方や考え方を養い,

それらの性質を興味･関心をもって追

究しようとする態度を養う｡

･この学習展開の中で, (電気を通す物･

通さない物性質をとらえ,)物の性質

に目を向けることによって､身近な物

に対し,詳しく調べようとする態度を

養うo

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用書(第三冊)及び日本教育出版

小学校理科教師用指導書(第3学年)により作成したものである｡

表3　- 1 -3　日本の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の具体的目標

自然事象への
科学的な思考

観察 ●実験の 自然事象について

関心 ●意欲 ●態度 技能 ●表現 の知識 ●理解

( 電 気 を通 す

物 ●通さない物を

分ける活動を通 し

て､) 物の性質を興

味 ●関心をもつて

調べようとする0

明 りがつ くこと 1 個の豆電球 と 物によつて ､ 電

と､ 回路に電気が 乾電池を使つて､ ■気に対す る固有の

流れることを関係 豆電球が点灯す 争 性質があることが

させて考えること

ができる■O

つなぎ方 (電気を

通す物 ●通さない

物) を調べること

ができる0

わかる○

注:この表は日本教育出版小学校理科教師用指導書(第3学年)により作成したもの

である｡
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○学習指導の計画について

中日の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の計画の差異を明らかにする

ために, ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の計画について,中国と日本を

比較した｡その結果を表　　　　　4に示す｡

表　　1�"4　｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の計画の比較

中 国 日 本

第 1 時

■豆電球の明 りをどのよ うに 懐 中電灯 の明 りがつ く仕組

つなげるかO みは､ どのようになつているの

だろうか○

第 2 時

乾電池 と豆電球 をどのよう

につなげれば､明 りがつくのだ

ろうか0

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用事(第三冊)及び日本教育

出版小学校理科教師用指導書(第3学年)により作成したものである｡

この表3　- 1 -　4から,次のことがいえる｡

｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導の計画から,配分されている授業時

数は､中国では1単位時間であり､日本では2単位時間であるo

こ.のことから, ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導に配分されている授業

時数は､中国の方が日本の方より少ないといえる｡

(1-B)学習指導過程の分析

中日の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程の差異を明らかに

するために,まず､中日の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣における学習指導過程

をそれぞれ抽出した｡次に,抽出した中日それぞれの学習指導過程を比較した｡

その結果を以下に示す｡
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(1-B-1)中国の学習指導過程

中国の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程を抽出するため､

｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程を調べた｡その結果､ ｢豆電

球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程として､ ｢導入-実験及び結果-鰭

論一応用｣が抽出された｡この学習指導過程を次貢の図3 - 1 - 1に示す｡この

図3　- 1 - 1について,その詳細を｢導入-実験及び結果-結論一応用｣にそっ

て､以下に示すo

● ｢導入｣

この場面では,教師が自作した電気スタンドを見せて､｢この電気スタンドをど

のように作ったのか｣と質問するo子ども達は､ ｢豆電球､乾電池､導線などから

作った｣と答える｡教師は,今回の授業の学習問題として､ ｢この豆電球の明りは

どのようにつけることができるか｣を提示する｡つまり,｢乾電池と豆電球をどの

ようにつなげば,明りがつくか｣が学習問題となっている｡

● ｢実験及び結果｣

･実験

この場面では,子ども達をグループに分けて,実験をし,豆電球の明りがつく

つなぎ方を調べる｡

･結果

この場面では､子ども達に豆電球の明りがっくつなぎ方とつかないっなぎ方を

描かせる｡

● ｢結論｣

この場面では,教師は子ども達に措かせた豆電球の明りがつくつなぎ方とつか

ないっなぎ方を正しいっなぎ方であるかどうかをチェックし､まとめる｡

● ｢応用｣

この場面では､授業の最後に､子ども達に授業で学習した知識を確実に定着さ

せるため､教科書に描いてある6種類の豆電球と乾電池のつなぎ方をそれぞれ実

際につないで､豆電球の明りがっくかどうかを確認する｡
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●導入　　　教師は,学習問題｢この豆電球の明りはどのようにつけることができるか｣

を提示するo

･学習問題

●実験及び結果

･実験

･結果

●結論

●応用

教科書に描いてある6種類豆電球と乾電池のつなぎ方をそれぞれ実際につな

いで,豆電球の明りがつくかどうかを確認するo

図3 - 1 - 1　中国の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導過程(第2学年)

注:この図は中国人民教育出版社小学自然教科書(第三冊)と教師教学用書(第三冊)により

作成したものである｡
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(1-B-2)日本の学習指導過程

日本の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程を抽出するため､

｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程を調べた｡その結果, ｢豆電

球と乾電池のつなぎ方｣に関する学習指導過程として, ｢導入-実験及び結果-結

論一次の課題｣が抽出されたo　この学習指導過程を次頁の図3 - 1 - 2に示すD

この図3 - 1 - 2について､その詳細を｢導入-す実験及び結果-結論一次の課題｣

にそって､以下に示す｡

● ｢導入｣

この場面では､教師が子ども達に写真にある懐中電灯を見せる｡次に,子ども

達に懐中電灯に使われている物のうち,明りをつけることに関係している物につ

いて話し合いをさせるD　そこから,教師は子ども達が自分自身で問題に気づくこ

とができるようにし､｢乾電池と豆電球をどのようにつなげば､明りがつくのだろ

うか｣という学習問題を見出させるo

● ｢実験及び結果｣

･実験

この場面では,子ども達が実験をし,乾電池を使って,豆電球に明りをつけて

みるo

･結果

この場面では,教師は子ども達に明りがっくつなぎ方と明りがつかないっなぎ

方を分けて,描かせるo

● ｢結論｣

この場面では､教師は子ども達に話し合う機会を与える｡この時､教師は子ど

も達が自分達の間でお互いに比較し,明りがつくつなぎ方の共通点として,｢どれ

も同じだ｡乾電池の+極と一極を､導線で1つの輪のようにつなぐと､豆電球に

明りがつく｣ということを自分達でまとめることができるように指導や支援する｡

● ｢次の課題｣

この場面では,授業の最後に､今回の授業をふまえて,調べたい問題として｢導

線の間にいろいろな物をつないで,明りがつくか､つかないかを調べてみよう｣

を見出す｡これを次の授業｢電気を通す物･通さない物｣の導入とする｡
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●導入　　　教師が子ども達に写真にある懐中電灯を見せる｡次に､子ども達に懐中電灯

に使われている物のうち､明りをつけることに関係している物について話し合

いをさせる｡

･学習問題

●実験及び結果

･方法

･結果

●結論

･話し合い

●次の課題

･懐中電灯を作ってみようo

･導線の間にいろいろな物をつないで,明りがつくか､つかないかを調べて

みようo (次の授業の導入になる)

図3 - 1 - 2　日本の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導過程(第3学年)

注:この図は日本教育出版小学校理科教科書(第3学年)と教師用指導書(第3学年)により

作成したものである｡
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(1-B-3)中日の学習指導過程の差異

以上､中日における｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導過程を比較した｡

この比較から,中国と日本の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣の学習指導過程の差

異は､以下の3点に整理できる｡

①学習問題の提示の方法

上述の学習指導過程の｢導入｣の場面において､日本では､教師は子ども達に

話し合う機会を与え､子ども達に問題に気づかせ､自ら問題を見出すようにして

いるo　これに対して､中国では,教師が学習問題を提示するo

②実験結果から結論-のまとめ方

上述の学習指導過程の｢結論｣の場面において､日本では,子ども達同士で話

し合いを行い,子ども達が認め合うものを結論としてまとめる｡これに対して､

中国では,教師が子ども達がやったことをチェックし､それが正しいかどうかを

判断した上で,結論をまとめる｡

③授業の最後のまとめ方

上述の学習指導過程の最後の場面(中国の｢応用｣と日本の｢次の授業｣)に

おいて,日本では,調べたい問題を見出すとともに､次の授業につなげている｡

これに対して､中国では､学習内容を繰り返し確認することで子ども達に知識を

習得させる｡

2.例2 ｢電気回路｣

(2-A)学習指導の目標､計画の概観

○学習指導の目標について

中日の｢電気回路｣における学習指導の目標の差異を明らかにするために､中

日の｢電気回路｣における学習指導の目標を比較した｡その結果を次真の表3 ･

1 ･ 5にまとめたo

また､日本では､この目標以外に､具体的目標も設定している｡これを次頁の

表3　- 1 -　6に示す｡
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表3 - 1 -5　｢電気回路｣の学習指導の目標の比較

中　国 日　本

･実際の操作を通して､電気回路やそれ

の仕組みを知る｡

･簡単な電気回路,直列回路,並列回路

をつなぐことができるようにするo

･乾電池にモーターをつなぎ､回り方

を調べる活動を通して､乾電池のつ

なぎ方を変えると,回路に流れる電

流の強さが変わり､モーターの回り

方が変化することをとらえる｡

･この学習を通して,回路を流れる電

流の強さによって､モーターの回り

方が変わるという見方や考え方を

養うとともに､電気に関心･興味を

もって意欲的に追究していこうと

する態度を育てていくo

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用書(第七冊)及び日本教育出版

小学校理科教師用指導書(第4学年上)により作成したものである｡

表3- 1 -6　日本の｢電気回路｣の学習指導の具体的目標

自然事象への
科学的な思考

観察 ●実験の 自然事象について

関心 ●意欲 ●態度 ■技能 ●表現 の知識 ●■理解

2 個の乾電池を モーターの回 り 乾電池､ モー タ 2 個の乾電池の

使つてモー ターを 方 が 変 わ る こ と ー な どを利 用 し つ な ぎ方 に よつ

速 く回す ことに関 と､ 回路に流れる て､ おもちやを組 て､ モーターの回

心をもち､ 進んで 電流の強 さを関係 み立てることがで り方を変えられる

つなぎ方を工夫 し

ようとする0 おも

ちや作 り′を工夫 し

て行お うとする0

づけてとらえられ

るO

きる0 ことが分かる0

注:この表は日本教育出版小学校理科教師用指導書(第4学年上)により作成したも

のである｡
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第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

この表3　- 1 -　5､ 6から,次のことがいえる｡

学習指導の目標において,日.本では､ ｢自然事象についての知識･理解｣, ｢観

察･実験の技能･表現｣, ｢自然事象-の関心･意欲･態度｣､ ｢科学的な思考｣とい

う4つの側面が含まれている｡これに対して,中国では､ ｢知識｣､ ｢実験技能｣と

いう2つの側面が含まれている｡

このことから,次の2点に整理できる｡

｢電気回路｣の学習指導の目標では,

①両国とも, ｢知識｣､ ｢実験技能｣という2つの側面が含まれている｡

②また,日本にある｢自然事象-の関心･意欲･態度｣, ｢科学的な思考｣という

側面は中国にない｡

○学習指導の計画について

中日の｢電気回路｣の学習指導の計画の差異を明らかにするために､｢電気回路｣

の学習指導の計画について,中国と日本を比較した｡その結果を次頁の表3�"1�"

7に示す｡

この表3　- 1 -　7から､次のことがいえる｡

｢電気回路｣の学習指導の計画から､配分されている授業時数は､中国では1

単位時間であり,日本では5単位時間である｡しかし､日本の第4, 5時の電気

の流れる強さに関する学習内容は､中国では取り上げられていないo　よって,両

国で取り上げられている共通の学習内容において,配分されている授業時数は,

日本では3単位時間である｡

このことから, ｢電気回路｣の学習指導に配分される授業時数は､中国の方が日

本より少ないといえる｡
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第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

表3 - 1 - 7　｢電気回路｣の学習指導の計画の比較

中 国 日 本

第 1 時

●1 個の乾電池に 1 個のスイツ ●乾電池でモーター回すことが

チ､ 1 個の■豆電球をつなぐ0

(電気回路の仕組み)

●2 個の直列 した乾電池に 1

個のスイチ⊥1 個の豆電球を

つなぐ0 (直列電気回路のつ

なぎ方)

●2 個の直列 した乾電池に 1

個のスイチ､ 2 個の豆電球を

つなぐ0 (直列 ､ 並列電気回

路のつなぎ方)

できるのだろうか○

第 2 ●3 時
●モー ターを速 く回す には､ 2

個の乾電池を どのようにつな

げばよいのだろうか0

第 4 ●5 時

●乾電池のつなぎ方によつて､

電気 の流れ る強 さが違 うのだ

ろうかO

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用書(第七冊)及び日本教育出

版小学校理科教師用指導書(第4学年上)により作成したものである｡
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第3章　中国の初等理科学習指導法の特徴

(2-B)学習指導過程の分析

中日の｢電気回路｣に関する学習指導過程の差異を明らかにするために､まず､

中日の｢電気回路｣における学習指導過程をそれぞれ抽出したo　次に,抽出した

中日それぞれの学習指導過程を比較したo　その結果を以下に示すo

(2-B-1)中国の学習指導過程

中国の｢電気回路｣に関する学習指導過程を抽出するために､ ｢電気回路｣に関

する学習指導過程を調べた｡その結果､｢電気回路｣に関する学習指導過程として､

｢導入-実験及び結果-結論一応用｣が抽出されたo　この学習指導過程を次頁の

図3　- 1 -　3に示すo
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●導入

第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

乾電池1個,スイッチ1個､豆電球1個を導線でつなぐと,豆電球に明りがつくoこれは一番

簡単な電気回路のつなぎ方である｡今回の授業では､電気回路の他のつなぎ方について学習する｡

･学習問題

●実験及び結果

･実験1 (電気

回路の仕組み)

実験2 (直列

電気回路)

実験3 (直列,

並列電気回路)

●結論

●応用

電気回路のつなぎ方

実験1 :乾電池1個スイッチ1個,豆電球1個をつなぐ

結果:豆電球に明りがついた｡

実験1によって,簡単な電気回路は導線､スイッチ,豆電球(あ

るいは他の電器)で成り立っことを知る｡

実験2 :実験1に乾電池1個を加える｡ (この時､乾電池同士

の+極と一極をつなぐように指導する｡)直列つなぎにした2個の

乾電池にスイッチ1個,豆電球1個をつなぐ｡このときの豆電球

の明るさと実験1の豆電球の明るさを比べてみる｡

結果:直列つなぎにした2個の乾電池につないでいる豆電球の

方が明るい｡

実験2によって,直列電気回路のつなぎ方を知るo

実験3 :実験1に豆電球1個を加える｡つなぎ方は何種類ある

か,また､つなぎ方によって､豆電球の明るさが変わるかを考え

させる｡

結果:つなぎ方は2種類ある(直列と並列)o並列つなぎにした

豆電球の明るさは直列つなぎにした場合より明るい｡

実験3によって､直列､並列つなぎにした電気回路のつなぎ方

を知る｡

電気回路のつなぎ方は､直列と並列の2種である｡

まず､復習する｡次に,直列つなぎにした2個の乾電池､スイッチ2個,豆

電球2個を使って､スイッチ1個ごとに1個の豆電球の点滅を制御するという

回路をつないでみよう｡最後に,教師がまとめ､豆電球2個のつなぎ方には直

列と並列があり､普通の電気回路は,並列つなぎで作られていると説明する｡

二三二

図3�"1　　中国のr電気回路｣の学習指導過程(第4学年)

注:この図は中国人民教育出版杜小学自然教科書傷七冊と教師教学用書傍七冊)により作成したものである｡
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第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

この図3 - 1 -　3について､その詳細を｢導入-実験及び結果-結論一応用｣

にそって､以下に示す｡

● ｢導入｣

この場面では､教師が前回の授業をまとめて,今回の授業の学習問題を提示す

るo　前回は, ｢乾電池1個と､スイッチ1個､豆電球1個を導線でつなぐと,豆

電球の明りがつく｣という最も初歩的な電気回路のつなぎ方の学習であった｡今

回の授業では､ ｢電気回路の他のつなぎ方｣が学習問題となる｡

● ｢実験及び結果｣

事実験

この場面では,子ども達は以下のような実験をする｡

実験1 :乾電池1個にスイッチ1個,

豆電球1個をつなぐ｡ 実験1

実験2 :実験1に乾電池1個を加える｡ (この時､乾電池同士の+極と一極をつ

なぐように指導するo)直列つな

ぎにした2個の乾電池にスイッチ

1個,豆電球1個をつなぐ｡この

ときの豆電球の明るさと実験1の

実験2

豆電球の明るさを比べてみる｡

実験3:実験1に豆電球1個を加える｡つなぎ方は何種類あるか､また,つな

ぎ方によって､豆電球の明るさが変わるかを考えさせる｡

実験3

･結果

この場面では､実験1-3のそれぞれの結果から､子ども達は以下のようなこ

とを知る｡
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実験1の結果:豆電球の明りがついたo　これによって､実際の操作を通して､

｢簡単な電気回路は導線､スイッチ､豆電球(あるいは他の電

気機器)で成り立つo｣という電気回路やそれの仕組みを知るo

実験2の結果:直列つなぎにした2個の乾電池につないでいる豆電球の方が明

るいo　これによって､直列電気回路のつなぎ方を知るo

実験3の結果:並列つなぎにした豆電球の明りが直列つなぎにした場合より明

るいo　これによって,直列,並列つなぎにした電気回路のつな

ぎ方を知る｡

● ｢結論｣

この場面では,教師は子ども達の発表した実験結果をもとに,電気回路のつな

ぎ方について,まとめるo　つまり､電気回路のつなぎ方は､直列と並列の2種で

あるということをまとめるo

● ｢応用｣

この場面では,授業の最後に,子ども達に授業で習った知識を習得させるため,

直列つなぎにした2個の乾電池,スイッチ2個,豆電球2個を使って､スイッチ

1個ごとに1個の豆電球の点滅を制御する

という回路をつながせるo　最後に,教師が

まとめ､豆電球2個のつなぎ方には直列と

並列があり,普通の電気回路は､並列つな

ぎで作られていることを説明する｡

(2-B-2)日本の学習指導過程

日本の｢電気回路｣に関する学習指導過程を抽出するために､ ｢電気回路｣に関

する学習指導過程を調べた｡その結果,｢電気回路｣に関する学習指導過程として､

｢導入-予想-実験及び結果-結論一次の課題｣が抽出された｡この学習指導過

程を次頁の図3-1-4に示す｡この図　　　　4について､その詳細を｢導入

→予想-実験及び結果-結論一次の課題｣にそって､以下に示す｡
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●導入 1個の乾電池にモーターをつないで,モーターを回1oモーターをもっと速く回すことができないか考えるo 2個の乾電池を使って,モ

ーターの回る速さを調べる｡

●次の課題 乾電池のつなぎ方と,回路を流れる電気の強さはかかわりがあることに気づかせる｡ (次の授業の導入になる｡)

図3 ･ 1. 4　日本の｢電気回路｣の学習指導過程(第4学年)

注:この図は日本教育出版小学校理科教科書備4学年t)と教師用指導書贋4学年J=)により作成したものであるo
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第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

● ｢導入｣

この場面では､まず､子ども達が1個の乾電池にモーターをつないで､モータ

ーを回すという活動をする｡この活動について､子ども達は話し合いを行い､ ｢さ

らに早く回してみたい｣という気持ちを高めるo　この活動から､教師は子ども達

が自分自身で問題に気づくことができるように､｢2個の乾電池を使って,モータ

ーの回る速さを調べる｣という学習問題を見出せる｡

● ｢予想｣

この場面では､子ども達が｢2個の乾電池を使うと､モーターは速く回るよう

になる｣という予想を立てるo

● ｢実験及び結果｣

･実験

子ども達は自分の立てた予想を確かめるために, 3つの実験方法を考えて,莱

験をするo

方法A :乾電池の+極と一極をつないで,

モーターを残りの+極と一極に

つける｡

モーターの回る速さを調べる｡

方法B:乾電池の+極と+極,一極と一極

をつないで,モーターを+極と一

極につける｡

モーターの回る速さを調べる｡

方法C:乾電池の一極と一極をつないで,

モーターを残りの+極と+極に

つける0

モーターの回る速さを調べる｡

ilB
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･結果

結果A:予想通りになったo ｢直列電気回路｣

結果B:予想通りにならなかった｡ (1個のときと変わらなかった)｢並列電気回

路｣

結果C:予想通りにならなかった｡ (モーターが回らなかった)

● ｢結論｣

この場面では､子ども達は話し合いを行い､実験結果A､ B､ Cから, ｢乾電池

のつなぎ方によって,モーターの回る速さが違う｣という結論を出すoそこから,

乾電池のつなぎ方には,直列電気回路と並列電気回路を知るo

● ｢次の課題｣

この場面では,乾電池のつなぎ方によって､モーターの回る速さが違い､それ

は回路を流れる電気の強さとかかわりがあることを子ども達に気づかせる｡この

ような子ども達の気づきが,次の授業における｢乾電池のつなぎ方によって,回

路を流れる電気の強さが違うのだろうか｣という次時の学習問題-とつながるo

(2-B-3)中日の学習指導過程の差異

以上､中日における｢電気回路｣の学習指導過程を比較した｡この比較から､

中国と日本の｢電気回路｣の学習指導過程の差異は､以下の5点に整理できる｡

①学習問題の提示の方法

上述の学習指導過程の導入の場面において,日本では､教師は子ども達に話し

合う機会を与え,子ども達に自ら問題を見出すことができるようにしているのに

対して､中国では,教師が学習問題を提示するo

②実験結果から結論-のまとめ方

上述の学習指導過程の結論の場面において,日本では､子ども達同士で話し合

いを行い,子ども達が認め合うものを結論としてまとめている｡これに対して､

中国では,教師が子ども達の行動をチェックし,それが正しいかどうかを判断し

たうえで､結論をまとめている｡

③授業の最後のまとめ方

上述の学習指導過程の最後の場面(中国の｢応用｣と日本の｢次の授業｣)に
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おいて,日本では､子ども達が調べたい問題を見出すとともに,その見出した問

題を次の授業につなげている｡それに対して,中国では､繰り返す形で子ども達

に知識を習得させているD

④予想を立てること

上述の日本における学習指導過程の予想の場面において､子ども達が予想を立

て､実験方法を考え､実験を行っている｡これに対して､中国の学習指導過程に

おいては､子ども達が予想を立てる場面は含まれていない｡

⑤見方や考え方を養うこと

上述の日本における学習指導過程の全体から､日本では､子ども達に乾電池の

っなぎ方によって,モーターの回り方が変わるという見方や考え方を養うように

しているといえるo　つまり､日本では,子ども達が自ら予想を立て､実験方法を

考え,実験し,実験結果から結論を出すという過程の中で､知識を学習すること

や実験技能を身につけることだけではなく,子ども達の見方や考え方を科学的な

見方や考え方-変容していくようにしているといえるo　それに対して､中国の学

習指導過程においては,子ども達に見方や考え方を養う場面は含まれていない｡

3.例3 ｢電磁石｣

(3-A)学習指導の目標.計画の概観

○学習指導の目標について

中日の｢電磁石｣における学習指導の目標の差異を明らかにするために､中日

の｢電磁石｣における学習指導の目標を比較した｡その結果を次真の表3�"1�"

8にまとめた｡

また､日本では,この目標以外に,具体的目標も設定しているo　これを次貢の

表　　　　　9に示すo
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表　　　　8　｢電磁石｣の学習指導の目標の比較

中　国 日　本

･電磁石に電流を流すと磁力が生じる

こと,電磁石には両極があり､その

両極は変わることができる｡電磁石

の強さは直列している乾電池の数と

コイルの巻き数に関連があることと

電磁石のはたらきを知る｡

･製作能力･実験能力･帰納概括能力

を育てる｡

･探究の興味･態度を育てる｡

･電磁石に電流を流すと磁力が生じる

ことを見出し,コイルの巻き数や電

流の強さによって､そのはたらきが

変わることをとらえる｡

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用書(第十一冊)及び日本教育出

版小学校理科教師用指導書(第6学年下)により作成したものである｡

表3- 1 -9　日本の　r電磁石｣の学習指導の具体的目標

自然事象への
科学的な思考

観察 ●実験の 自然事 象 に つい

関心 ●意欲 ●態度 技能 ●表現 ての知識 ●理解

強 力 電磁 石 の 電流は､ コイル 電磁 石 を利 用 電磁石の力は､

引きつ け る力 を や鉄 芯 をな かだ した機 械 や器 具 電流 の強 さや コ

見たり､ 体感 した ちにして､ 電磁石 を､ 電磁石の特徴 イル の巻 き数 に

りして ､ 電磁石の として のは た ら を生 か して 工夫 よつ て違 い ､ 極

仕 組 みや はた ら き を もつ こ とを しなが ら製 作 で は､ 電流の向きに

きに関心をもつ0 と らえる■こ とが

できるO

きるO よつ て変 わ るこ ■

とがわかる0

注:この表は日本教育出版小学校理科教師用指導書(第　6学年下)により作成し

たものである｡
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この表3　- 1 -　8, 9から,次のことがいえる｡

学習指導の目標において,日本では, ｢自然事象についての知識･理解｣, ｢観

察･実験の技能･表現｣, ｢自然事象-の関心･意欲･態度｣, ｢科学的な思考｣とい

う4つの側面が含まれている｡これに対して,中国では, ｢知識｣, ｢実験技能｣及

び｢興味･態度｣という3つの側面が含まれているo

このことから､次の2点に整理できる｡

｢電磁石｣の学習指導の目標では,

①両国とも､ ｢知識｣､ ｢実験技能｣及び｢興味･態度｣という3つの側面が含まれ

ている｡

②また､日本にある｢科学的な思考｣という側面は中国にない｡

○学習指導の計画について

中日の｢電磁石｣の学習指導の計画の差異を明らかにするために, ｢電磁石｣の

学習指導の計画について､中国と日本を比較した｡その結果を次頁の表3�"1�"

10に示す｡

この表　　　　10から,次のことがいえるo

｢電磁石｣の学習指導の計画から､配分される授業時数は､中国では2単位時

間であり､日本では8単位時間であるo　しかし､日本の第8時の｢工夫してモー

ターを作ろう｣に関する学習内容は､中国では取り上げられていないo　よって,

両国で取り上げられている共通の学習内容において,配分されている授業時数は､

日本では7単位時間であるo

このことから､ ｢電磁石｣の学習指導に配分される授業時数は,中国の方が日本

より少ないといえる｡

(3-B)学習指導過程の比較

中日の｢電磁気｣に関する学習指導過程の差異を明らかにするために､まず､

中日の｢電磁気｣における学習指導過程をそれぞれ抽出した｡次に､抽出した中

日それぞれの学習指導過程を比較したo　その結果を以下に示すo
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表　　1 - 10　｢電磁石｣の学習指導の計画の比較

中 国■ 日 本

第 1 時

電磁石に電流を流す と磁力が生 電磁石に電流を流し､ 鉄を引

じ､ 電磁石 に両極 もあ り､ 変える

こともできる0

きつけてみよう

第 2 時

電磁石の強 さは直列 している乾 自分の電磁石を作 り､ そのは

電池の数 とコイルの巻き数に関連

があることと電磁石のはたらきをP

知 る○

たらきを調べよう

第 3 時

第 4 時
電磁石の力を強 くするにはど

うしたらよいだろうか

第5 ■6 時
電磁石の力を強 くする方法を

調べよう

第 7 時 電磁石の性質をま とめよう

第8 時 工夫してモーターを作ろう

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用書(第十一冊)及び日本教育出

版小学校理科教師用指導書(第6学年下)により作成したものである｡

(3-B-1)中国の学習指導過程

中国の｢電磁気｣に関する学習指導過程を抽出するために､ ｢電磁気｣に関する

学習指導過程を調べたo　その結果､ ｢電磁気｣に関する学習指導過程として､ ｢導

入-予想-実験及び結果-結論一応用｣が抽出された｡この学習指導過程を次真

の図3- 1 -　5に示す｡この図3　- 1 -　5について､その詳細を｢導入-予想-

実験及び結果-結論一応用｣にそって､以下に示す｡
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●導入

･学習問題

●予想

第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

まず,前回の授業の電磁石について復習するo次に,教師は子ども達に電磁石を作

らせ,作った電磁石に引き付けられた′J､さい鉄釘の数を比べさせる｡さらに､教師は

学習問題を提示する｡

電磁石を強くするには,どのような条件がかかわっているか

予想

1.乾電池の数が多いほうが､電磁石の磁力が強くなる｡

2.巻き数が多いほうが､電磁石の磁力が強くなる｡

●実験及び結果

･方法

･結果

●結論

●応用

方法

1｡変えない条件:巻き数(100回)

変える条件:乾電池の数(1個･直列した2個)

2.変えない条件:乾電池の数(1個)

変える条件:巻き数(1(沿回　200回)

それぞれ電磁石が引きつける小さい鉄釘の数を調べる｡

結果

予想通りになった｡

直列した乾電池の数が多いほうが電磁石の磁力が強くなり､巻き数

が多いほうが､電磁石の磁力が強くなる｡

子ども達は学習した知識を利用するために､各自で強い電磁石を作り,だれが一番強い

か比べる｡結果は,子ども達自身がまとめる｡ (復習する｡)次に,教師は電磁石を利用し

た物(電磁クレーン,ベル､電話の受話器､ラウドスピーカーなど)を紹介する｡

図3 - 1　　中国の｢電磁石｣の学習指導過程(第6学年)

注:この図は中国人民教育出版杜小学自然教科書(第十一冊)と教師教学用書(第十一冊)により作成

したものである｡
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● ｢導入｣

この場面では,まず､前回の授業の電磁石につ｡いて復習する(①電磁石の仕組

み及び性質, ②電磁石の両極と普通の磁石の両極の違い､電磁石の極をどのよう

に変えるか)｡次に,教師は子ども達に1個の乾電池と2個の直列した乾電池を

用意し､巻き数を違わせて､電磁石を作らせ,作った電磁石に引き付けられた小

さい鉄釘の数を比べさせる｡結果を教師は,鉄釘の数の違いは,電磁石の磁力の

違いであると説明するために､電磁石の磁力は何と関係があるかという問題を提

示するo

● ｢予想｣

この場面では､子ども達は教師から出された問題を追究するため､次のような

視点から予想を立てる｡

A電磁石の磁力が乾電池の数と関係があるならば,それを検証するために､ど

のような条件のもとで実験を行えばよいか｡

B電磁石の磁力が巻き数と関係があるならば､それを検証するために､どのよ

うな条件のもとで実験を行えばよいか｡

このような視点から次の予想を立てる｡

予想1 :乾電池の数が多いほうが､電磁石の力が強くなる｡

予想2 :巻き数が多いほうが､電磁石の力が強くなる｡

● ｢実験及び結果｣

･実験

この場面では,実験する前に,教師は,大鉄釘､導線(絶縁皮ついたもの),電

池(1個,直列した2個)､小さい鉄釘を用意する｡また,電磁石の利用に関する

掛図やスライドなども用意する｡さらに､教師は次貢の表　　　　1 1に示すよ

うな実験記録を用意し､説明を行ってから､子ども達に実験をさせて､実験の条

件や結果を次真の実験記録表に書く｡

実験1方法:変えない条件:巻き数(100回)

変える条件:乾電池の数(1個･直列した2個)

実験2方法:変えない条件:乾電池の数(1個)

変える条件:巻き数(100回　200回)

それぞれの電磁石が引きつける小さい鉄釘の数を調べる｡
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表　　　　1 1　実験記録

予想 (一仮説) 変えない条件 変える条件 引きつけられるクリップの数

予想 1

予想 2

注:この表は中国人民教育出版社小学自然教師教学用書(第十一冊73頁)から抜粋

したものである｡

･結果

実験1結果:予想通りになった｡

実験2結果:予想通りになった｡

● ｢結論｣

この場面では,教師が用意した実験記録表を子ども達が書き終えたら､教師は

子ども達に実験の結果を発表させ､ ①実験結果から電磁石の磁力は何に関係があ

るか､ ②どのような条件で電磁石の磁力が強くなるかについて討論させる｡

最後に,教師がまとめを行う｡この実験から､電磁石の磁力は直列した乾電池

の数や巻き数に関係があり､直列した乾電池の数が多いほうが電磁石の磁力が強

くなり､巻き数が多いほうが,電磁石の磁力が強くなるo

● ｢応用｣

この場面では､子ども達は学習した知識を利用するために,各自で強い電磁石

を作り,だれが一番強いか比べるo結果は､子ども達自身がまとめるo(復習するo)

次に､教師は電磁石を利用した物(電磁クレーン,ベル､電話の受話器､ラウド

スピーカーなど)を紹介する｡
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(3-C-2)日本の学習指導過程

日本の｢電磁気｣に関する学習指導過程を抽出するために, ｢電磁気｣に関する

学習指導過程を調べた｡その結果､ ｢電磁気｣に関する学習指導過程として, ｢導

入-予想-実験及び結果-結論一次の課題｣が抽出された｡この学習指導過程を

次頁の図3　- 1 -　6に示す｡この図3　- 1 -　6について,その詳細を｢導入-予

港-実験及び結果-結論一次の課題｣にそって,以下に示すo

● ｢導入｣

この場面では,教師は､人をぶら下げること･ができる電磁石の写真を子ども達

に見せ､その強さに驚かせるo　このことから､教師は子ども達に電磁石に興味･

関心をもたせ,電磁石の強さについて話し合いを行わせる｡そして,子ども達の

｢この電磁石を作ってみたい｣という意欲から､子どもは電磁石の仕組みを調べ

るo　このような活動から､教師は電磁石の力を強くするには､どのような条件が

かかわっているのかという学習問題を子ども達が見出すことができるようにする｡

● ｢予想｣

この場面では､電磁石の力を強くするにはどうしたらよいかについて､子ども

達一人ひとりが持った考えから､話し合いを行い,次の予想や仮説を立て､た｡

予想A:乾電池の数が多いほうが､電磁石が引きつけるクリップの数が多いの

で､電磁石の力が強くなるo

予想B:コイルの巻き数が多いほうが,電磁石が引きつけるクリップの数が多

いので､電磁石の力が強くなる｡

● ｢実験及び結果｣

･実験

実験A方法:不変の条件:巻き数(例えば100回)

変える条件:乾電池の数(例えば1個と2個の比較)

電磁石が引きつけるクリップの数の調べ

実験B方法:不変の条件:乾電池の数(例えば1個)

変える条件:巻き数(例えば100回と200回の比較)

電磁石が引きつけるクリップの数の調べ
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●予想
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教師は,人をぶら下げることができる電磁石の写真を子ども達に見せ､その強さに

驚かせる｡このことから､教師は子ども達に電磁石に興味･関心をもたせ､電磁石の

強さについて話し合いを行わせるoそして､子ども達この電磁石を作ってみたいとい

う意欲から,子どもは電磁石の仕組みを調べる｡

電磁石が強くなるには､どのような条件がかかわっているか

予想A
乾電池の数が多いほうが､電

磁石の力が強くなる｡

●実験及び結果

･方法

･結果

･見直し

●結論

･話し合い

方法

変えない条件:巻き数

(100回)

変える条件:乾電池の数

(1個･2個)

方法:電位石が引きつける

クリップの数を調べる

結果

予想通りにならなかった｡

結果

予想通りになった｡

見直し

乾電池の数ではなく､電流の

強さが大きいほうが.電磁石の

力が強くなる｡ (検流計の使用)

予想通りになった｡

予想B

巻き数が多いほうが,電磁石
の力が強くなる｡

方法

変えない条件:乾電池の数

(1個)

変える条件:巻き数

(100回　200匡D

方法:電位石が引きつける

クリップの数を調べる

結果

予想通りになった｡

乾電池の数ではなく､電流の強さが大きく､巻き数が多いほうが,電磁石

の力が強くなるo

●次の課題

実験をしているとき､電磁石が熱くなったことに気づき,次の｢電流による発熱｣の

学習内容-展開することになるo

図3 - 1 - 6　日本の｢電磁石｣の学習指導過程(第6学年)

注:この図は三井(1995)の実践事例を参考にし､日本教育出版小学校理科教科書(第6学年下)と教
師用指導書(第6学年下)により作成したものである｡
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･結果

実験A結果: 2個乾電池は直列にした場合､予想通りになった｡ 2個乾電池は

並列にした場合､予想通りにならなかったo

実験B結果:予想通りになった｡

･見直し

得られた結果について､子ども達は話し合うことによって,電磁石の強さが乾

電池の数に影響される予想を,乾電池の数ではなく,電流の強さを左右する要因

であることを知り,実験の予想を次のように訂正した｡ ｢乾電池の数を多くすれば

磁力が強くなるのではないか｡｣から, ｢電流を強くすれば磁力が強くなるのでは

ないか｡｣に訂正した｡見直した予想で実験の結果は,予想通りになった｡

● ｢結論｣

子ども達は,予想を立て,実験し,予想通りにならない場合､さらに,その予

想を見直して,実験し､話し合う中で､子ども達は,自分自身で｢乾電池の数で

はなく､電流の強さが大きく､巻き数が多いほうが,電磁石の力が強くなる｡｣こ

とをまとめることができるように,教師は指導や支援を行う｡

●　r次の課題｣

実験をしているとき､電磁石が熱くなったことに気づき､次の｢電流による発

熱｣の学習内容-展開することになる｡

(3-B-3)中日の学習指導過程の差異

以上,中日における｢電磁気｣の学習指導過程を比較した｡この比較から,中

国と日本の｢電磁気｣.の学習指導過程の差異は,以下の5点に整理できるo

①学習問題の提示の方法

'上述の学習指導過程の｢導入｣の場面では,日本では,教師は子ども達に話し

合う機会を与えて,子ども達に問題に気づかせ､自ら問題を見出すことができる

ようにしているのに対して､中国では,教師が学習問題を提示する｡

②実験結果から結論-のまとめ方

上述の学習指導過程の｢結論｣の場面では､日本では,子ども達同士で話し合

いを行い､皆が認め合うものをまとめる｡これに対して､中国では､教師は子ど

も達が行ったことをチェックし､正しいかどうかを判断し､まとめるo
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③授業の最後のまとめ方

上述の学習指導過程の最後の場面(中国の｢応用｣と日本の｢次の授業｣)で

は､日本では､調べたい問題を見出すとともに､次の授業につなげている｡これ

に対して､中国では,子ども達に知識を習得させる｡

④予想を見直すこと

上述の学習指導過程の予想や見直しの最後の場面では､日本では,子ども達が

予想を立て､実験方法も考え､実験を行って,実験結果が予想通りにならない場

合は､もう一度予想を見直して,実験をするという学習活動から,日本の理科授

業は,子どもを中心にする授業といえる｡これに対して,中国では､教師が立て

た予想で､子ども達は実験する｡したがって､失敗もないし,見直しもない｡

⑤見方や考え方を養うこと

上述の日本における学習指導過程の全体から､日本の理科授業では,子ども達

に電流は,コイルや鉄芯をなかだちにして,電磁石としてのはたらきをもつこと

をとらえるようにしているD　このような見方や考え方を養うようにしていること

から,子ども達が自分から予想を立て,実験方法も考え,実験をし､実験結果か

ら結論を出す過程の中で,知識を学習することや実験技能を身につけることだけ

でなく,自分の見方や考え方を科学的な見方や考え方に変容していくことができ

るようにしている｡これに対して､中国の学習指導過程においては,子ども達に

科学的な見方や考え方を養う場面は含まれていない｡

4.まとめ

上述のように, ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣, ｢電気回路｣, ｢電磁石｣という3

項目について､まず,学習指導の目標､計画を概観した結果は､次の2点に整理

できるo

①学習指導の目標において,両国とも, ｢知識｣､ ｢実験技能｣という2つの側面が

含まれている｡しかし､日本にある｢科学的な思考｣という側面が中国には含

まれていない｡また, ｢関心や態度｣というのは､中国では､学習項目によって

違うのに対して､日本では､学習指導の目標に含まれている｡

②学習指導の計画において､上記の3つの項目のそれぞれの学習指導に配分され
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る授業時数は､中国の方が日本より少ない｡

次に,この3つの項目のそれぞれの学習指導過程を分析し､比較した結果から,

｢導入-実験及び結果-結論｣という学習指導過程は､両国で共通であるといえ

る｡また､中国と日本の初等理科学習指導法の差異点は,以下の3点に整理でき

る｡

①日本の学習指導は､子どもを中心にする傾向があるのに対して,中国の学習指

導は､教師主導の傾向がある｡

②日本の学習指導は,実験の過程を重視し,子どもの考え方を大切にして,科学

的な見方や考え方に変容できるようにしているのに対して,中国の学習指導は,

実験の結果を重視し,知識を習得させるようにしている｡

③日本の学習指導は,子どもに既習の内容と新しい内容を関連づけることによっ

て単位時間同士の内容の関連づけを重視している｡中国の学習指導は､各単位

時間の学習指導が単独で,知識や実験の結果を子どもに繰り返し覚えさせ,習

得させるようにしている｡

Ⅲ.中国の初等理科学習指導法の特徴

以上,中日における電磁気領域の｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣､ ｢電気回路｣,

｢電磁石｣の3項目の学習指導過程を分析し､比較を行った結果､中日の初等理

科学習指導法の差異が明らかになった｡この明らかになった中日の学習指導法の

差異から､中国の初等理科学習指導法の特徴は,以下の3点に整理できるo

i.理科教育の目的において,知識を習得させることを重視する傾向がある｡

近.授業構成において,教師主導の授業を行う傾向があるD

ii.観察･実験の取り扱いにおいて､実験結果を重視する傾向があるo
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第2節　初等理科学習指導法に関する実態調査

中国の初等理科学習指導法の特徴を明らかにするため､前節の初等理科学習指

導案の分析と,初等理科学習指導法に対する教師の実際の意識を併せて検討する

ために,本節では､小学校教師に対して,理科学習指導法に関する実態調査を行

うo　このため､実態調査項目を作成するo

Ⅰ.調査の目的

初等理科学習指導法に関する実態調査は､中国の理科学習指導法に対する小学

校教師の実際の意識を明らかにすることを目的とした｡

Ⅱ.調査項目の構成と作成

1.調査項目の構成

小学校教師に対して,理科学習指導法に関する実態調査項目を作成するにあた

っては､まず､理科学習指導にかかわる理科学習環境を明らかにする必要がある

と考える｡このため,小学校教師に対して,理科学習指導法に関する実態調査項

目に､初等理科学習環境という内容を加えた｡そこで,本調査項目の構成は,初

等理科学習環境及び小学校教師の理科学習指導法に関する調査項目から構成した｡

初等理科学習環境に関しては,教師の担当教科,初等教育における理科教育の

位置付け,小学校における理科学習の設備とその利用状況という3つの内容を設

定した｡

小学校教師の理科学習指導法に関する調査項目は,前節で中国の初等理科学習

指導法の比較に用いた理科教育の目的,授業構成､観察･実験の取り扱いという

3側面から､ 7要素を設定した｡具体的には,理科教育の目的の側面においては,

｢知識｣ (知識を重視する考え方), ｢実験技能｣ (実験技能を重視する考え方)､ ｢思

考や興味｣ (思考や興味を重視する考え方)の3要素を,授業構成の側面において

は､ ｢子ども中心｣ (子どもを中心にする授業づくり)と｢教師主導｣ (教師主導の
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授業づくり)の2要素を､観察･実験の取り扱いの側面においては, ｢実験結果｣

(実験結果を重視する行動を起こす頻度)と｢実験過程｣ (学習指導において,実

験の予想､方法,結果などを子どもに考えさせながら結論を出すという過程を重

視する行動を起こす頻度)の2要素を設定した｡

これらの調査項目の構成と出題意図については,次頁の表3 - 2 - 1に示す｡

2.調査項目の作成

調査項目の作成にあたっては､初等理科学習の環境に関する教師の担当教科,

初等教育における理科教育の位置付け､初等理科学習の設備とその利用状況の項

目は､中国と日本の初等理科教育における現場の現状を考えたうえで作成した｡

また､小学校教師の理科における授業観に関する理科教育の目的､授業構成､

観察･実験の取り扱いの3つの側面の項目は,第3回国際理科教育調査の問題(国

立教育研究所1998),武村ら(1993)の｢我国における教員資質の向上に関する

調査研究事業報告書｣及びMiller (1992)のLSAYCodebookなどを参考にして作

成した｡

これらの詳細を次々頁の調査項目用紙に示すo

Ⅲ.調査対象及び時期

調査は､中国においては､協力が得られた北京市の小学校教師97名を対象に

行った｡また,日本においては,北京市と同様の大都市である神奈川県川崎市内

の小学校教師100名を対象に行った｡

調査時期について,中国は, 2002年7月に実施した｡日本は, 2002年7, 8

月に実施した｡

なお,有効回答者数は中国においては86名であり､日本においては96名であ

った.:.
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表3　-　2　- 1　調査項目の構成と出題意図

/ 問題内容 間磨数 出題の意図

初
等
理

教 師 の担 当教科 3

小 学 校 教 師 に お け る担 当教 科 の 状 況

につ い て､中 日の小 学 校 の現 状 を 明 らか

にす る○

初 等 教 育 にお け る

理 科 教 育 の位 置 付 け
6

初 等 教 育 にお い て 理 科 教 育 が どの よ

料
学 うに位 置 付 け られ て い るか につ いて ､中■

習

の
莱
境

日の小 学 校 教 師 の意識 を明 らか にす る0

初 等理 科 学 習 の

設 備 とその利 用 状況
8

小 学 校 に お け る理 科 学 習 の設 備 とそ

の利 用 状 況 につ い て ､中 日の 小学 校 の■現

状 を 明 らか にす る0

小
学
校
敬

理 科教 育 の 目的 12

初等 理 科 教 育 の 目的 につ い て ､ 知識 ､

実 験技 能 ､ 興 味 や 思 考 (あ るい は総 合 的

能 力 ) な どにつ いて ､ 中 日の 小学 校 教 師

の考 え方 の違 い を明 らか にす る0

授 業構 成 6

子 ど もを 中心 にす る授 業 づ く り と教

節

の
師 主 導 の授 業 づ く りに 対 す る意 識 や 考

理
料
学
習
描
導

え方 を ､中 日の小 学校 教 師 の 考 え方 の違

い を明 らか にす る○

観 察 ●実 験 の取 り扱 い 8

理科 授 業 にお け る観 察 ●実 験 の取 り扱

法
い に関 して ､実 験 の結 果 と実験 の過 程 を

ど う重 視 す る か に つ い て の 中 日の 小 学

校 教 師の 考 え 方 や 意 識 の 違 い を 明 らか

にす る0

合 計 4 3
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調査項目

Ⅰ.あなた自身についてお答えください｡

1あなたの教職経験年数をお答えくださいo

2　1でお答え頂いた年数の内,理科を教えた年数は何年ですれ

(　)午
(　)午

3　本年度,あなたが教えている全ての教科に○をつけてください｡

①国語　　　②算数　　　③社会　　　④理科　　　⑤生活

⑥家庭　　　⑦音楽　　　⑧体育　　　⑨図画工作　⑩総合　⑪その他(　　)

Ⅱ.次の1-6の項目について,あなたの考えにもっとも近いものに○をつけてください｡
どちらかといえば　　どちらかといえば

そう思う　　そう思う　　そう思わない　　そう思わない

1国は小学校理科を重要視している｡　　　　④

2　校長先生‡剖､学校理科を重要視しているo　　④

3　同僚は小学校理科を重要視している｡　　　④

4　保護者さ剖､学校理科を重要視しているo　　　④

5　児童書剖､学校理科を重要視しているo　　　　④

6　あなた自身は小学校理科を重要視しているo　④

Ⅲ.あなたの学校における理科の学習環境について質問します｡

1理科の実験室はありますか｡　　　　　①ある

③　　　②　　　　①

③　　　②　　　　①

③　　　②　　　　①

③　　　②　　　　①

③　　　②　　　　(∋

③　　　②　　　　(丑

②ない

2　上記の1で｢ある｣と答えた場合､授業で理科の実験室を利用しますか)

①よく利用する　　②時々利用する　.③あまり利用しない　　④全く利用しない

3　子どもが使える図書室はありますれ　　①ある　　　　　　②ない

4　上記の3で｢ある｣と答えた場合,理科の授業で図書室を利用しますか｡

①よく利用する　　②時々利用する　　③あまり利用しない　　④全く利用しない

5　畑などの学級園はありますか｡　　　　①ある　　　　　　②ない

6　上記の5で｢ある｣と答えた場合､理科の授業で学級園を利用しますれ

①よく利用する　　②時々利用する　　③あまり利用しない　　④全く利用しない
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7　動物の飼育小屋がありますれ　　　　　①ある ②ない

8　上記の7で｢ある｣と答えた場合､理科の授業で飼育小屋を利用しますか｡

①よく利用する　　②時々利用する　　③あまり利用しない　　④全く利用しない

Ⅳ.理科授業に関する次の1 -12の項目について,あなたの考えにもっとも近いものに○をつけて

ください｡

どちらかといえば　どちらかといえば

そう思う　　そう思う　そう思わない　そう思わない

1理科の授業で子どもに科学について興味や関心をも

たせるようにしている｡

2　子どもの考えとは関係なく,教えるべき内容を教え

込むようにしているo

3　進学に役立つよう,学力をつけるようにしている｡

4　科学的知識を生活の中で利用できるように教えている｡

5　子どもの考え方を大切にして,科学の法則や放念を

正しく理解させるようにしているo

6　観察･実験器具の扱い方を身に付けさせるようにし

ている｡

7　観察･実験における技能を身に付けさせるようにし

ている｡

8　科学的処理能力を身に付けさせるようにしている｡

9　科学的思考力を身につけさせるようにしている｡

10　将来の研究者や技術者の育成を目指して教えているo

ll　創造性を身に付けさせるようにしている｡

12　人間性を高めさせるようにしている｡
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Ⅴ.次の1-6の項目について､あなたの考えにもっとも近いものに○をつけてください｡

どちらかといえば　どちらかといえば

必要だ　　必要だ　　必要ない　必要ない

1理科の授業で子ども自身が問題を見いだすようにすること④

2　理科の授業で子どもの発言を生かすようにすること　　④

3　理科の授業で班などで行う話し合いの機会を設けること　④

4　教師主導で理科の授業を進めること

5　理科の授業で教科書以外の資料を活用すること

6　教科書通りに理科の授業を進めること

③　　　②　　(∋

③　　　②　　(丑

③　　　②　　①

(卦　　　②　　(∋

③　　　②　　(∋

(参　　　②　　(∋

Ⅵ.次の1-8の項目について､あなたの日々の理科授業にもっともあてはまるものに○をつけて

ください｡

よく　　時々　　あまり　　全く

する　　する　　しない　　しない

1演示で観察･実験を行うこと ④　　③　　②　　①

2　子どもの興味や目的意識に即した観察･実験を行うこと　④　　③　　②　　①

3　観察･実験のねらいが明確になるようにすること　　　④　　③　　②　　①

4　科学的知識を確かめるために観察･実験を行うこと　　　④　　③　　②　　①

5　観察･実験の過程を子どもに考えさせること　　　　　④　　③　　②　　①

6　観察･実験の結果を子どもに覚えさせること　　　　　④　　③　　②　　①

7　観察･実験の結果を子どもに考えさせる時間をとること　④　　③　　②　　①

8　教科書に載っていない観察･実験を行うこと
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Ⅳ.分析方法と結果

初等理科学習指導法に関する実態調査の分析方法と結果については,初等理科

学習環境と小学校教師の理科学習指導法に関する調査項目の2つに分けて行ったo

その結果を以下に示す｡

1.初等理科学習環境について

初等理科学習環境に関する調査項目を分析するにあたって,初等理科学習環境

に関する調査項目を構成している｢教師の担当教科｣, ｢初等教育における理科教

育の位置付け｣, ｢初等理科学習の設備とその利用状況｣という3つの内容のそれ

ぞれについて､中国と日本に分けて分析を行う｡

(1-A)中国の初等理科学習環境

初等理科学習環境に関する調査項目｢教師の担当教科｣については,小学校教

師の職経験年数の平均値は､ ll.6年間であり､そのうち,理科を教える年数の平

均値は7.0年間であったo本年度,理科を担当する教師の割合は95.9%であったo

また､教師が教えている教科数は平均1.4科目であった｡これは､中国の小学校

現場では,教科担任制を導入している学校が多いためである｡

初等理科学習環境に関する調査項目｢初等教育における理科教育の位置付け｣

については,国､校長先生､同僚､保護者､子ども,教師自身は小学校理科を重

要視しているかという質問に対して､｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣

を加えた割合を次頁の表3　-　2　-　2に示す｡
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表3 - 2 - 2　｢初等教育における理科教育の位置付け｣の回答率(%)

質 問項 目 割合

1 ､ 国 は 小 学校 理 科 を重 要 視 して い る○ 7 7.9

2 ､ 校 長 先 生 は小 学校 理 科 を重 要視 して い る0 5 8 .1

3 ､ 同僚 は小 学校 理 科 を重 要 視 して い るO 2 5 .6

4 ､ 保 護 者 は 小 学校 理 科 を重 要視 して い る0 10 .6

5 ､ 子 ど もは小 学校 理 科 を重 要 視 して い る0 53 .5

6 ､ あ な た 自身 は小 学校 理 科 を重 要視 して い る0 97 .7

この表3　-　2　-　2から,次のことがいえる｡

｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣を加えた割合にいて,中国の小

学校教師は､初等理科を重要視している順番が,教師自身､国,校長先生,子ど

も,同僚､保護者の順になっている｡

このことは､中国では､序章で述べたような｢国が理科教育を重視し始めた｣

ということに関係するといえる｡しかし,学校現場では,子どもや保護者が理科

を重視していないという現状であると考えられる｡

初等理科学習環境に関する調査項目｢小学校における理科学習の設備とその利

用状況｣については,小学校に理科実験室,子どもが使える図書室､畑などの学

級園,動物の飼育小屋があるかどうかという質問に対する結果を表3　-　2　-　3に

示す｡

表3 -　2 -3　｢小学校における理科学習の設備｣についての比較(%)

理科実験室 子 どもが使 える図書室 畑 飼育屋

中国 93 .8 69 .8 25 .6 5●8
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この表3　-　2　-　3から､次のことがいえるo

理科実験室がある学校の割合は93.8%､子どもが使える図書室がある学校の割

合は69.8%､畑などの学級園がある学校の割合は25.6%､動物の飼育′J､屋がある

学校の割合は5.8%であった｡

また､理科学習の設備の利用状況についての結果を表3　- 2　- 4に示す｡

表3-2-4　｢小学校における理科学習の設備の利用状況｣についての比較(%)

よく 時 々 あま り 全 く

利用す る 利用す る■ 利用 しない 利用 しない

理科実験室 8 3.8 10 .0 3●8 2●4

子 どもが使 える図書室 12 .9 38 .7 25 .8 2 2 .6

畑 な どの学級 園 2 2 .7 50 .0 22 .7 4●6

動物 の飼育小屋 2 0 .0 60 .0 20 .0 0●0

この表3　-　2　-　4から,次のことがいえる｡

理科実験室の利用状況においては, ｢よく利用する｣と｢時々利用する｣を加え

た割合は,理科実験室がある学校の場合が93.8%,子どもが使える図書室の場合

が51.6%､畑などの学級園の場合が72.7%､動物の飼育小屋の場合が80.0%で

あった｡

以上のことをまとめると,中国の初等理科学習環境について､以下のことが明

らかになった｡

①中国の小学校現場では､教科担任制が中心である｡

②中国の′j､学校現場では,子どもやその保護者が理科を重視していないという現

状である｡

③中国の小学校現場では､理科学習の設備について､理科実験室がある学校の割

合は9割程度､子どもが使える図書室がある学校の割合は7割程度､畑などの

学級園がある学校の割合が2割程度､動物の飼育小屋がある学校の割合は1割
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に満たない現状である｡また､その利用の状況について､｢よく利用する｣と｢時々

利用する｣を加えた割合は,理科実験室がある学校の場合が93.8%､子どもが

使える図書室の場合が51.6%,畑などの学級園の場合が72.7%､動物の飼育小

屋の場合が80.0%であった｡

(1-B)日本の初等理科学習環境

初等理科学習環境に関する調査項目｢教師の担当教科｣については､小学校教

師の経験年数の平均値は16.4年間であり,そのうち,理科を教えた年数の平均値

は12.7年間であったo　本年度,理科を担当する教師の割合は63.3%であったo

また､教師が教えている教科数は平均6.4科目であったo　これは､日本の小学校

現場では､学級担任制を導入している学校が多いためである｡

初等理科学習環境に関する調査項目｢初等教育における理科教育の位置付け｣

については,国､校長先生､同僚､保護者､子ども､教師自身は小学校理科を重

要視しているかという質問に対して､｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣

を加えた割合を表3　-　2　-　5に示すD

表3 - 2 - 5　｢初等教育における理科教育の位置付け｣の回答率(%)

質 問項 目 割合

1 ､ 国は小学校理科を重要視 してい る0 45 .3

2 ､ 校長先生は小学校理科 を重要視 しているO 32 .3

3 ､ 同僚は小学校理科 を重 要視 している○ 36 .5

4 ､ 保護者は小 学校理科 を重要視 し七いるO 2 1.1

5 ､ 子 どもほ′J､学校理科 を重要視 している0 49 .0

6 ､ あなた 自身 は′J､学校理科 を重要視 してい るO 6 8 .8
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この表3　-　2　-　5から､次のことがいえるo

｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣を加えた割合について,日本の

小学校教師は､初等理科を重要視している順番が,教師自身､子ども,国､同僚,

校長先生,保護者の順になっている｡

このことから,日本では､教師と子どもが理科教育を重視しているという現状

であるといえるo

初等理科学習環境に関する調査項目｢小学校における理科学習の設備とその利

用状況｣については､小学校に理科実験室,子どもが使える図書室,畑などの学

級園,動物の飼育小屋があるかどうかという質問に対して､その結果を表3�"2　�"

6に示す｡

表3 . 2t6　｢小学校における理科学習の設備｣についての比較(%)

理科実験室 子どもが使える図書室 畑 甲育屋

日本 99.0 9 7.1 97.1 100.0

この表3　-　2　-　6から､次のことがいえる｡

理科実験室がある学校の割合は99.0%､子どもが使える図書室がある学校の割

合は97.1,畑などの学級園がある学校の割合は97.1%,動物の飼育小屋がある学

校の割合は100.0%であった｡また､理科学習の設備の利用状況についての結果

を表3　-　2　-　7に示す｡

表3-2-7　｢小学校における理科学習の設備の利用状況｣についての比較(%)

よ く 時々 あま り 全 く■

利 用する
■利用す る

利用 しない 利用 しない

理科実験室 4 4 .6 42 .6 5●9 6●9

子 どもが使 える図書室 5●0 4 7 35 13

畑 な どの学級 園 4 1.2 5 3.9 2●9 2■0

動物 の飼育小屋 2●9 2 1.2 56 .7 19 .2
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この表3　-　2　-　7から,次のことがいえる｡

理科実験室の利用状況においては, ｢よく利用する｣と｢時々利用する｣を加え

た割合は､理科実験室がある学校の場合が87.2%,子どもが使える図書室の場合

が52.0%､畑などの学級園の場合が95.1%,動物の飼育小屋の場合が24.1%で

あったo

以上のことをまとめると､日本の初等理科学習環境について,以下のことが明

らかになった｡

①日本の小学校現場では､学級担任制が中心である｡

(診日本の小学校現場では,子どもが理科を重視しているという現状であるo

③日本の小学校現場では,理科学習の設備について､理科実験室がある学校の割

合､子どもが使える図書室がある学校の割合,畑などの学級園がある学校の割

合,動物の飼育小屋がある学校の割合は､すべて9.7割以上であるという現状

であるo　その利用の状況について, ｢よく利用する｣と｢時々利用する｣を加え

た割合は､理科実験室がある学校の場合が87.2%,子どもが使える図書室の場

合が52.0%,畑などの学級園の場合が95.1%､動物の飼育小屋の場合が24.1%

であった｡

2.小学校教師の理科学習指導法に関する調査項目について

小学校教師に対する理科学習指導法に関する調査項目を分析するにあたって,

まず､項目の妥当性を検討するために,因子分析及び信頼性係数の算出を行った｡

次に､中日の差異を検討するために,各要素間の関係を構造方程式モデリング

(StructuralEquationModeling : SEM)を用いて分析を行ったo　また､中国と

日本を比較するため､両国とも同じ基準で､パラメータの大きさが比較できる多

母集団の同時分析を用いたo　なお､分析にはSPSSll及びAmos4を使用したo

分析方法と結果の詳細を､調査項目の妥当性と信頼性の検討及び各要素間の関係

に分けて以下に示すo､
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(2-A)調査項目の妥当性と信頼性の検討

因子分析(主因子法)によって､因子負荷量が0.45以上の項目を因子構成項目

としたo　また､各要素における信頼性係数(Cronbachα)を算出したo　これらの

結果を､次真の表3-2-　8に示すo

この表3-　2　-　8から,次のことがいえる｡

理科教育の目的の側面においては, ｢知識｣､ ｢実験技能｣､ ｢思考や興味｣の3要

素､それぞれの要素における項目は, ｢知識｣の要素では2項目, ｢実験技能｣の

要素では2項目､ ｢思考や興味｣の要素では7項目が,抽出されたD

授業構成の側面においては. ｢子ども中心｣､ ｢教師主導｣の2要素,それぞれの

要素における項目は, ｢子ども中心｣の要素では3項目､ ｢教師主導｣の要素では

2項目が､抽出されたo

観察や実験の取り扱いの側面においては, ｢実験結果｣, ｢実験過程｣の2要素､

それぞれの要素における項目は, ｢実験結果｣の要素では2項目, ｢実験過程｣の

要素では4項目が,抽出された｡

このようにして抽出した項目をそれぞれ｢知識｣, ｢実験技能｣､ ｢思考や興味｣,

｢子ども中心｣, ｢教師主導｣, ｢実験結果｣､ ｢実験過程｣の7要素の各要素構成項

目とした｡また,各要素の信頼性係数の値は0.51≦α≦0.90であった｡したがっ

て､ 7要素の各要素構成項目は,内部一貫性があると考えた｡

(2-B)各要素間の関係

前項で述べた分析により抽出した理科教育の目的:｢知識｣､ ｢実験技能｣､ ｢思考

や興味｣,授業構成:｢子ども中心｣､ ｢教師主導｣､観察･実験の取り扱い:｢実験

結果｣､ ｢実験過程｣の7要素間の関係に対する中日の差異を明らかにするため,

要素ごとに合成変量を形成し､SEMを用いて各要素間の関係を検討することにし

た｡また､中国と日本を比較するために､両国とも同じ基準で,パラメータの大

きさが比較できる多母集団の同時分析モデルを用いたo　その結果を次々頁の図

1-1,図3　-　2　- 1-2､表3　-　2　-　9に示すo
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表3 - 2 - 8　因子分析の結果と信頼性係数

要素名 調査項 目

因子

負荷

且里

信頼

性係

& P

理
聾

知識

(そ う思 う= 4 ､ どちらか といえばそ う思 う= 3 ､ どちらかとい

0.7 1 0 .6 3

えばそう思わない= 2 ､ そ う思わない= 1 )

3 ､ 進学に役立つよう､ 学力をつけるようにしている0

10 ､ 将来の研究者や技術者の育成を目指 して教 えている○ 0ー6 5

実験技能
6 ､ 額廃 ●実験拝具の扱い方を身に付けさせ るようにしているO 0.82

0.8 0
7 ､ 観察 ●実験における技能を身に付けさせ るようにしている0 0.8 1

思考や興味

9 ､ 科学的思考力を身につけさせるように している0 0.84

0.90

8 ､ 科学的処理能力を身に付けさせ るように してい る0 0.8 1

の
目

11､ 創造性を身に付けさせ るようにしている○ 0.78

的 12 ､ 人間性を高めさせ るようにしている0 0.77

5 ､ 子 どもの考え方を大切にして､ 科学の法則や耽念を正 しく理 0.75

0 .70

0 .59

解 させるよ うに している0

1 ､ 理科の授業で子 どもに科学について興味や関心をもたせるよ

うに している○

4 ､ 科学的知識を生活の中で利用できるよ うに教えてい争0

授
護

子 ども中心

(必要だ= 4 ■､ どちらか といえば必要だ= 3 ､ どちらかといえば

0.76 0 .68

必要ない= 2 ､ 必要ない= 1 )

2 ､ 理科の授業で子 どもの発言 を生かすようにす ること

1 ､ 理科の授業で子 ども自身が問題を見いだす ようにすること 0.6 1

3 ､ 理科の授業で班などで行 う話 し合いの機会を設 けること 0.59

教師主導
4 ､ 教師主導で理科の授業を進 めること 0.76

0.54
6 ､ 教科書通りに理科の授業を進めること 0.4 9

琴

実
験
の

■取
り

■扱
し､

実験結果

(よくす る= 4 ､ 時々す る= 3 ､ あまりしない= 2 ､ 全 くしない

0.77 0.5 1

= 1 )

6 ､ 観察 ●実験の結果を子どもに覚えさせ ること

1 ､ 演示で観察 ●実験を行 うこと 0.45

実験過程

3 ､ 額廃 ●実験のねらいが明確になるようにすること 0.80

0.7 1
5 ､ 観察 ●実験の過程を子 どもに考え させ ること 0.69

4 ､ 科学的知識を確かめるためた観察 ●実験を行 うこと 0.55

7 ■､ 観察 ●実験の結果を子 どもに考えさせ る時間をとること 0.55
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図　　　　1-1各要素間の関係の構造(中国)

図3-2- 1-2　各要素間の関係の構造(日本)

表3　-　2-9　モデルの適合度指標

カイ 2 乗 検定
G FⅠ A G F I R M S E A

N

X 2 df p 中国 日本

8 .4 8 7 10 0.58 1 0 .9 87 0 .9 2 7 0 .00 0 86 96
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まず､表3　-　2　-　9に示した結果から次のことがいえる｡

図　　　　　　　1 ､ 2に示した多母集団の同時分析モデルの適合度の検討を

行った結果､カイ2乗の値は8.487であり､ rf/-10､ p-0.581であったo　また,

モデルの適合度指標(GFI)は0.987､修正適合度指標(AGFI)は0.927､ RMSEA

は0.000であった｡このことから,作成した多母集団の同時分析モデルと標本デ

ータが十分適合しているといえるo

(2-B-1)中国

図　　　　1-1のモデルから以下のことがいえる｡

1)教師主導の授業の考え方が､知識を重視する考え方に影響がある｡また,実

験結果を重視する考え方､実験技能を重視する考え方にもやや影響がある｡

2)子どもを中心にする授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方,実験過

程を重視する考え方､知識を重視する考え方に影響があり､また,実験技能を

重視する考え方にもやや影響があるo

(2-B-2)日本

図　　　　1-2のモデルから以下のことがいえる｡

1)教師主導の授業の考え方が,実験結果を重視する考え方,知識を重視する考

え方に影響がある｡また,教師主導の授業の考え方が,思考や興味を重視する

考え方に負の影響がある｡

2)子どもを中心にする授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方,実験過

程を重視する考え方,実験技能を重視する考え方に影響がある｡また,知識を

重視する考え方にやや負の影響がある｡

(2-B-3)比較

以上の結果をもとにして､中国と日本の比較を行い,以下のように両国の共通

点と差異点を整理した｡

○共通点

①教師主導の授業の考え方が､知識を重視する考え方や実験結果を重視する考え

方に影響している｡

142



第3華　中国の初等理科学習指導法の特徴

②子どもを中心にする授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方や実験過程

を重視する考え方に影響している｡

○差異点

①中国では､教師主導の授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方に影響し

ていないoしかし､日本では,思考や興味を重視する考え方に負の影響があるo

また,中国では,教師主導の授業の考え方が､実験技能を重視する考え方に影

響している｡しかし､日本では,そのような影響がみられない｡

②中国では､子どもを中心にする授業の考え方が,思考や興味を重視する考え方

や実験過程を重視する考え方に影響がある他に､知識を重視する考え方に影響

している｡しかし,日本では,知識を重視する考え方にやや負の影響がある｡

また､両国の推定したパラメータ間の差について検定を行った｡その結果を表

10に示す｡

表　　　　10　中国と日本のパラメータ間に対する検定統計量

検 定統 計量

｢教 師 主 導 ｣ → ｢知識 ｣ -0 .28 4

｢教 師主 導 ｣ → ｢実 験 技 能｣ -1.38 3

｢教 師主 導 ｣ → ｢思 考 や 興 味｣ -1.96 6 *

｢教 師 主導 ｣ → ｢実 験 結 果 ｣ 1 .38 9

｢教 師 主導 ｣ → ｢実 験 過 程 ｣ -0 .8 33

｢子 ども 中心｣ → ｢知 識 ｣ -2 .19 6

｢子 ども 中心｣ → ｢実 験 技 能 ｣ 0 .5 0 2

｢子 ども 中心 ｣ → ｢思 考 や 興 味｣ 0 .17 2

｢子 ども 中心 ｣ → ｢実験 結 果 ｣ 0 .4 1 4

｢子 ども 中心 ｣ → ｢実験 過 程 ｣ 0 .4 7 8

: p<0.05

この表　　　　10から､次のことがいえる｡

教師主導の授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方に影響を及ぼす値,
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及び子どもを中心にする授業の考え方が､知識を重視する考え方に影響を及ぼす

値に両国間で有意な差が認められた｡

以上の小学校教師に対する理科学習指導法に関する実態調査の中日比較の結果

から､中国と日本の初等理科学習指導法に対する教師の実際の意識の共通点と差

異点が明らかになったo　このことから,中国の初等理科学習指導法は､以下のよ

うになった｡

中国の小学校教師は､教師主導の授業､子どもを中心にする授業のどちらの立

場においても,知識を重視する傾向があることが明らかとなったo
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第3節　中国の初等理科学習指導法の特徴

第1節で,電磁気領域から中国と日本の共通点が多く､取り扱い範囲や難易度

も同程度の学習項目から抽出された｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣､ ｢電気回路｣,

｢電磁石｣の3つの項目について､それぞれの学習指導案の学習指導過程を分析

し,比較を行った結果から,以下の4点が明らかとなった｡

① ｢導入-実験及び結果-結論｣という学習指導過程は,両国で共通である｡

②日本の学習指導法は,子どもを中心にする傾向があるのに対して､中国の学習

指導法は､教師主導の傾向がある｡

③学習指導過程において､日本の学習指導法は､実験の過程を重視し､子どもの

考え方を大切にして,科学的な見方や考え方に変容できるようにしているのに

対して､中国の学習指導法は,実験の結果を重視し､知識を習得させるように

しているo

④学習指導過程において,日本では教師が子どもに既習の内容と新しい内容を関

連づけることによって単位時間同士の内容の関連づけを重視している｡中国で

は､各単位時間の学習指導が単独で､知識や実験の結果を子どもに繰り返し覚

えさせ､習得できるようにしている｡

以上のことから､中国の初等理科学習指導法の特徴は,以下の3点に整理でき

る｡

i.理科教育の目的において､知識を習得させることを重視する傾向があるo

近.授業構成において､教師主導の授業を行う傾向がある｡

近.観察･実験の取り扱いにおいて､実験結果を重視する傾向があるo

また,第2節で､小学校教師に対する理科学習指導法に関する実態調査の中日

比較の結果から､以下の4点が明らかとなったo

共通点として

①教師主導の授業の考え方が,知識を重視する考え方や実験結果を重視する考え

方に影響しているo

②子どもを中心にする授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方や実験過程
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を重視する考え方に影響している｡

差異点として､

③中国では､教師主導の授業の考え方が､思考や興味を重視する考え方に影響し

ていないoしかし,日本では,思考や興味を重視する考え方に負の影響があるo

また,中国では､教師主導の授業の考え方が,実験技能を重視する考え方に影

響しているo　しかし､日本では､そのような影響がみられないo

④中国では,子どもを中心にする授業の考え方が,思考や興味を重視する考え方

や実験過程を重視する考え方に影響がある他に､知識を重視する考え方に影響

している｡しかし､日本では,知識を重視する考え方にやや負の影響がある｡

以上のことから,中国の初等理科学習指導法は､以下のようになった｡

中国の小学校教師は､教師主導の授業､子どもを中心にする授業のどちらの立

場においても,知識を重視する傾向があることが明らかとなった｡

上述の初等理科学習指導案の分析と初等理科学習指導法に関する教師の実態調

査をまとめると､中国の初等理科学習指導法の特徴として,以下のことが明らか

になった｡

中国の初等理科学習指導は､知識を重視するという傾向が見られた｡
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潜在要因構造の特徴

本章では､中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の

特徴を明らかにするために､中日における初等理科学力に影

響する潜在要因の調査を行い､比較を行うという方法を用い

る｡

そこで,第1節では､学力に影響する潜在要因を検討した｡

第2節では､学力に影響する潜在要因の調査項目を作成し､

調査を実施した｡第3節では､調査結果の比較･考察を行っ

た｡第4飾では,初等理科学力に影響する潜在要因の調査結

果を中日比較することから､中国の初等理科学力に影響する

潜在要因構造の特徴を抽出した｡
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第1節　初等理科学力に影響する潜在要因の設定

序章で述べてきたように, Hess & Azuma (1991), Jaeger (1992)､ Bracey

(1996)らは､学力には,家庭環境や教育文化環境などの｢潜在的カリキュラム

(hiddencurriculum)｣の重要性を指摘しているo　このような家庭環境や教育文化

的な環境と学力の関係に関する学力構造モデルについては, Reynolds&Walberg

(1991)が体系的かつ組織的なものを提案している｡このモデルは,学力を潜在

要因である学習者の動機､家庭環境､友人環境,学級環境などから構造的に説明

している｡そこで､本研究ではこのモデルを援用して､学力に影響する潜在要因

を次のように設定した｡

子どもを対象に, ①保護者のサポート, ②学級環境､ ③理科学習の積極性,

④友人環境, ⑤学校外の学習時間という5つの要因及び保護者を対象に､ ⑥保護

者の科学に対する関心､ ⑦保護者の理科授業-の期待という2つの要因を設定し

た｡
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第2節　初等理科学力に影響する潜在要因の調査項目の作成

Ⅰ.調査の目的

初等理科学力に影響する潜在要因の調査は,中国の理科学習指導法に対する小

学校教師の実際の意識を明らかにすることを目的とした｡

Ⅱ.調査項目の構成と作成

1.調査項目の構成

初等理科学力に影響する潜在要因の調査項目の作成にあたって,家庭環境や学

級環境など潜在要因と学力との関係を構造的に明らかにするため,初等理科の学

力を測定する調査(以下,調査Ⅰとする)問題及び学力に影響する潜在要因を測

定する調査(以下,調査Ⅱとする)項目を構成した｡

調査Ⅰにおいては､まず,第2章の第2節で(79貢)明らかになった中国と日

本に共通する学習項目が多い分野が物理･化学分野(B区分｢物質とエネルギー｣)

である｡このため､両国の比較が容易となる物理･化学分野の共通な内容から学

力を測定する調査問題に用いることにした｡

また､学力に影響する潜在要因の設定は,前述したReynolds & Walbergが挙

げた要因を参考に,調査Ⅱでは被験者である子ども及びその保護者を対象に､ 2

種類の質問紙を作成した｡これら作成した調査項目の要因とそれらを構成する項

目数を次頁の表4　-　2　- 1に示す｡

この表4　　　　　から,次のことがいえる｡

調査Ⅰの学力調査問題は領域ごとにそれぞれ空気と水4問､熱7間､力11間,

電磁気19間,グラフ6問,計47問である｡

調査Ⅱ子ども用の調査項目は①保護者のサポート､ ②学級環境､ ③理科学習の

積極性,④友人環境､⑤学校外の学習時間という5つの要因で､それぞれが7問､

5間, 6問､ 3問, 3問で,計24間である｡保護者用の調査項目は⑥保護者の
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表4-　2　- 1　調査項目の構成

領域 / 要因 項 目数

調査 Ⅰ

●空気 と水 4

●熱 7

●力 l l

●電磁気 1 9

●グラフ 6

計 4 7

調査 Ⅱ

子 ども用

①保護者 のサポー ト 7

②学級環境 5

③理科学習の積極性 6

④友人環境 3

⑤学校外 の学習時間 3

計 2 4

保護者用

⑥保護者 の科学 に対す る関心 2

⑦保護者 の理科授業への期待 8

計 1 0

科学に対する関心, ⑦保護者の理科授業-の期待という2つの要因で,それぞれ

が2問, 8問であり､計10問である｡

2.調査項目の作成

調査Ⅰの学力調査問題の作成においては､旧文部省(平成9年)が実施した教

育課程実施状況調査,日本標準及び文藻堂が作成したテスト問題を参考にして作

成した｡

調査Ⅱの各要因の調査項目の作成においては､ Reynolds　&　Walberg及び
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Miller(1992)が用いた項目を参考にして作成した｡

調査問題･項目の詳細は次頁から､調査Ⅰ問題(学力)､調査Ⅱ項目(子ども用)､

調査Ⅱ項目(保護者用)のそれぞれの調査問題･項目用紙に示すo

Ⅲ.調査対象及び時期

調査は,中国においては,協力が得られた北京市の小学6年生196名及びその

保護者162名を対象に行ったo　また,日本における調査は､広島県,神奈川県､

東京都の小学6年生524名及びその保護者452名を対象に行ったa

調査時期は中国及び日本共に2001年3月に実施した｡

なお,有効回答者数は中国では児童108名及びその保護者108名であり,日本

では児童223名及びその保護者223名であった｡
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調査Ⅰ問題(学力)

調査Ⅰ問題　1 8問は第1章の学力調査問題とは同じである(24-34貢参照)0

19.

(1) 1月から12月までの1カ月の平均気温を次の表に示しています｡このデータを使っ

て1年間の気温の変化を示すグラフを作りましょう｡

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l l 12

平均気温 (℃) 10 7 10 1 5 2 0 2 7 30 32 2 7 2 5 18 12
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(2)ドのグラフは1日の気温の変化を示しているグラフです｡このグラフをみて,次の

間魔に答えましよう｡

(℃)

気配が･-一番高いときは何時ですか｡

気温が上がっているのは何時から何時までの間ですか｡

気温が下がっているのは何時から何時までの間ですか｡

ヽ

ノ

　

)

′

し

　

(

時
鵬
鵬

)
時
時

ヽ

ノ

　

ヽ

ノ

′

　

ー

　

　

(

　

′

l

晴までの間

時までの間

(3)次のグラフは東京と北京の1日の温度の変化を表しているグラフですoこのグラフ

からどのようなことがいえますか,次の①から④までの中から,あなたの考えに近いも

のを2つ選んで,その番号を( )の中に書きましよう｡

(｡C)

午後.
10 ll 12　　　　　　　　時)

①この日,東京の気温は北京より全体的に高いといえる

②このu,東京の気配は北京より全休的に低いといえる

③北京の1日の温度の変化は東成の1日の粘度の変化より大きいといえる

④舶の1日の温度の変化は北京の1日の温度の変化より大きいといえる　(と)

153

午前



第4華　中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴

調題Ⅱ項目(子ども用)

これはテストではありません｡あなたの成績(せいせき)にもまったく関係がありませんので､あな

たの思うことを素直(すなお)に答えてください｡なお,答えはこのアンケート用紙に直接書いて

ください｡また､どう答えていいかわからない場合は､なにも答えなくてもかまいません｡

( 6 )年(　　)級(　　)番　　名前( ) (男･女)

Ⅰ.あなたの家族は.普段(ふだん)､あなたが家で勉強することに対して､どのようなことを行っ

ていますか｡下の文について,当てはまるなら｢はい｣､当てはまらないのであれば｢いいえ｣

に○をしてください｡

私の家族のだれかは-､

1.私に理科ができるようになることを期待している｡

2.理科は大事だと思っている｡

3.理科をがんばるようはげましてくれる｡

4.あなたはやればできるとよく言ってくれる｡

5.学校での生活についてよくたずねる｡

6.よい成績をとったときほめてくれる｡

はい　　　　　いいえ

はい　　　　　いいえ

はい　　　　　いいえ

はい　　　　　いいえ

はい　　　　　いいえ

はい　　　　　いいえ

Ⅱ.あなたの学校での勉強について､当てはまるところに○をつけてください｡

そう思う-④､だいたいそう思う-③､あまりそう思わない-②､全くそう思わない-①

1.理科は将来､いい仕事につくためには大事である｡

2.理科は日ごろの生活に役に立つ｡

3.大人になったら理科で学んだことをたくさん使う｡

4.理科は楽しい｡

5.私は理科の授業で先生が何をいっているか､または

何をすればいいのかがよくわかる｡

6.私は理科が得意だ｡
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Ⅲ.あなたがよく一緒に遊ぶ友達について次のような子はどのくらいいますか.当てはまるところ

に○をしてください｡

友達全員-⑤,ほとんど-④,半分くらい-③,少し-②,全くいない-①

1.理科ができる子

2.まじめな子

3.大学に行こうとしている子

⑤　　　④

⑤　　　④

⑤　　　④

③　　　②　　　①

③　　　②　　(D

③　　　②　　(丑

Ⅳ.あなたの学級のことについて教えてください｡もし,ほとんどの学級の友達について次のこと

が当てはまるなら｢はい｣､当てはまらないのであれば､ ｢いいえ｣に○をつけてください｡

私の学級の友達はぃ,

1.他のクラスメートの発言のじやまをしている｡

2.予習して､授業をうけている｡

3.理科の授業中､退屈そうにしている｡

4.理科の授業中､熱心に先生の話を聞いている｡

5.理科の授業中､よくふざけている｡

はい　　　　いいえ

はい　　　　いいえ

はい　　　　いいえ

はい　　　　いいえ

はい　　　　いいえ

Ⅴ.あなたは､月曜日から金曜日まで,宿題や塾に行く時間も含めて,一日､家で何時問くらい勉

強していますか｡

)時間(　　　)分くらい

Ⅵ.あなたは､学校の授業がある土曜日に､宿題や塾に行く時間も含めて,一日,家で何時問くら

い勉強していますか｡

)時間(　　　)分くらい

Ⅶ.あなたは､学校の授業がない土曜日や日曜日に､宿題や塾に行く時間も含めて､一日､家で何

時問くらい勉強していますか｡

)時間(　　　)分くらい
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調査Ⅱ項目(保護者用)

お子さまの氏名　(　　　　　　　　　　　)

お子さまの年･組･番号　(　)午(　)級(　)香

Ⅰ.あなたは､テレビの科学番組(NHK特集など)をどのくらい見ますか｡

定期的に見る,時々見る,全く見ないのうち該当するものに○印をつけて下さい｡

(　)定期的に見る　　　　(　)時々見る　　　　(　)全く見ない

Ⅱ.あなたは､科学雑誌(日経サイエンス､ニュートンなど)をどのくらい読みますか｡

定期的に読む,時々読む,全く読まないのうち該当するものに○印をつけて下さい｡

(　)定期的に読む　　　(　)時々読む　　　　　(　)全く読まない

Ⅲ.学校の理科の授業で､次の能力を伸ばすことについて先生にどの程度望みますか｡あな

たの望みにあてはまるものに○印をつけて下さい｡

強く望む-④､できれば望む-③､あまり望まない-②,全く望まない-①

1.科学実験の論理や計画について学ばせる｡

2.科学実験の操作や技能を高める｡

3.日常での科学の重要性に気づかせる｡

4.科学的知識や概念を学ばせる｡

5.科学的に表現する能力を高める｡

6.問題解決や探究能力を育成する｡

7.子どもたちの科学に対する興味･関心を高める｡

8.観察能力を育成する｡
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第3節　初等理科学力に影響する潜在要因調査の結果と考察

I.分析方法と結果

初等理科学力に影響する潜在要因調査の分析方法と結果については,調査Ⅰ学

力調査と学力に影響する潜在要因調査の2つに分けて行った｡その結果を以下に

^T,

1.調査Ⅰ :学力調査について

調査Ⅰにおける学力の総得点の平均値を算出し､ t検定を行った｡その結果を

表4　-　3　- 1に示すo

表4-3- 1　平均値の比較

総得点平均値 t 値

中 28.35

2.78☆☆

日本 30.65

･注: 47点満点､　　p<0.01

この表4　-　3　- 1から,次のことがいえる｡

総得点の平均値は日本の方が高く,両国の間に有意な差が認められた｡

2.調査Ⅱ :学力に影響する潜在要因調査について

調査Ⅱにおける学力に影響する潜在要因の調査を分析するにあたって､まず､

項目の妥当性を検討するために,因子分析及び信頼性係数の算出を行った｡但し､

要因1､ 2は回答が2値であるため､数量化Ⅲ類による分析を行った｡この結果､

各要因において想定した調査項目がまとまりを示した｡そこで､要因ごとに合成
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変量を形成し,構造方程式モデリング(StructuralEquationModeling : SEM)

を用いて各要因と学力の関係を明らかにした｡分析にはSPSSIO及びAmos4を

使用したo分析方法と結果の詳細を, 1.調査項目の妥当性と信頼性の検討､ 2.

子どもの学力と潜在要因の関係の解明に分けて以下に示す｡

(2-A)調査項目の妥当性と信頼性の検討

まず,回答が2値である①保護者のサポート､ ②学級環境は数量化Ⅲ類によっ

て分析を行ったoそして､カテゴリースコアの絶対値が1以上の項目を抽出したo

その結果を次貢の表4　-　3　-　2に示す｡

この表4　-　3　-　2から,次のことがいえる｡

要因①においては､中国は項目1, 2, 3, 4, 5が,日本は項目1, 2, 3,

4, 6, 7が抽出された｡また､要因②においては,中国は項目1, 2, 3, 4,

5が､日本は項目1, 2, 3, 5が抽出されたo　このようにして抽出された項目

をそれぞれ①, ②の各要因構成項目としたo
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表4　-3　-　2　数量化Ⅲ類による分析結果

潜 在 要 因 調 査 項 目

カ テ ゴ リー

ス コ ア

中 国 日 本

①

保 護 者 の

サ ポ ー ト

●あ な た の 家 族 は ､ 普 段 ､ あ な た が 家 で 勉 強 す る こ

-3 .0 2

-2 .6 4

2 .4 0

1 .2 1

と に 対 し て ､ ど の よ う な こ と を 行 つ て い ま す か ○

(は い = 1 ､ い い え = 0 )

私 の 家 族 の だ れ か は … ､

1●私 に 理 科 が で き る よ う に な る こ と を 期 待 し て い

る ○

2 ● 理 科 は 大 事 だ と 思 つ て い る 0

3 ● 理 科 を が ん ば る よ うは げ ま し て く れ る 0 -2 .4 2 2 .8 6

4 ●｢ あ な た は や れ ば で き る ｣ と よ く言 つ て く れ る 0 ー1 .9 4 -1 .3 0

5 ● 学 校 で の 生 活 に つ い て よ く た ず ね る 0 -1.5 2 -0 .9 6

6 ■ よ い 成 績 を と つ た と き ほ め て く れ る 0 0 .3 5 -1 .9 8

7 ● よ い 成 績 を 取 つ た ら ご ほ うび を く れ る 0 -0 .1 5 ､′ 1.7 0

②

学 級 環 境

●あ な た の 学 級 の こ と に つ い て 教 え て く だ さ い 0 も

1.8 7 2 .1 8

し ､ ほ と ん ど の 学 級 の 友 達 に つ い て 次 の こ と が 当

て は ま る な ら ｢ は い ｣ ､ 当 て は ま ら な い の で あ れ

ば ､ ｢い い え ｣ に ○ を つ け て く だ さ い 0

(は い = 1 ､ い い え = 0 )

私 の 学 級 の 友 達 は … ､

1● 他 の ク ラ ス メ ー トの 発 言 0) じ や ま を し て い る 0

2 ● 予 習 し て ､ 授 業 を う け て い る 0 -1.5 7 (一0 ◆9 4 )

3 ● 理 科 の 授 業 中 ､ 退 屈 そ う に し て い る 0 1.4 0 1.4 3

4 ● 理 科 の 授 業 中 ､ 熱 心 に 先 生 の 話 を 聞 い て い る 0 -1.2 6 1 .3 4

5 ● 理 科 の 授 業 中 ､ よ く ふ ざ け て い る 0 1.19 1 .3 9
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次に,因子分析(主因子法)によって③理科学習の積極性､ ④友人環境､ ⑤学

校外の学習時間, ⑥保護者の科学に対する関心, ⑦保護者の理科授業-の期待の

各要因をそれぞれ分析し､因子負荷量が0.50以上の項目を因子構成項目とした｡

また,各要因における信頼性係数(Cronbachα)を算出した｡これらの結果を次

貢の表4-3-3-1と次々真の表　　　3-2に示す｡

この表4-3-3-1から,次のことがいえるo

要因③においては,中国は項目1､2､3,4､5､6が,日本は項目1,3,

4､ 5, 6が抽出された｡要因④, ⑤においては､両国ともに同じ項目で構成さ

れている｡したがって, ④, ⑤の各要因において､それぞれ3項目, 3項目が抽

出された｡このようにして抽出された項目をそれぞれ③, ④, ⑤の各要因構成項

目とした｡

この表　　　　3-2から､次のことがいえる｡

要因⑥, ⑦においては,両国ともに同じ項目で構成されているo　したがって､

⑥, ⑦の各要因において､それぞれ2項目, 8項目が抽出された｡このようにし

て抽出された項目をそれぞれ⑥, ⑦の各要因構成項目としたo

また､信頼性係数の値については,表　　　2-1､ 2に示すように,日本

の要因⑥のみ0.40とやや低いが､他の要因の信頼性係数は0.57≦α≦0.83であ

るoしたがって, ①-⑦の各要因構成項目は,内部一貫性があると考えることが

できる｡

(2-B)学力と潜在要因の関係の解明

学力を､前項で述べた分析により抽出した各要因である①保護者のサポート,

②学級環境､ ③理科学習の積極性､ ④友人環境､ ⑤学校外の学習時間､ ⑥保護者

の科学に対する関心, ⑦保護者の理科授業-の期待の7要因で説明するモデルを

作成したoその結果を163頁の図　　1 (中国)､図　　　2 (日本)及

び表4-　3　-　3に示す｡
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表4-3 -3-1因子分析の結果と信頼性係数(1)

潜在要因 調査項目

中国 日本

因子

負荷

且鼻

信頼

一性係

数

因子

負荷

且里

信頼

性係

数

③

●あなたの学校での勉強について､ 当てはまるところ

0.74

0.82

0.58

0.79

に○をつけてくださいD

(そう思 う= 4 ､ だいたいそ う思 う= 3 ､

あまりそ う思わない= 2 ､ 全くそう思わない= 1 )

1●理科は将来､ いい仕事につくためには大事である○

理科学習 2■理科は日ごろの生活に役に立つ○ 0.70. 0.73

の積極性 3●大人になつたら理科で学んだことをたくさん使 う0 0.68 0.76

■4●理科は楽しい○ 0.63 0.70

5●私は理科の授業で先生が何をいつているか､ または 0.60

0.57

0.49

0.55

何をすればいいのかがよくわかる0

6●私は理科が得意だ○

④

●あなたがよく一緒に遊ぶ友達について次の ような子

0.59 0.57 0.66 0.63

はどのくらいいますかD 当てはまるところに○をし

てください0

■(友達全員= 5 ､ ほとんど= 4 ､ 半分くらい= 3 ､

友人環境 少 し= 2 ､ 全くいない= 1 )

1●理科ができる子

2●まじめな子 0.57 0.67

3●大学に行こうとしている子 0.52 0.50

⑤

(勉強時間= 分)

0.89

0.84

0.59

0.64

0.86

0.89

0.70

0.72

1●学校の授業がある土曜日に宿題や塾に行 く時間も含

めて､ 一 日に家で何時聞くらい勉強 していますか○

学校外の 2●学校の授業がある日曜 日に宿題や塾に行 く時間も含

学習時間 めて､ 一日に家で何時聞くらい勉強 していますか○

3●月曜 日から金曜 日まで宿題や塾に行 く時間も含め

て､ 一日に家で何時聞くらい勉強していますか○
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表　　　　3-2　因子分析の結果と信頼性係数(2)

潜在要因 調査項 目

中国 日本

因子

負荷

A里

信頼

性係

数

因子

負荷

A星

信頼

性係

数

⑥

1二テ レビの科学番組 (N H K 特集 など) を どの 0.73

0.73
0.68

0.50

0.50
0.40

くらい見ますか0

(定期的 に見 る= 3 ､ 時々見る= 2 ､

保護者の 全 く見 ない= 1 )

科学 に対 2●科学雑誌 (日経サイエ ンス､ ニ ュー トンな ど)

す る関心 をどの くらい読みます か0

(定期 的に読む= 3 ､ 時々読む = 2 ､

全 く読まない= 1 )

■⑦

保護者の

理科授業

への期待

●学校 の理科の授業で､ 次の能力を伸ばす ことに

0.73

0.83

0.66

0.83

ついて先生にどの程度望みますか0

(強 く望 む= 4 ､ で きれ ば望む= 3 ､

あま り望 まない= 2 ､ 全 く望まない= 1 )

1●科学実験 の論理や計画 について学ばせ る0

2●科学実験の操作や技能 を高める○ 0.69 0.55

3● 日常での科学 の重 要性 に気づ かせ る○ 0 .6 3 0.62

4●科学的知識や概念を学 ばせる0 0.60 0.68

5●科学的に表現す る能力 を高め る0 0.57 0.66

6 ●問題解決や探究能力を育成す る0 0.57 0 .57

7●子 どもたちの科 学に対す る興味 ●関心 を高 め 0.56

0.55

0.56

0.60

る0

8●観察能力 を育成す る0
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e3

図4　　　　　　学力に影響する潜在要因の構造(中国)

e3

4-3-2　学力に影響する潜在要因の構造(日本)

表4　-　3　-4　モデルの適合度指標

モ デ ル
カ イ 2 乗 検 定

G F Ⅰ A G F I R M S E A N
X 2 d f p

中 国 18 .9 6 8 1 9 0 .4 5 9 0 .9 5 8 0 .9 2 0 0 .0 0 0 1 0 8

日本 1 2 .4 7 6 1 5 0 .6 4 3 0 .9 8 6 0 .9 6 7 0 .0 0 0 2 2 3
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まず､表4-　3-4に示した中国の結果から次のことがいえる｡

図4　　　　に示した中国の子どもの学力に影響及ぼす要因構造のモデルの適

合度の検討を行った結果､カイ2乗の値は18.968であり､ rf/-19､ p-0.459で

あった｡また､モデルの適合度指標(GFI)は0.958､修正適合度指標(AGFI)

は0.920, RMSEAは0.000である｡このことから､作成した図1のモデルと標

本データが十分適合しているといえるo　但し､得られたモデルの子どもの学力に

対する決定係数(R-Square)が0.05と小さいo　このため､本モデルの学力に対

する説明率は低いといえる｡

次に､表4-　3-3に示した日本の結果から次のことがいえるo

図4 - 3 - 2に示した日本の子どもの学力に影響及ぼす要因構造のモデルの適

合度の検討を行った結果､カイ2乗の値は12.476であり, df-lb､ p-0,643で

あったo　また,モデルの適合度指標(GFI)は0.986､修正適合度指標(AGFI)

は0.967､ RMSEAは0.000である｡このことから､作成した図2のモデルと標

本データが十分適合しているといえる｡但し,得られたモデルの子どもの学力に

対する決定係数(R-Square)が0.16とやや小さいo　このため,本モデルの学力

に対する説明率はあまり高くないといえるo

(2-B-1)中国

図4-　3- 1のモデルから以下のことがいえる｡

1)子どもの学力には､子どもの理科学習の積極性が影響し,学校外の学習時間は

影響していない｡

2)子どもの理科学習の積極性には,保護者のサポートと友人環境が影響しており､

保護者の科学に対する関心がやや影響している｡

3)子どもの学校外の学習時間には,子どもの理科学習の積極性と学級環境がやや

影響しているo

(2-B-2)日本

図4-　3-　2のモデルから以下のことがいえるo

1)子どもの学力には､子どもの理科学習の積極性と学級環境が影響しており､学

校外の学習時間は影響していない｡
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2)子どもの理科学習の積極性には,学級環境､友人環境､保護者の理科授業-の

期待が影響しており,保護者のサポートがやや影響している｡

3)子どもの学校外の学習時間には､友人環境と学級環境がやや影響しているo

4)友人環境には､学級環境が影響している｡

く2-B-3)比較

以上の結果をもとにして,中国と日本の比較を行うと,次のようになる｡まず,

共通点としては,次の3点が挙げられる｡

①子どもの学力には,子どもの理科学習の積極性が影響し､学校外の学習時間は

影響していない｡

②子どもの理科学習の積極性には,保護者のサポートと友人環境が影響している｡

③子どもの学校外の学習時間には,学級環境がやや影響している｡

次に,差異点としては,次の4点を挙げることができるo

①子どもの学力には,日本では子どもの理科学習の積極性､学級環境が影響して

いる｡しかし,中国では子どもの理科学習の積極性だけが影響している｡

②子どもの理科学習の積極性には,日本では友人環境と保護者のサポートが影響

する他に､学級環境と保護者の理科授業-の期待が影響している｡これに対し

て､中国では保護者のサポートと友人環境が影響している他に,保護者の科学

に対する関心がやや影響している｡

③子どもの学校外の学習時間には､日本では学級環境がやや影響する他に,友人

環境がやや影響しているo　これに対して､中国では学級環境がやや影響してい

る他に､子どもの理科授業の積極性がやや影響している｡

④友人環境には､日本では学級環境が影響している｡しかし,中国では,このよ

うな関係は見られない｡

また､学力に影響する潜在要因の総合効果についての比較をするために,学力

に影響する潜在要因の直接効果､間接効果､総合効果を次頁の表4 -　3　-　5に示

す｡
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表4-3-5　学力に影響する潜在要因の標準化効果の比較

中 国 日 本

直接 間接 総合 直接 間接 総合

効果 効果 効畢 効果
■効果

効果

(丑保護者 のサポー ト 0 .0 0 0 .0 8 0 .0 8 0 .00 0 .06 0 .0 6

②学級環境 0 .0 0 0 .0 0 0 .00 0 .2 0 0 .09 0 .2 8

③理科学習の積極性 0 .2 1 0 .0 0 0.2 1 0 .2 8 0 .00 0 .28

④ 友人環境 0 .00 0 .06 0 .06 0 .0 0 0 .0 7 0 .07

⑤ 学校外 の学習時間 0 .0 1 0 .00 0 .0 1 0 .05 0 .0 0 0 .05

⑥科学に対す る関心 0 .0 0 0 .0 4 0 .0 4 0 .00 0 .0 1 0 .0 1 一

⑦理科授 業への期待 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .00 0 .03 0 .0 3

この表4 - 3 - 5から,学力に影響する潜在要因の総合効果は,以下の2点に

まとめられる｡

①子どもの学力には,子どもの理科学習の積極性が影響していることは両国にお

いて共通である｡

②日本では､学力には,学級環境と子どもの理科学習の積極性はほぼ同程度の影

響が見られるのに対して,中国では､学級環境についてはその影響は見られな

a*

Ⅱ.考察

以上の得られた学力に影響する潜在要因調査結果について､考察を行う｡

｢中国では､学力において､保護者の理科授業-の期待は影響していない｣と
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いう結果においては､この原因として,中国では初等理科教育の重要性がまだ十

分には認識されていないことに起因するものと考える｡この結果は,第3章の小

学校教師に対する理科学習指導法に関する実態調査において､小学校教師は､保

護者が一番理科を重要視していないと考えているという結果と一致したD　また,

序章で述べたように｢近年､中国では,国が理科教育を重視し始めた｣ため,学

校現場においては,まだ保護者までその重要性の意識が及んでいないと考えられ

る｡

また､ ｢日本では､学力において､学級環境と子どもの理科学習の積極性はほぼ

同程度の影響が見られるのに対して､中国では､学級環境についてはその影響は

見られない｣という結果において､この原因としては,初等理科学習指導法に関

係があると考える｡つまり､第3章の初等理科学習指導案の分析で明らかになっ

た｢日本では,子ども中心の授業を行う傾向がある｣という結果に基づくと､日

本の小学校理科授業に見られる子ども同士でのかかわり合いや学び合いを中心と

した学習指導は､学級環境と関係があると考えられるo　これに対して,第3章の

初等理科学習指導案の分析で明らかになった｢中国では､教師主導の授業を行う

傾向がある｣という結果に基づくと､中国の小学校理科授業においては,上述し

た日本のような学習指導は見られなく,教師が一方的に教え込むという学習指導

が見られ,このような学習指導は学級環境とはあまり関係がないと考えられる｡

但し,両国共に得られたモデルにおける理科の学力に対する説明率(決定係数;

R-Square)が小さく,特に､中国においてはきわめて小さかったoこの原因とし

て,特に中国においては､想定した潜在要因の他に､理科の学力に大きく影響を

及ぼしている要因が存在すると想定できる(繁桝ら1999),
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第4節　中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴

前節の中日における初等理科学力に影響する潜在要因の調査の結果から,初等

理科学力に影響する潜在要因の構造においては,中国と日本の共通点としては､

次の3点が挙げられるo

①子どもの学力には,子どもの理科学習の積極性が影響し､学校外の学習時間は

影響していないo

②子どもの理科学習の積極性には､保護者のサポートと友人環境が影響しているD

③子どもの学校外の学習時間には,学級環境がやや影響しているo

差異点としては､次の4点を挙げることができる｡

①子どもの学力には､日本では子どもの理科学習の積極性､学級環境が影響して

いるo　しかし､中国では子どもの理科学習の積極性だけが影響しているo

②子どもの理科学習の積極性には､日本では友人環境と保護者のサポートが影響

する他に､学級環境と保護者の理科授業-の期待が影響している｡これに対し

て,中国では保護者のサポートと友人環境が影響している他に,保護者の科学

に対する関心がやや影響している｡

③子どもの学校外の学習時間には､日本では学級環境がやや影響する他に､友人

環境がやや影響しているo　これに対して､中国では学級環境がやや影響してい

る他に､子どもの理科授業の積極性がやや影響している｡

④友人環境には,日本では学級環境が影響しているo　しかし､中国では､このよ

うな関係は見られない｡

学力に影響する潜在要因の総合効果は,以下の2点にまとめられる｡

①子どもの学力には,子どもの理科学習の積極性が影響していることは両国にお

いて共通である｡

②日本では､学力には,学級環境と子どもの理科学習の積極性はほぼ同程度の影

響が見られるのに対して､中国では,学級環境についてはその影響は見られな

い｡
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以上のことから,中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴は､以下

の2点に整理できるo

i.学力には､子どもの理科学習の積極性が影響し,学校外の学習時間は影響し

ていないD

近.学力には,学級環境,保護者の理科授業-の期待が影響していない｡
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終章　本研究の総括と今後の課題

本章では､各章の結果を整理し､それに基づいて中国の初

等理科教育の特徴をまとめたとともに､今後の課題を見出し

た｡



終章　本研究の総括と今後の課題

第1節　中国の初等理科教育の特徴

Ⅰ.本研究の総括

本研究の内容を概略すると,以下のようになる｡

1.中国の初等理科学力の現状について(第1章)

中国の初等理科教育の特徴を,学力の形成を基底にして明らかにするために､

まず､中国の初等理科学力の現状を明らかにする必要があると考えた｡このため,

本章では中日における初等理科学力調査を行い,その結果の比較を行った｡

初等理科学力をとらえるためには,まず､初等理科学力をとらえる観点を明確

にする必要がある｡その方法として,初等理科教育における評価の観点を用いる

ことにした｡具体的には､中日の初等理科教育の評価において,共通してみられ

る評価の観点の抽出を行った｡その結果, ｢知識･理解｣､ ｢実験技能｣という　2

っの評価の観点が抽出された｡なお, ｢知識･理解｣には, ｢知識の単純再生｣と

｢複数の知識の組み合わせ｣のという2つの側面が含まれていた｡そこで,初等

理科学力をとらえる観点を,知識の単純再生(知識Ⅰ)､複数の知識の組み合わ

せ(知識Ⅱ)､実験とそれに付随する技能(実験技能)の3観点とすることにし

たo次に､中日共通の内容が多い物理･化学分野(B区分｢物質とエネルギー｣)

において,知識Ⅰ,知識Ⅱ,実験技能の3観点から､調査問題を作成し,調査を

実施したo　その結果を中日比較した結果､次の2点が明らかになったo

①知識Ⅰについては､両国の得点に有意な差が認められなかった｡

②知識Ⅱ及び実験技能については､日本の得点が有意に高かった｡

このように,学力を知識Ⅰ､知識Ⅱ,実験技能の3つの観点からとらえた結果､

中国の初等理科学力の現状として,知識Ⅱや実験技能は日本と同程度にあるとは

いえないことが明らかになった｡
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2.中国の初等理科カリキュラムの特徴について(第2章)

中国の初等理科カリキュラムの特徴を明らかにするために､中日の初等理科カ

リキュラムの構成を｢目標｣, ｢内容｣､ ｢授業時数｣, ｢評価の観点｣の4つの視点

から比較を行った｡その結果､以下のことが明らかになった｡

①目標には､両国とも知識面,技能面､情意面に関する目標が含まれている｡

②内容において,内容の量は､中国のものは日本のものより多いが､各分野の学

習項目の割合は両国ともによく似ている｡そして,内容の範囲は,中国の方が

日本より広い｡

③理科の授業時数は､中国の方が日本より少ない｡そして,教科総授業時数に対

する理科授業時数の割合は,中国の方が日本より低いo

④評価の観点については､両国とも｢知識｣と｢実験技能｣の評価の観点が含ま

れている｡しかし､日本の｢関心･意欲･態度｣と｢科学的思考｣についての

評価の観点は中国にはない｡

以上のことから,中国の初等理科カリキュラムの特徴を,以下の4点に整理し

たD

i.中国の初等理科カリキュラムは目標に認知面､技能面,情意面が含まれてい

る｡

近.中国の初等理科カリキュラムは内容が多く､広範囲にわたっている.

ih.中国の初等理科カリキュラムは内容が多いにもかかわらず,授業時数は少な

い｡

iv.中国の初等理科カリキュラムは｢知識｣と｢実験技能｣のみを重視する傾向

にある｡

3.中国の初等理科学習指導法の特徴について(第3章)

中国の初等理科学習指導法の特徴を明らかにするために,まず,中国の初等理

科学習指導法の特徴を,中日それぞれの学習指導案の比較から明らかにすること
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にした｡また､初等理科学習指導法に対する教師の実際の意識を併せて検討する

ために,小学校教師に対して,理科学習指導法に関する実態調査を行った｡

(1)初等理科学習指導案の分析

中国の初等理科学習指導法の特徴を･明らかにするために､両国で共通の学習項

目が多い電磁気領域から､ ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣､ ｢電気回路｣､ ｢電磁石｣

の3つの項目を抽出した｡この3つの項目に関する中日の学習指導案の比較にお

いては､まず､学習指導の目標,計画を概観した｡次に,両国の学習指導案の学

習指導過程を分析し､比較を行った結果､以下のことが明らかになった｡

① ｢導入-実験及び結果-結論｣という学習指導過程は,両国で共通である｡

②日本の学習指導では､子どもを中心にする傾向があるのに対して､中国の学習

指導では､教師主導の傾向がある｡

③日本の学習指導は､実験の過程を重視し,子どもの考え方を大切にして,科学

的な見方や考え方に変容できるようにしているのに対して,中国の学習指導は,

実験の結果を重視し,知識を習得させるようにしているo

④日本の学習指導は､子どもに既習の内容と新しい内容を関連づけることによっ

て単位時間同士の内容の関連づけを重視している｡中国の学習指導は,各単位

時間の学習指導が単独で､知識や実験の結果を子どもに繰り返し覚えさせ､習

得させるようにしているo

これらの結果より,中国の初等理科学習指導法の特徴は､以下の3点に整理し

�"k.

i.理科教育の目的において､知識を習得させることを重視する傾向がある｡

正.授業構成において,教師主導の授業を行う傾向があるo

ih.観察･実験の取り扱いにおいて､実験結果を重視する傾向があるo

(2)初等理科学習指導法に関する実態調査

初等理科学習指導法に対する教師の実際の意識を併せて検討するために､理科

教育の目的､授業構成､観察や実験の取り扱いという3つの側面から実態調査を

行った｡
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本調査の実施においては､上述の3つの側面から次の7要素を設定した｡それ

らは,理科教育の目的の側面においては, ①知識, ②実験技能, ③思考や興味の

3要素､授業構成の側面においては､ ④子ども中心, ⑤教師主導の2要素､観察･

実験の取り扱いの側面においては, ⑥実験結果, ⑦実験過程の2要素であった｡

この設定した7要素に関して調査項目を作成し,調査を実施した｡そして,項

目の妥当性と信頼性を検討したo次に､中日の差異を検討するために,各要素間

の関係をSEMを用いて検討した結果､以下のようになった｡

各要素間の関係に関する結果

○共通点

①教師主導の授業の考え方が,知識を重視する考え方や実験結果を重視する考え

方に影響がある｡

②子どもを中心にする授業の考え方が,思考や興味を重視する考え方や実験過程

を重視する考え方に影響力SLあるo

O差異点

①中国では,教師主導の授業の考え方が,思考や興味を重視する考え方に影響し

ていない｡しかし,日本では､思考や興味を重視する考え方に負の影響があるD

また､中国では､教師主導の授業の考え方が,実験技能を重視する考え方に影

響しているo　しかし､日本では､そのような影響がみられないo

②中国では,子どもを中心にする授業の考え方が,思考や興味を重視する考え方

や実験過程を重視する考え方に影響がある他に､知識を重視する考え方に影響

があるo　しかし,日本では,知識を重視する考え方にやや負の影響があるo

上述の比較結果より､中国の初等理科学習指導法においては,教師主導､子ど

も中心のどちらの立場においても,知識を重視する傾向があることが明らかにな

った｡

(3)学習指導案の分析と実態調査のまとめ

初等理科学習指導案の分析と初等理科学習指導法に関する教師の実態調査を行

った結果,中国では理科の知識を重視するという傾向が両分析において見出され

た｡
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4.中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴について(第4章)

中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴を明らかにするために､中

日における初等理科学力に影響する潜在要因の調査を行い､その構造の比較を行

った｡初等理科学力に影響する潜在要因としては､ Reynolds&Walberg (1991)

の研究をもとに, ①保護者のサポート, ②学級環境､ ③理科学習の積極性､ ④友

人環境､ ⑤学校外の学習時間, ⑥保護者の科学に対する関心､ (丑保護者の理科授

業-の期待の7要因を設定した｡この設定した要因に応じて調査項目を作成し,

調査を実施した｡そして,各要因と学力の関係をSEMを用いて明らかにした｡

その結果､次の2点が明らかになった｡

①子どもの学力には､子どもの理科学習の積極性が影響し,学校外の学習時間は

影響していないことは両国において共通である｡また､日本では,学級環境が

影響している｡

②子どもの理科学習の積極性には,保護者のサポート､友人環境が影響している

ことは両国において共通である｡また,中国では､保護者の科学に対する関心

が影響しているのに対して､日本では,保護者の理科授業-の期待が影響して

いる｡

この結果より,中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴は,以下の

2点に整理した｡

i.学力には,子どもの理科学習の積極性が影響し､学校外の学習時間は影響し

ていない｡

正.学力には､学級環境､保護者の理科授業-の期待は影響していないo

Ⅱ.中国の初等理科教育の特徴

前項で述べた本研究の総括から,中国の初等理科教育の特徴は,以下の4点に

まとめた｡
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1.中国の初等理科学力の現状

学力の構成要素を､知識Ⅰ､知識Ⅱ､実験技能という3つの観点からとらえ､

学力調査を行った結果,中国の初等理科学力のうち､知識Ⅱや実験技能は､日

本と同程度にあるとはいえないことが明らかになった｡

2.中国の初等理科カリキュラムの特徴

初等理科カリキュラムを目標,内容,授業時数､評価の観点という4つの視

点から分析した結果,中国では学習内容が多いにもかかわらず授業時数が少な

く､また,評価の観点においては｢知識｣と｢実験技能｣を重視していること

が明らかになった｡

3.中国の初等理科学習指導法の特徴

初等理科学習指導案について,学習指導過程を中心にして分析するとともに､

初等理科学習指導法に対する教師の実際の意識を併せて検討することから,中

国の初等理科学習指導法の特徴を検討した結果,中国においては知識を習得さ

せることを重視することが明らかになった｡

4.中国の初等理科学力に影響する潜在要因構造の特徴

初等理科学力に影響する潜在要因構造の検討においては､ ①保護者のサポー

ト, ②学級環境, ③理科学習の積極性, ④友人環境, ⑤学校外の学習時間､ ⑥

保護者の科学に対する関心, ⑦保護者の理科授業-の期待という7要因を用い

て調査を行った｡その結果､中国の潜在要因構造において,学力には,子ども

の理科学習の積極性が影響し,学校外の学習時間は影響していないこと､及び

学力には､学級環境,保護者の理科授業-の期待は影響していないことがそれ

ぞれ明らかになった｡
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第2節　今後の課題

本研究では､学力を基底とし､その形成に影響するカリキュラム,学習指導法､

潜在要因という3つの視点から中国と日本の初等理科教育の比較を行い､中国の

初等理科教育の特徴を明らかにした｡

今後は,本研究で行った方法論を用いて､中国で, 2001年に改訂され, 2005

年に全面実施を迎える新しい初等理科課程についての分析を行いたいと考えてい

るo
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資料Ⅰ  『九年義務教育全日制小学自然教学大綱(試用)』 (訳)

九年義務教育全日制小学

(九年義務教育全日制小学校)

自然教学大綱
(理科学習指導要領)

(試用)

中華人民共和国国家教育委員会制定



資料Ⅰ 『九年義務教育全日制小学自然教学大綱(試用) 』 (釈)
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資料Ⅰ 『九年義務教育全日制小学自然教学大綱(試用) 』 (釈)

九年義務教育全日制′J､学校

自然教学大綱

(理科学習指導要領)

(試用)

理科(自然)は小学校(義務教育9年)段階の重要な基醇科目の一つであり,児童に自然科学を

理解させる教育の役割を担っているo　さらに理科は国家の教育方針を全面的に貫徹させ､児童に徳

育･知育･体育等の各方面-の発達を促し,全民族の科学文化の資質を向上させ,理想･道徳･文

化･規律での水準の高い社会主義建設に寄与する人材を育てることに,非常に重要な意味を持つ｡

Ⅰ教育目的と指導

1教育の目的

理科教育の目的は自然科学の簡単な基礎的知識を獲得させるとともに､科学-の関心及び科学を

学び,科学を応用する能力を育て､科学的自然観や態度､地域や祖国を愛し,大自然を愛する等の

思想的道徳的教育を授け､心身ともに発達した児童を育てる｡

2指導

(1)児童･生徒の身近な自然の事物及びその相互関連を認識させ,人類が自然を利用･改造･保護･

探索し､大自然の概要及び人類と自然との関連を初歩的に理解するように指導する｡

児童･生徒に簡単な生理衛生上の知識を獲得させ､良い衛生習慣を身に付けるように指導する｡

(2)児童･生徒が科学を学び,応用する能力,初歩的な観察能力･実験能力､製作･栽培･飼育等

の自らやる能力及び論理的な思考能力と想像能力を育て,彼らの創造的精神を啓発する｡
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(3)児童･生徒が自然界と科学技術に対する関心を高め,科学を信じ､迷信を打破する等の科学的

自然観を育成し,事実に基づいて真実を求め､綾密にして新しい知識を求める科学的な態度及び

地域を愛し,社会主義祖国を愛し､大自然を愛し,労働を愛する等の思想と健康的な審美的情緒

を養うように指導する｡

Ⅱ　教育内容

1教育内容設定の原則

(1)教育内容は児童･生徒たちが身の回りによく見られる自然の事物及び人類と自然との関係に関

する科学的基赦｡識とするoそして､適当に児童･生徒が容易に受け入られるような先進的科学

技術の成果とその発展の背景を紹介すべきである｡

(2)正確に自然の事物及び人と自然界との関係を反映するものであること｡

(3)思想的道徳的教育に役立っものであること｡

(4)身の回りの生活､生産活動の実際と関連させるものであることo

(5)観察･実験･換作,科学探究活動を行うことが容易なものであることo

(6)勉強に対する興味,関心を引き起こすものであることo

(7)児童･生徒の年令的特性に適しているものであること｡

2教育内容の配列と指導

理科の全体の教育内容は知識内容と児童･生徒の認知規則に従って,簡単なものから複雑なもの

-､容易なものから困難なもの-､身近なものから｣投的なもの-､具体的なものから抽象的なも

の-と低学年,中学年,高学年の三つの段階に分けられる｡低学年は5, 6年制小学校の場合は､

いずれも1 , 2学牢を指すが,中学年は5年制小学校の場合は3学年､ 6年制小学校の場合は3,

4学年を指すム高学年は5年制小学校の場合は4, 5学牢を手許れ　6年制小学校の場合は5, 6年

を手WD

各学級の教育内容は基本指導と基本内容の二つの部分に分けられるo基本内容は知識並びに観

察･実験･操作の二つに分けられる｡
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(1)知識に関する学習指導は次の3段階に分けられる｡

①了解:記憶する必要がなく,考査の対象にしない｡

②知道:学習した知識の要点を話し､書くことができ,勉強した自然の事物を識別することが

できる｡

③理解:学習した知識の道理が分かり､勉強した知識で自然界に存在する問題を初歩的に説明

することが出来る｡

(2)観察･実験･操作部分の学習指導は次の2段階に分けられる｡

①初歩習得:教師の指導のもとで正確に操作できる｡

②習得:独立で正確に操作できる｡

低学年

(6 8時間)

基本的指導

1.児童･生徒に身の回りの自然の顕著な特徴を認識させ､人類が自然を利用していることを知り

(知道) ,自分たちの衛生に関する知識を簡単に学ぶo

2.児童･生徒が五官で観察し､簡単な実験換作を学び,比較､分類等の思考力及び自発的製作力

を育てる｡

3.児童･生徒が自然を愛し,地域を愛し､労働を愛する思想感情､自然の事物-の関心､事実を

求め､真聾で細教な科学態度,自らの衛生に気を付けること､草花や樹木を愛する習慣などを養

うようにするoそして､自然界は物質によって構成されるという科学的自然観教育を行うo
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基本的内容

知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了

解

知

道
理

解
項 目

初歩

習得

習

得

(1)生物 ■植物

●身の回りによく見 られる草花や ○

○

○

○

●よく見 られる植物の根､ 茎､ 葉､ ○

○

○

o

樹木 果実､ 種子の外的特徴 (形状､

●根､ 茎､ 葉､ 花､ 果実､ 種子の 色､ 大小､ 匂い等) を観察する

外部形態 ●種子を採集し､ 種子の標本を作

●大多数の植物は肢､､茎､ 葉､ 花､

果実､ 種子の 6種の器官か らな

る

動物

●′いくつかのよく見 られる動物

る

●よく見 られる動物の外的特徴 と

(卑虫､ 軟体､■魚､ 鳥､ 両生､ 噛 活動様式

乳類動物) の外形的特徴､ 活動

様式

●小動物の飼育

(2)人体 ●人体首領 ､ 首､ 胴体､ 四肢の4

部分に分けられるD

●眼､ 耳､ 鼻､ 舌､ 手の感覚

○

○ ●五官で物体を識別させる ○

○

○

●近視の防止 ,

●歯の保護

○

○ ■

●本を読む､■幸を書 く時の正 しい

姿勢

●正しい歯磨きの方法

(3)水､

空気

水

●水は透明で､ 無色､ ■無臭､ 無味

の液体である

●水の分布､ 使途､ 節約

●流水には力がある

○

○

○

○

○

○

○

●五官で水の性質を認識させる

●小水車の製作 ●組み立て

○

○

○

■空気

●空気は透明で､ 無臭､ 無味の気

体である

●小水車の実験

●空気の存在の実験

○

○

●空気は至る所にある

●風には力がある

●天気には日軌 ､ 曇 り､ 雨､ 雪等

●五官で空気の性質を認識させる

●紙の風車をつくる

○

○の変化がある

●天気の変化 と人との関係

○ ●絵で一週間の天気の情況を記録

する
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知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知

道

理

解
項 目

初歩

習得

習

得

(4)力､

機械

力

●水の中へ沈む物体､ 浮かぶ物体

●てこのバランスのとれる方法

○

○

○

○

○

○

●水中にある物体の浮き沈みの実

験

●てこの平衡実験 ○

,○

○

○

○●上が軽く下の重い物体は比較的

穏やかである

●紙の橋は形が違うと受ける力も
違う

機械

●様々な歯車

●歯車の省力の実験

●起きあがり｣､法師の製作

●紙の橋を作る実験

●歯車の省力の実験

(5)音､

光､

熱

立日

●様々な音

●音には強､ 弱､ 高､ 低がある

●音には耳に一地 よいものと耳に
障るものとがある

● 簡̀易電話,, は音を伝える

光

●影のできかたと変化

○

○

○

○

○

●音の強､ 弱､ 高､ 低の実験

●"簡易電話" を作る

●影とその変化を観察する

o

○

○

●鏡が光を反射する ○ ●鏡が光を反射する実験 ○

(6)電気

磁気

電気

●摩擦で電気が起こる

○

○ ●摩擦で電気が起こる実験

■○

●小電球に電気を通して発光する

磁気

●磁石には様々な形がある

●磁石が鉄を引き付ける

○

○

●小電球に電気を通して発光する

実験

●磁石が鉄を引き付ける実験

○

○■

(7)地球 ●四季の特徴

●よく見られる岩石の形､ 色等の

○

○

○

●よく見られる岩石の形､ 色等の ○

○

特徴 特徴

●砂と粘土の粒の大小､ 粘性等の

特徴

●砂と粘土の特徴を観察する
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知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知
道

理
解

項 目
初歩

習得

習

得

●銅､ 鉄､ アルミモクム等の金

○

○ ●銅､ 鉄､ アルミニウム等の金属 ○

属の色､ 光沢､ 柔らかさ●硬

さ等の特徴

●銅､ 鉄､ アルミニウム等の金

属の主な働き

の特徴を観察する

(8)宇宙 ●太陽が東から昇り西ぺ沈む現

負

○ ●太陽の位置によつて方位を知る ■○

中学年

(6 8時間､地域教材の1 2時間を含む)

基本的指導

1.児童･生徒が身近な自然によく見られる類似の事物には共通の特徴があることを認識し,人類

が自然を利用･保護していることを知り､人体の静官の作用と保健に関する知識の習得を指導す

る｡

2.児童･生徒が簡単な器具を使って初歩的な定量観察を行い,比較実験を学び､総括･推理等の

思考能力及び製作･飼育等を自ら行う能力を育てる｡

3.児童･生徒が自然を愛し､地域を愛し,祖国を愛し,労働を愛する思想感情を育て､自然に関

する知識についての探究心,他人と協力し,困難を恐れない科学的態度､衛生保健に気を付け､

有益な動物を保護する行為･習慣などを養うように指導するoそして､自然界の物質は絶え間な

く変化するという自然観教育を行うo
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基本的内容

知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点 了
解

知
道

理
解

項 目
初歩

習得
習
得

(1)生物 植物

●茎の共通的な特徴
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ,

○

○

○

●茎の特徴を観察する ○

○

○

○

○

●完全花は尊片､ 花弁､ 雄蕊､ 雌

蕊の4部分からなる

●果実の共通的な特徴

●果実は肉果と干果に分けられる

●植物標本の採集と圧搾の方法

動物

●昆虫の外形の共通的な特徴

●花ゐ角辞r}

●果実の解剖(横断面と縦断面)

●植物標本の採集と圧搾

●昆虫の特徴を観察する

■○

○

○

○

○

○

○

○

●昆虫の一生には変態の経過があ ●昆虫を飼育して､ そ? 発育の経

る 過を観察●記録する

●害虫と益虫

●益虫の保護

●昆虫標本の作製方法

●魚類の外形と繁殖の共通特徴

●昆虫標本の作製

●魚の外形的特徴を観察する
●両生類の外形と成長発育の共通

的な特徴

●トノサマガエルとヒキガエルの

○

○

○

○

●両生類の特徴を観察する

●オタマジャクシを飼育してその
保護 発育の経過を記録 ●観察する

●J博虫類の外形と繁殖の共通的な

特徴

●鳥類の外形と繁殖の共通な特徴

●鳥類の保護

●野師L顔の外形と繁殖の共通的な
特徴

●偶虫類動物の特徴を観察する

●鳥の特徴を観察する

●晴乳類の特徴を観察する
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知 識 観察 ′ 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知

道

理

解
項 目

初歩

習得

習

得

(3)水､

空気

水

●水はある物質を溶解できる

○

○

○

○

○

○

○

○

●溶解の実験

○

○

○

○

●溶解速度の条件 ●溶角弔重度の比較実験

●沈殿､ 液過と消毒

●水域汚染の主な原因とその保護

措置

空気

●空気は空間を占める

●空気は圧縮できる

●圧縮した空気は弾性がある

●渡過の実験

●空気が空間を占める実験

●圧縮した空気には弾性がある実

○

●圧縮した空気の応用 験

(4)力､

機械

力

●水中にある物体はみんな水の浮

力を受古する

●浮力の応用

●大気には圧力があり､ 圧力は四
方八方から来る

●大気圧の応用

●物体はみんな地球の引力を受け

る

●ニュー トンの地球の引力に対す

る探索 ■

○

○

○

○

○

○ ●水には浮力がある実験

●大気圧の実験

○

○

(5)音､

光､

熱

●液体､ 気体､ 固体の3態があ

○

○

○ ●アルコールランプの使用

○

○

○

○

熱 り､ 熱すれ古淵彰張､ 冷せ古剖又縮

の性質がある

●温度と温度計

●物体の熱膨張冷収縮の実験

●温度計で温度を測る

●湿度計の使用方法 ●一週間の気温を観測 ●記録する

(6)電気

磁気

電気

●電源(電池と発葡 紛 ○

○

○

○

●電気回路を組み立てる ○

○■

●簡単な電気回路 ●違う電気回路の比較実験 ○

●導体と絶縁体

●導体と絶縁体の応用

●導体と絶縁体を弁別する実験
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知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知

道
理
解

項 目
初歩

習得
管
得

磁気

●磁石には両極がある○同極は退

○

○

○ ●磁石の両極がお互いに作用し合 ○

○

■け合い､ 異極は引き合う

●磁石が南を手計㌻

●羅針義は我が国が発明したもの

である

う実験 ■

●羅金儀 を作る

(7)地球 ●いくつかのよく見られる岩石 ○

○

●いくつかのよく見られる岩石を ○

○

(花筒石､ 砂岩､ 頁岩､ 石灰岩､

大理岩)の特徴と用途

●岩石を弁別する簡単な方法

観察する

●簡易な方法で岩石を弁別する
●土壌の主な成分:砂､■粘土､ 空

気､ 水､ 腐植質等

●土壌砂土､ 粘土､ 壌土)及び其

○

○■

○

●土壌成分を分析する実験

●砂土､ 粘土､ 壌土の性質の比較

○

○

○

の性質 実験 ■

●金属の共通性 ‥金属には光沢が

あり､ 熱と電気を伝導し､ 延性

と展性がある

●金属の共通性の実験

(8)宇宙 ●太陽の概況

●太陽エネルギーの利用

●月球の概況

●人類が月球に対する探索 ○

○

○

○
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高学年

(1 3 6時間,地域教材の2 2時間を含む)

基本的指導

1.児童･生徒が自然の事物間の関連とその運動変化の規則及び人類が自然を利用､保護,改造,

探索していることを認識し､人体静官の作用と保健に関する知識を学ぶように指導する｡

2.児童･生徒の一層の観察能力を養い､模擬実験と簡単な実験計画を学び､分析･総合等の思考

力,製作･栽替等を主体的に行う能力を育て､想像力と創造的精神を伸ばすようにするo

3.児童･生徒が自然を愛し,地域を愛し､労働を愛する思想感情を育て､祖国に対する誇りと責

任感を持ち,科学を学び､科学を応用する志向と趣味､独立思考､勇敢に探索する科学的な態度､

衛生保障に気を付け､生態環境を保護する習慣を養うようにする｡さらに､児童･生徒に自然界

の物質は相互関連的なものであり,運動変化には法則があるという科学的自然観教育を行う｡
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基本的内容

知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知

道
理
解

項 目
初歩
習得

習
得

(1)生物 植物

●根古瀬物 を固定し､ 水分と養分

を吸収する作用がある

●茎は水分､ 養分を輸送する作用

がある

●葉は蒸散の作用がある

●真には葉緑素が含まれている

●緑の実は光の照射のもとで養分

を作る

●花粉は昆虫や風の助けを借りて
伝播する

●果実の形成

●根､ 茎による繁殖

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○■

●茎が水分を輸送する作用の実験

●実の蒸散作用の実験

●茎の挿し木 o

○

○

○

o

○

○■●種子の構造 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●種子の構造を観察する

●種子の芽ばえの条件とその経過 ●種子の芽ばえの条件の比較実験 ○

●嘩物体は細胞からなる

動物

●動物の進化

●家畜は野生動物が長い間に馴ら
されたものである

●生体工学の応用

●動物体は細胞からなる
生物と環境

●植物の生活には一定の環境条件

●種子の芽ばえの経過を記録する

●植物の生活は一定の条件が必要

○

が必要である であ争比較実験

●動物の生活には一定の環境条件 ー●動物の生活は一定の条件が必要

が必要である

●食物連鎖

●生態環境を保護する重要性

●水土の保持

●植樹造林

●貴重な動吻と植物の保護 ■

である比較実験

●植樹
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知 識■ 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知

道

理

解
項 目

初歩

習得

習

得

(2)人体 ●消化器官 (口腔､ 胃､ 小腸､ 大

腸､ 月刊掛

●飲食の生理

●食物の主な成分

●栄養の生理

●呼吸器官 (鼻､ 気管､ 気管支､
肺臓)

●呼吸の生理

●血液の循環器官(心臓､ 血管)

�"u 蔵の保護

●脳■と神経

●脳の使用の生理

●少年期と青春初期の身長●体重 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●植物の主な成分を分析する実験

●身長●体重の変化の曲線図を描

○

○

の変化と保健 く

(3)水､

空気

水

●水の蒸発と沸騰 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●水の蒸発●沸騰の実験

○

○

○

○

○

○

○

●水蒸気の凝結

●水よりの結氷と氷の融解

●■水の三態変化及び温度との関係

●雲､ 霧､ 露､ 霜､ 雨､ 雪の形成

●自然界での水の循環

空気

●熱い空気は冷たい空気より軽い

●水蒸気の凝結温度に関する比較

実験

●霧､ 露､ 雨の形成の横板実験

●空気の流動が風を形成する模擬

●空気の流動で風が生じる 実験

●風向と風力

●■風向●風力を観測する簡易な方
紘

●空気は窒素､ 酸素､ コ財ヒ炭素､
水蒸気等から成る

●酸素はアルケンの燃焼を支え､

呼吸に供する

●二酸化炭素は空気より重く､ 消

●一週間の風向と風力を観測する

●空気の主な成分を分析する実験

●二酸化炭素が石灰水を濁らせる
火し､ 石灰水を濁らせる ■実験
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知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要■ 点 了

解

知

道

理

解
項 目

初歩

習得

習

得

●燃焼の条件と消火の方法

●火の安全鮭用

●空気汚染の主な原因といくらか

の保護措置

○

○

○

(4)力､

機械

力

●弾性

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●簡易なばね秤の製作

○

o

●弾性の応用 ●ばね秤で力を測る ○

●摩擦の現象

●反作用の現象

●我が国がロケット製造の一番早

い国

●我が国のロケット技術の発展 P

機械

●てこ､ 滑車､ 輪軸､ 斜面の作用

●てこ､ 滑車､ 輪軸､ 斜面の応用

●P機械の主な組成部分

●摩療の実験

●てこ､ 滑車の作用の実験

○

(5)音､

光､

普,

●音は物体の振動によつて生じる

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ●物体の振動で音が出る実験

○

○

○

熱 ●音は気体､ 固体､ 液体の中を伝

播する

●耳の構造と働き

●耳の生理

光

●光は直線に沿つて伝播する

●光の反射､ 屈折の現象

●太陽光は種類の違う色光からな

る

●平面鏡に像ができる

○ ●物体が音を伝える実験

●小孔で像をつくる実験

●平面鏡に像ができる実験

○

○

●平面鏡の応用 ●簡易な潜望鏡の製作

●凸レンズの作用 ●凸レンズで像ができる実験 ○

●凸レンズの応用

●眼球に像ができる原因

● 簡̀易カメプ, の製作 ○
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知 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点 了
解

知

道
理
解

項 目
初歩

習得
習
得

●近視の成因

●視力の保護

熱

●熱の伝導､ 対流と輯射の生活と
生産の中での応用

○

○

○

●熱の伝導と対流の実験 ○

(6)電気

磁気

電気

●陽電気と陰電気

●同種の恵気は退け合い､ 異種の ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●両種の電気が互いに作用し合う

○

○

○

電気は引き合う

●放電現象

●雷電は大規模な放電現象である

●雷撃を避ける方法

●電流で導体が発熱する

●白熱電球と各種電熱詳

●電気の安全鮭用

磁気

●電磁石には磁性があり､ 南北両
極がある

実験

●電磁石の製作
●電磁石の磁性の強さはコイルの ●電磁芯の磁性を強化する実験の

巻数と電流の大小による

●電磁石の製造方法

●電磁石の応用

設計

(7)地球 一●地球の内部構造 (地殻､ マント

′t/1 地核)

●火山及び其の成因

●地震及び其の成因

●地震の簡単な測定と報告の方法

●我が国の科学者- 張衡(注 1)

の貢献

●岩石の風化

○

○

○

○

○

○ ●湿度変化が岩石の風化へ作用す

ることの模擬実験

○
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知 ■ 識 観察 実験 操作

指 導 指 導

単 元 要 点
了
解

知

道
理
解

項■ 目
初歩

習得
習
得

●流水の運搬作用

●地層及び其の形成過程

●化石の成因と作用

●金属の鉱産物 (鉄､ タングステ

ン､ 錫等)

●鉱産物資源の保護

●我が国の科学者■■李四光 (注

3 )の貢献

○

○

○

○

○

○

(8)宇宙 ●太陽の高度

●太陽の高度を測る簡単な方法

●】日の太陽の高度と気温変化と

の関係

●我が国での古代時間を測る器具
`̀圭表" (注4 )と <l̀日容,,

(注5)

●■太陽系 (恒星､ 惑星､ 衛星､ 撃
星､ 流星)

●地球の自転と公転

●地球の自転で昼夜の変化ができ

る

●月の様相変化及び其の成因

●日食 ●月食現象及び其の成因

●星座 (大熊座､ カシオペヤ座と

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●一日の太陽の高度測量

●昼夜の成因の模擬実験

●大熊座､ カシオペヤ座とオリオ

○

○

○

○

オリオン座) ン座を観測する

●北極星を利用して方位を知る ●北極星を捜す

●銀河系､ 銀河系外星雲

●人類の宇宙に対する探索

●牽牛星と機織り姫を観察する ○

チャンホン

注1 :張衡(78-13糊は東湊(25-220年)時代の天文学亀天文暦算に精しく揮天儀と侯風地動儀を発明した｡侯

風地動儀書経界での一番早い地寮弘

シンクオウ

注2 :播括(1033-1095年)は北宋(960-1127年)時代の科学亀　㈱を著し,天文･地質･物理などの領

域で多数の業績を残した｡
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リ　ス　グァン

注3 :李四光(1889-1971年)石綿地質力学を創立し.力学の観点で地殻運動の現象を研究して地殻運

動と鉱産物分布の規律を探索した｡

ゲイビゴ

注4 :圭表は昔の天文観測用器具で日時計の一種｡石の台の上に"ぎ〔物指〕を平らに置き,南北に"者' 〔目印

の柱〕が立ててある｡日脚の長さによって時間の長さを測息

ダイ　　　　　ダイ　イ

注5 :日零は"日零儀''とも呼長　日影によって時刻を測定する暑監　日時計の-亀

Ⅲ　教材の編成

1.児童の発達に応じて,教材内容は徐々に容易から困難-移るようにしなければならない｡

2.教材内容間の内的関連に応じて､関連内容を集中的に単元に組み立て､各学年に分散させるよ

うにする｡

3.教材内容の酉汐TJl惨事は適当な季節の変化に応じることo

4.教材内容の編成は関連科目と横につながるように配慮することo

5.教材の編成は児童･生徒が科学を学び,科学を応用する能力と創造的精神を発展させるように

すること｡

6.教材の文字は分かりやすく,生き生きとさせ,単語にはピンイン(注:中国式ローマ字)を付

けること｡挿し絵は合理的で､豊かさ･美しさに富むように配慮すること｡

7.教材の分量は適当であり,弾力的であるべきである｡大綱の規定の教育内容以外にも適当に選

択内容を編入すること｡

8.地域の情況に応じ,地域教材を編成すること｡地域教材の内容は当地の自然環境･資源･生活･

生産の実際と密接につながること｡

9.教材を編成する同時に､それに応じる教育参考書や教育掛け図やスライドや投影ファイルなど

を作って,教育の便宜を図ること｡

Ⅳ　指導上の配慮事項

1全面的に本学科の目的と指導を実現するように配慮すること

自然(理科)教育は知識の伝授だけでなく､児童･生徒の科学技術に対する関心,科学を学び,
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科学を応用する能力の発展,良好な科学態度の滴養並びに思想的道徳的教育を行う等の指導も含ま

れている｡教師は教育中に計画的に教育内容と関連させて､啓発､薫陶と実地鍛錬などを通じて,

児童･生徒が知識を身につけ､応用･発展させると同時に,無意識のうちにこの教育目的と指導を

実勢するようにするo上記の指導は自然(理科)学習の全段階で貫徹･実現させるべきであるo具

体的には毎時の授業の教育内容と生徒の実情に応じて両者の比重を調節すべきである｡そのため,

教師は教育眉想を正しく持ち,真面目に授業を準備し,細心に戟育課程を設計し､絶えず教育方法

を改善して,教育の質を高めるべきである｡

2教育の内容の深さと広さをよく把握するように配慮すること

自然(理科)が給合性の学科であり､知識面が広いため,教育の際はその重点を把握しなければ

ないo教育内容の深さと広さをよく把握し,いたずらに深入りすることは避けなければならないo

3児童.生徒が自ら知識を得るような指導を重視するように配慮すること

自然(理科)教育の基本的過程は児童･生徒が教師の指導のもとで積極的に自然の事物を認識

し,身につけた知識を応用することである｡教師はできるだけ児童･生徒が自ら知識を探究､応用

するように啓発することが肝要である｡

4観察と実験を強化するように配慮すること

観察と実験は人類が自然を認識する基本的方法であり,自然(理科)教育の特徴でもある｡学校

と教師はできるだけ条件を備え､児童･生徒自ら､観察と実験活動に参加させ､知識と鍛錬能力を

獲得させるようにすべきである｡教師が観察と実験内容を準持する時間は仕事の量と見なすべきで

ある｡

教育の要求に応じて,条件のいい学校は教師が児童･生徒を野外､公園,河流沿岸に連れて行き､

科学的考察を行わせ,児童･生徒が直接に自然環境に触れて知識を獲得するように指導すべきであ

る｡同時に､視野を広め,地域を愛し､祖国を愛し､大自然を愛する情操を養うこと｡

自然(理科)の科目の教育･学習の質を高めるためには,教育行政及び関係部門と学校は自然(理

料)実験室の建設を強化し､各学校の自然(理科)教育に必要な機械設備と教具を揃えなければな

らなし㌔そして,専門の人がその管理と手入れや修理をするべきである.自然(理科)担当の教師

がその管理を兼ねる場合は,それを仕事の量と見なすべきである｡教師と児童･生徒が共に自然教

育園･自然コーナを開設し､材料を収集して､自ら教具･教材を製作し､観察実験の条件を改善す

るということを提案すべきである｡学校側はこのようなことを重視､支持しなければならない｡
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5課外の自然研究活動を積極的に展開するように配慮すること

教師は児童･生徒が課外の自然研究活動の展開をするように励まし,これに児童･生徒が常に楽

しく携わるような活動になるように指導すべきである｡そして､彼たちが活動の中で知識を広め,

興味を高め､能力を鍛えるように指導すべきである｡

6地域の自然条件と密接に関連して教育を行うように配慮すること　　　　　　　　′

我が国は面積が広いので各地の自然条件が千差万別である｡教育は､地域の自然の情況に応じて

教育内容の順序を調節したり,相応する内容を入れ替えたりすべきであるo

7児童･生徒の学習効果の考査を重視するように配慮すること

教師は児童･生徒の学習効果の考査を重視して､児童･生徒の学習状況を把握し､経験をまとめ､

授業を改善すべきである｡

考査の内容は教育大綱をもとにし,教育の目的と指導を実現しなければならない｡考査の形式は

融通がきき､児童･生徒の基礎知識を掌握し､自然(理科)の科目に対する関心を持ち,科学を学

び､科学を応用する能力を育てるようにするべきである｡
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資料Ⅱ　指導案

1. ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する中国の指導案(中国人民教育出版

社『九年義務教育六年制小学自然教師教学用書第三冊』 pp.63-66.)

2. ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する日本の指導案(日本教育出版『′J､

学校理科教師指導書3学年』 p316.)

3. ｢電気回路｣に関する中国の指導案(中国人民教育出版社『九年義務教育

六年制小学自然教師教学用書第七冊』 pp.6-10.)

4. ｢電気回路｣に関する日本の指導案(日本教育出版『小学校理科教師指導

書4学年上』 pp.104-105.)

5. ｢電磁石｣に関する中国の指導案(中国人民教育出版社『九年義務教育六

年制小学自然教師教学用書第十一冊』 pp.73-78.)

6. ｢電磁石｣に関する日本の指導案(日本教育出版『小学校理科教師指導書6

学年下』 pp.126-129.)



1. ｢豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する中国の指導案

小　色　珠

- *1 5*;J盟

-十最簡単的屯緒,是由一十屯源, -十用亀井, -十牙夫､ JL根号幾組成

約,毎一十元件在屯路中部有自己的作用,在英除庇用中敏一不可｡由宇本凍是

学生第一次接触有美屯蕗的知供,カ丁使手学生理解和操作,本裸的屯藤牧有井
I

夫,屯源只用一帯干屯池,用屯器只用-十亀珠｡学生通辻自己的探索,井弟白

功手巽盤,学会連接迭神"屯蕗ル的方法,カ今后学巧有夫屯路及屯流的知供打

下基磯｡

本深与《摩擦起亀》一味姐成一`屯"教学単元,仇能力増界看,属千"集金

能力"系列｡

本味的恩路是…先由学生自己酵素使亀艶菱光的方法'然后再按偲凡神滑走

的方法連壊亀蕗,判断邸秤方法正碗｡味文可以分力四部分,其中弟四部分力遁

辞内容,教押可以鼻緒草鐘｡

第一部分是臥憐亀珠,亀池､屯銭,官1[]的名称和外親.味文園示丁三紳亀

蘇.三秤型号的亀池, -秤亀観,教師在准各材料吋,可以根据自己学校的条件,

不必考壌文克金一致｡

第二部分緒尊学生自己探索便亀珠友光的方法｡達-･部分只要求学生用一帯

屯池, -十屯珠, -根或爾根亀銭連接成一十亀路,使亀珠及光｡速一部分内容,

教師庇鎗学生充分的探索和吋槍的吋阿,壮挙生学者自己研究和解決河鷹,井能

将自己的方法措連絡大家｡在英独之盾忙稚吋,教師虚有意社JL十用不同方法連

接屯路的小包来氾根,包括連接不正碗的小包,速祥学生連立比牧,オ能真正弄

明白,井能将正碗的連接方法画出来｡
63�"

弟三部分樽寺学生按周増薙的JL稗方法連接屯路,判断邸秤方法正碑｡首先

妻婚寺学生学会者弔中的困示,然后由学生汝国中的方法-一連捷,井将結果滝

泰在弔上｡味文第45京染出的六軒連接方法,其中第2､ 4, 6神長正碑的.弟1,

3. 5伸長堵漠的｡

弟四部分籍専学生用1常亀池. 2十亀珠, JL根亀哉連凄-十屯路｡速一部分

長途桝内容,教伸可以東清華鐘,如異学生壊受能力強,凍上吋IB)允蹄,可以凍

上完成,也可以作力裸后的共趣活功,甚至可以不沸｡

ニ,目的要求

1.緒尊学生臥現小亀珠,亀池,亀城,官伽抄卜規

陀mm

2,緒尊学生学会由一十亀珠,一帯屯池, JL根亀親

風成約``亀路''的達横方法｡

3.建一歩培葬学生的英独能力(連壊亀蕗的能力)｡

三,深前准各

教師准各‡ 1.毎組(最好辱2人)一挙英麹材料,

包括; -十亀珠,一帯屯池. )i,根屯軌以及JL条腔帝事

2.主流亀小台灯的種田一幅(其中底座里的屯池和文袈

里的屯銭能遁上,帝賓肴内部吋又能打升),或者自制的

小台灯一十｡

四,牧草辻程

ZX&m

出示暮小台灯社園(或自制小台灯)｡

埴岡`同学m肴,速是什ゑ?堆知漣速十小台灯是

用什ゑ倣的?

淡清;大家悦得都根好.迂十小台灯是用亀珠,亀

池,屯親等倣的(迫沸迫将小台灯内部出示絵学生看)｡

都ゑ,忠樺オ能便法十島珠及光宛?今天我LTコ就兼学可
�"64'
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"小屯珠''一味｡(板弔裸魅)

zmm

l,緒尊学生弘明屯珠,亀池,屯銭,官l(1的名称和

外親｡

出示;亀珠,亀池和亀銭｡

淡清!剛オ同学爪都税対丁,速十叫屯珠.迭十叫

屯池,法十叫亀城｡下面同学約分貌親察老肺鎗大家准

各的も珠,亀池和也銭,官L[7各是什ゑ樺的?

値･椙uヨE9指旧迅FrZ?SHB{�"-.320xo?:
小坊主同学1r]混寮樽都服仔細,悦樽也根好｡屯珠

上面寿鼓璃倣的,鬼面有一根根餌的灯軌下面是金属

倣的,育.一軒解約螺故事最底下速有-十小周点.

(屯池,屯或略)

2.稽尊学生自己探索使亀珠友光的方法｡

薬軌用教師姶的材料,同学約自己憩カ,法祉亀珠

友光｡(可以用腔帯粘壊屯銀卓也池,亀珠)｡

氾扱.･学生氾根英独情況･｡

(教肺可以先祉倣得対的/l､飽氾叔,再吐茂有倣対的

小包7E雅,逸拝-十村的,-十借的画在黒板上)

併解1只婁称亀珠的蝶改版屯池的-央連上,将亀

殊底下的小潮点巌屯池的男一失連上,亀珠就能友光也｡

小錆l息韓葉酸中的情況,表蕗男手探索的小鼠｡

最盾吐同学ul将正功的方絵画在弔上弟44貫｡

3.緒寺学生通泣顔白兵狼,判断拷定的JL秤亀勝連

"3S!SSS-Ioo9100*3画聖配L∴
淡軌弔上第.45貫鈴掛｡面了六神速漢方汝｡先着

第一稗,官用'7凡根亀鎖,亀銭的丙共分別与什ゑ連溝7

1TmX.'0日冠別田Sm忘rEsn-｡m転出Ⅵ

正碗.亀殊能余光｡在正碗的方梶中漸),在堵僕的方

梶中画×｡

氾叔'学生氾根英改鋳果｡

(第2. 4, 6秤方絵正碗)

小結;教師小鰭薬療情況｡

札固,滋周

1.教岬概述健也珠友光的連接方法｡

2.再一次出示小台灯捷臥由学生皮用本裸学可的

方法,脱出小台灯中的銭蕗是忠樺達捷的｡教師出講小
f

台灯的内部情況,曲砿学生悦的是否正碗｡

五,裸后小i.己
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2. r豆電球と乾電池のつなぎ方｣に関する日本の指導案

指　導　細　轟

児書の学習活動(教科書ページ) 教師の支捷と評価

弟l･2時
くp.76-78)

かい右ゆう電とうの明かりがつく仕組訓ま,どのようになっている
のだろうか｡

コE23農BE3? ;E iL '.>3 fcォォォc.it g a白PUS SEara

M3JEMJE別B皿沼J由Htxa‖hfelSV l眉KM

OO†脚叫iわれている｡

C)吃;.(i池が中に人っている｡

oタ.)ツプのところがスイッチになっていると思う｡

1'〕TJ.屯球をつけるソケットもきっと位bれているよ.

◆文物を例/Kできるようにしておくと

E∃ tftZtvt-r

◆この.新し糾･は番人なので.岩7;'し命

いはffii*に扱い.牝電池とi].屯球とソ

ケットつき恥t掩われていることを

忍BSォS瀞ESttttnm&M旧

SB召EHSE亡Eil田MiMaig galiES

iiSト

かん電池と豆電球をどのようにつなげば,明かりがつくのだろうか｡

活　動　　●桝他の+唾と一瓶ソケットへの玉t球の入れ方を

己路IMS

●材■池と重桝をつないで.明かりがっくつなぎ方

とつかj5:いつなぎ方を1叩ペる.,

c)絃喝租の+髄と-粍の柄方をつなげるとTnか[1がつ

mm

C,tつかないつなぎ一いか,っばいあるね｡

O.v.vi昆球をゆるめ1_'ら,明かt)が消えたよ.

()掛のL/ェルQ)ところを乾奄柚につけてt'明かりがつ

かないよ｡

｢Ej官5D蛋｣S3竿HEE｡ ｣りr.i｣>M-l-'4Jr/f*-l-;√U!

いつなぎ方を分け各｡

●明かりがつくつなぎ方の共通点をまとめもo

o明かりがつくつなぎJJ.紘,どれもIr8じだfa.

?官BEEHSME^faia. B13盟郡はESり臼EHEa

5E岩リーWBMl*.*

E1酌E聖ほmS凹沼Ea3試｢¥U"00USf

l謝け三択に.導線だけをかきL^ませる

よぅにするとよい｡

◆来聴に入るftilt-, W.電球力暮剛1てい

ないか.ゾケッいこi7.鴫蛾がゆるんで

いないかを櫛かめておく｡

評価例【技能･表現】

1偶の豆旬坪と桝池を使って

明かりのつくつなぎ方がでさるか｡

く行脚･ t齢析〉

◆熟阪を倣って, "liかI)がつい/.�"つな

Osa男BE〔Wi5fcWt**2'.-<31iI**

an

◆児叔が光波したものは,その場で実

際につくかつかt}いれ.a.奄球と乾奄

那Ki 33 ∴EH

◆このとき. a.屯噂とゾケットの間が

32JwリSK現ZEX √E32E､ E2S

訳sms旺m由脚iwi*a

3. r電気回路｣に関する中国の指導案

屯路

-.構文悦明

本裸在学生己後金倣点亮小屯珠的英金,仏訳丁屯池的外部稗達的基瑚上,拍

専学生臥供什ゑ是屯臥井挙句連接簡単屯路,串咲亀路御井戟屯蕗｡

本深与欝l,3凍拘成本筋教材的"也"教学単元事仇能力培界看,属千"英投能

力"釣糸列｡

本棟釆用由洩人深,由易到姫,速歩増加確定的方法増寺学生挙句美子も路的

知供｡裸文分四部分I

第一部分,指尊学生玖供什ゑ鼻亀臥学可連接簡単屯路｡速部分肉客分力T

居‡

1.玖供屯池爽,小灯座,牙美和寺銭,了解其作用及使用方法｡迭些屯器元件

的沖美徹多,教学吋,板据学校教具的英陳情祝逆行介軌

2.緒号学生達凄簡単屯路｡

3.骨塀学生,以上連接的長一十簡単亀柊｡美干什ゑ超屯駄本裸不下足叉,

只是祉学生通逆襲除連接臥汎知進一十両単的屯路由屯池,寺銭,用屯帯(小亀

珠)､井美貌成｡(串弛央,小灯座長力丁固定屯池,小亀珠,連接寺銭用軌是亀池和

小亀珠的附属部分,不適屯路的基本狙成部分｡)井栄,学生在英酸中音次接触,官

的作用是捷通戎切断亀流｡

第二部ii,在英盤1屯路的基機上,増加一帯亀池,組成-十新約も路｡注十集

金振作的責点息必所用一枚寺銭抱囲定在屯池央上的両市亀池的正政,負枚連珠

起来｡通達薬療可以友乳小屯珠在速十屯路中比在英盤1的亀路中亮｡速可以便

E:関田m□Eg抗詔ロI--JSj*-ォ't!3nL*0&3廻関t3HOSS
第三部分,在英娘1亀蕗的基拙上再増加-只小亀珠,使升美能同吋軽制丙只

･一･
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小亀珠的亮丸迭十英鞄事故学生自己探究‡有凡神速漢方法,在用不同方絵達壊

的亀路中,小も珠的養度是香相臥通達実験期聾学生笈現,具体的連接方法可能

sfUftJEH^a函KKSimm田mmほ召矧smmm&a蘭EB卜-mmmxnBm

珠井列地建撲在屯路乱用港沖方削､亀珠比較亮;一美長池丙只小屯珠成申地連

接在屯藤里.用達秤方法小包珠比較軌遠道本硬軟学的重点｡在速部分内容的教

学中要注意丙点;第一,一定要法学生裏白貴顕究,薬臥比軌第二,只事求学生知

遭有丙共進接方綾,不要求建立串咲屯路,井鶴亀路的概念｡

第四部分,要求学生組装一十有両市亀池､丙只小亀珠､帝十升美的屯路.使爾

十升美能分別捷制-只小屯珠的長欠｡法長一十堆鹿牧大的葉酸,帝軍学生歩合

連用前面学可約操作方法｡迭十英独可以引起学生的学>7共趣,也可以稔曲学生

的知供,能力迂移水平｡法部分内容是本裸的通学内容,教学吋可以板据薬師情況

遼倣｡

=.目的要求

1.増尊学生通達英除操作玖供什ゑ是亀路, -千

簡単亀路由邸凡部分相成｡

2.培界学生的薬療能力ー会連嬢簡単亀路,早

咲亀路和井磯亀路｡

三､甥前准魯

教押准各;

分包英独材料-屯池,屯池央,寺銭,牙夫,小屯珠Q

(有条件的学硬需准各一決屯路示教板,使元件他

国定在坂上,把示教板立起釆或捷在黒板上,以便吏好

地指尋学生英盤o )

四,教学法理

ezsffi?

1.英乱用一帯亀池,山根専乳点亮小屯珠｡

2.掩同!想樺軽制小亀珠的亮天?

3.跡述!我n骨盤学辻的点亮小屯珠的PR法長一

沖食滞単的方法,逆草深我n責学刃-秤新約点滅小屯

33053闇x

rztE

1.櫓寺学生連接,玖供簡単屯路

(I)玖供JL紳屯潜元件

①　視察;亀池夷,小灯座,升夫｡

②　淡渚…速是什ゑ泰西柁Il1有什JZi用†忠Jll用?

関　配oStJZ3.

屯池丸用釆固定も池｡在屯池来的底托上裳有沖賛

片,弾賛片正好紫窯地央在も池的正,負敬姓｡壷井賛片

的下部有煉観(或其他養生),可以連接寺銭｡

小灯座主用来固定小屯珠｡小包珠可以狩人或挿入灯

虚礼灯座有爾十金属片連在席托的蝶租上(或其他装呈

上),把奇観嬢在席托的壊組上,就可以境遇小亀珠的灯

坐｡

升美!用釆控制屯路的通専断｡在席托上也有丙十猿

観点,当"阿刀"倉上,屯流能通辻,当"陶刀"拍起,屯流不

能通辻｡

④　分艶味可!熟悉以上三秤亀単元件的使用方

法｡ (教師帝巡回槽尊,友現問題.及吋糾正｡ )

(2)連接簡単亀蕗

①　併解!把固定在屯池央上的亀池,固定在灯座内

的小屯珠､井共用寺銭連接起丸使小亀珠友出亮光｡

②　学生分狙英独｡ (教挿巡回稽寺｡ )

③　氾根来姶韓乗手

小屯珠未了喝?伸長窓枠連捷的T (可以法学生在示

教坂上演示｡ )

牙尖兵忠祥軽制小屯珠的亮,犬的?

�"8-
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(3)玖洪簡単屯路

①　耕解…我爪伊達接的長一十両単的亀蕗,当把

升美食上吋,屯地中的屯就肌寺銭,升美,灯塵中流辻｡

②　速今市単亀路由邸凡部分狙成?

③　教姉小錦! -十簡単的亀路由亀池,寺銭,罪

共,小屯珠(或其他用亀井)四部分包成｡

2.槽寺学生達壊由両帝亀地盤成約簡単屯路

(1)餅帝王在剛オ連凄的屯蕗中,再増加一帯屯池,

姐成一十有両帝屯池的亀路｡

(2)学生分組英独｡(加東英独材料不足,可以南十

飯倉カー鼠｡ )

0) it根薬療錆果;

①　忠樺雀屯路中増加一帯屯池?在連接速1､屯路

吋必新注意什ゑT(丙十屯池必新正､負板首尾相連｡ )

②　在迭十亀路中,小屯珠的其度有変化喝?

(4)教卵小錦｡(坪俳学生約操作情況,強渦屯地中

我的方法｡ )

3.婚寺学生連接申攻亀蕗御井溌亀路

(I)餅解.･在英酸1亀蕗的基瑚上,再増加-只小

亀珠,使升美能同吋捜制速丙只小亀珠的亮欠｡斌一成,

有凡神速振方法?

(2)学生分組集金｡

(3)氾叔薬療結果｡ (可以i上学生地忙銀地在示教

坂上演示,庇多我Jt.十狙氾推,以便比牧｡ )

(4)吋槍･.

①　剛オ各貌氾据的方法,邸些方酸鼻相似的?逮

些方絵可以分力Jt共7

②　在不同約亀路中,小亀珠的亮慶長香相同?局

邸秤方法連凍的も路,小包珠比牧亮?

(5)教肺小錆!要在一十亀路中速捷帝只小屯凍,

用-十牙失投制速丙只小屯珠的英次,有爾仲基本的方

法; -沖是把丙只小屯珠成串地連接在亀路里,用達神

方法小屯珠比較晴;山神長池爾只小包珠井列地建在屯

藤里,用達沖方法小亀珠比較亮｡

札碑,虐用

l.振向!-十帝串屯路必廓包括邸凡十部分?

2.摘尊学生虚用以上狭得的知協和故能貌装一十

新約屯路｡

(1)沸解;通達前面三十葉酸,同学1r]己灸学会丁

達捷屯蕗的-些基本方法｡下風要求同学∬】成用斯学

的方法,飽装一十新約屯路!在速十屯藤中要有両帝屯

池,丙只小亀珠,丙十升美,毎十弁美能分別投制一只小

謂EM岳vammmm田t&SHjaia国E3囲m

(2)学生分組其曲｡

(3)氾服薬故緒果王

国　mm指iE:田Oft指｣52｣J屈�"MiigaK

②　在速十由緒中,爾只小島珠長井列的述是戚申

地建壊的†

(4)教肺小鰭!我Lf1家量的亀路,就是按用法秤方

法安装的,各軸屯寺井列地建棲在亀路里,毎十牙共分

別軽制-沖亀乳非常方便｡ (此外,速成堵合寅除表功

学生肯干劫厳粛,大胆会斌的倒遺構神,戟助学生把所

学的知供和能力, ｢定虚用到学可和生活中,解決各秤

英除問題｡ )

iJjtiJ田

視察家量的屯灯是忠樺連捷在屯藤里的? (只弥肴,

不坪井､装｡ )

五,漣后小与己
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4. ｢電気回路｣に関する日本の指導案

皿かんt池とモ-ター(6時即

乾電池でモーターを固したり,検流針で電流の憩竜をはかったりする活動を通

して, 2個の乾電池のつなぎ万によって,回路を流れる電流の強さガ変わること

をとらえる｡

i:声mms層rg-BvTm r'-1層nm rH ty

貰ESB｢りIaEXtffSa月m亡Eaロトrsfitg

胞&]E箔[H3コsuss!いa*

○いつも並んでいる模型で依っているよ｡

O早く回したいな｡

●プnベラ台をつくl).桝泡とモーターをつないT,

モーターを回す｡

○プロペラ台ができ1=から,いよいよ乾電池とつなぐ

ど.何か帝劇艶lニ似ていaね｡

○モーターから出ていろ2本の線を宅地の+と一につ

なげばいいから怖単1fよ｡

○回ったけど.凪がこないよ｡

鯛BEKC/HapC■�"E旦閥as

O況しいね｡もっと涼しくしたいね｡

第2･3時
(D. 9-10

iia.05抱S:由^虹蛮∃ aiH2

3門mmjO^w.^Ktif'f9

◆持し合いはW*i;し,早く回してみ

たいという気持ちを高める｡

◆つなぎ方がしっかりしていない1=め

｣ ■団¥nutaaid si atK四Egfォn

MtSfMHSヨevm骨uI日置EE

る｡

rz/ft用担圏1/M-EMEETBM

3/n∴

モ-ターを速く回すには, 2このかん電池をどのようにつなげばよ

いのだろうか｡

●考えたつなぎ方でモーターの国I)方を肌べ.能t池1

拒WE壬;[335JJ三

園Wl^H3ZI3*EいFS-FKU恩asst‰

園B5EZ-3MfォLi臼画as∵ i雇∃指BUSこ

○このつなぎ方だと.せっかく桝池を2個陵っ1=の

H　臼惜snaiaaaani

眠三冠‖ixsa&iBaESastQ訳しBIBMSSSSaSX

an岩-TSE&fttW

まとめ　　●せれゼttiMBべた点果鳩表し合い,歳果を放しな

vasf vFJf*

o 2偶の乾qt池をそれぞれモーターにつなげたのt=.

1偶のときと回り方が変bらなかったよ｡

o 2偶の乾電池の+と-をつなげて,モーターを残り

の+と一につけたら回り方が速くな->*:よ｡

荒0.0.oコ9｣E∴ il把EMll健児E;feM!EM

もっと速く回るものとに分けちnfc｡

10J

評価例【関心･意欲･態度】

2偶の乾■池を使ってモータ-を遠

く回すことに軌bをもち.すすんで

38333巨至言msfSEt

く行脚･鵬分析)

H倒m現gtre raiPH!由EMU

53ヨ^- u:画聖Jl</gfc4IM国

STS画R白atasia当Zi玩画m]H2

れるかを.満単に脱明しておく｡

◆結果を盤現する段階や.このような

KHSflJHzm厘巳∃Eq嗣n^*aa

JBロtnsv mfv.it-vati f WBia}

BォJ ‖gagflEa!

児壬の学雷活動(教科書ベ■ジ) 教師の支捷と評価

■
SS4 -(P .11漂 かん電池のつなぎ方にわ て, 電気の流れ尋鮎 が右がうのだろうか○

技能習得 ●検波軒の筏湘を知り一触 ､方をy持すち○ ◆電気の鼓さが■どれくらいなのかを針

○針が0からずれているよ● の席-tの大きさlC粥{くられることを知

○血じを回して合わせればいいんだム らせ,扱い方の故意として●乾電池だ

○2本の線をどのようにつなぐのかな○ けでつながないよう徹底する●

○電池の+ とIに直接つないではいけないそうだよ○

○一方を電袖に も,- 方をJe一夕ーの娘l■つ力ぐ
評価例 【技能●表現】

●●
鰍 を任つて一回路こ̀流れるt洗が正しい使い方なん払

○どちら向きにつないでい､いなんて厨,Jだね● の鼓さの速いを粥ぺることがでさる●

じェEjココ;歪互三重∃にK.''ragEEKEaiBM.35!

Lさb&MiEヨaMimiE虹aii山里a

完Jjォ:B.V塾ヨK3H2E∴担um臼EH〔BEHS

りしたときは,地軸汁の針も動かないよ｡

誠tZE指BESSヨ訂ti53B&3&B31Mtf

粒E!即SB厄Eaォ*jt>i!iPE〔aaa&サm9

1佃のときも2個をつないだときも.椀統計の針は同

じところを指していhi.

0モーターが速く回っ1.'く五箇昧も明るくなった)つな

ぎ方は,検流計の針もたくさん振れArJ;｡

○ノートJ=三つの場面をよとめ1う｡

弗　表　　●肝べたことをもとにして触を発鼓すも｡

○乾宅地の+底と一塩をつけてつないだときがいちば

ん屯熱が強く流れモーターも速く回っfc｡

死ヨE君∃snac臣C T3 -J i TtlgMTOMgKI

措E室田EI抱OUS33a3ao2i Oos>ISitf.

0つなぎ方せこんなに電気の醜さが変わるなんて掛､

K.

還〕R?gP3 [∃扇E-tSSェW母BE3圧雪∃SEE

さ.我流計の針の撮れ方の粥係を一党表にまとめたあ

男㍍ E蔓∃取gtffr'T-3監J5SI5HK互三屋〕M2矧

S3JEl鉦9v*x>ti ra*gra自説mim血EE

Oモーター粥亀く回っ1このは.乾電池を直列につない

SM3白Hsssrai

O並列つなぎは,電流の軸さが乾宅地1個のときと変

fISHS/iX&r}ヨm√rap

◆モーターと蛾E勅汁のつなぎ方は粥ペ

ている問じゅう.同じ仕掛こ既定して

LWMECE∵ &**MII:B旧KE

向きが変わってしょって混乱すること

もある｡

LZS rSES児3B目E重罰ES!塁m

いとい,兄卦こは,時同の許す範囲で

内べさせるようにする｡

評価例【化学的な思考】

モーターの回り方(や三唱坪の明るさ)

が変わることと. m掛=流れる電流

Zi:だ】33i S訊tiS33ヨEttW-i

3Eォ

(把鉄分析･発す分析)

C〒覇SH^MMHaa｢EMS産∃

EagxEMaMaM臼J朋HIE覇∃zE

鼓さが拾亀池1個o)ときと比べて強く

なるれ変bらないかという点から税

mix岩HE｡

◆並列つなぎの1さは,電池を長持ち

させる点でぁることを柿単に紹介する.
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5 ● ｢ 電 磁 石 ｣ に 関す る 中 国 の 指 導 案

も 慮 鉄 ( ニ ) ,

- ､ 沸文髄明
本礎盤弟 11 喋之盾,琴錬摘草学生仏訳屯磯鉄的性庚及虚用事在能力薄井

方面■属干 〟薬亜能力,, 和 u田幼概括能力" 的系列●

本棟汝席 〟問題一 息孝一 英独一 緒槍一 厘用〝的息蕗鎖写●分力

五部分ー

第一部分●比- 比各盟制作的亀破牧瀬カ大小具有相同○速遵奉沸教学的

引入○英独用的亀赦鉄, 亀池約数卓 ､ 餓P,匠敷皮湊不同●■破カ的大小オ会不

同, オ能倒健也本味探究的情境●

第二部分一局先学生比攻英独用的亀砥牧神遣有什ゑ不同, 推恵屯破鉄的

滋カ大小可能与什ゑ有美糸●教学吋,皮引専学生仔細親蘇､ 比故,放井思考.

倣出偲俊. 以便下一歩逆行改砿○

弟三部分 , 滑専学生没叶英曲, 碇明徹也的偲牧是香正功●迭十英独威儀

乗用対比来聴●喋文中的来聴近景表 , 対学生没叶集金具有虐麦作用●盤法的

内容主要有帝項～ 礁カ大小是香卓也弛多少有美轟,滋カ大小是 香寺銭PT匝

数有美系●カ丁不限制学生的息蕗, 近景表中特意多郵丁一十軌 加東有的免

婁金蔵 4秤偲竣 , 琴可以再如 P一十私 記景表的境等充法挙例如下∫

曲砿内容■ 相同粂件 不同条件 吸供軒数t

せカ大小是香寺

亀池多少有美京

鎖叩成敗

(20 匠)

亀池

ft ft

1帯 5
2 苛 8
3 * 12

破カ大小兵曹卑

観沖度数有美轟

亀地政Jt

(皇帝〉

琴叫

K it

lo 艶 6
き0 匪 8

3○匝 13

73

表中約数据収道学例,葵麻薬曲吋,由宇亀池的亀庄高低不同,専鉾的粗

IBS凪mjtijw ^z凪u詔mmmmi日rfcc画mwrnmrnmsm

少也会有所不同.

沌辻以上奥地可以従明一串我的亀池多,幼叫匝数多,可以加大亀有鉄的

Smご

Ej画L^77S画&30&m闇EB-関iSMMilH退U3間6-R3封転

教学清功具有激発学生共趣,増井学生虚用所学知供解決薬師同席的作用,育

可能形成本棟教学的高潮｡

第五部分薄暑学生玖堺亀磯妖在生戸和生清中細｢定座用｡其中有亀破起

ま机,亀斡.あ声器,亀活,堆亀器等｡教学吋･述可以梶棒学生熊壊受能力

和当地的薬降車朴充-些｡

ニ,8他事求

1.並立串沸教学.要求学生知遺亀磯鉄的破力大小句

中収卑池的教士,銭叫政教有美声,亀池多･鎖神匝数

多省力比セキ'井且知遭亀破供的用途｡

2.培界学生的英独能力和脚幼概括能力｡

崇d田FI'VL"V!EH'JIiJr2:30日¥OErn｣

目｡E3MS

dffiO
m田mmm-E&aiiEaB四面Er巳-

rcM2iMJO招日眉㍍mm頂HK3四m甜閉-HEM

租最中咲好的両帝)､小鉄打｡

2･達郎或投影片-屯放牧節用途｡

四,故学社程

KZX.I:】

l.推何事

く1)亀破鉄由邸JL部分相成†官有什ゑ嘩卿▲
(2)亀叔鉄的帝政号音連破鉄的帝政有什J5

i不即急

omSヨmwmim

コF/C
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句mmsm&mA田tf^'tt&mzmmm指:Tn

mummm画田由

3.沸述t速帯味,我In蝕鼓研究共苧亀破秩約何題.

(板弔喋膚)

OE132

1.婚早学生玖供屯破鉄破力大小不同

(1)耕述.下面,各免再制作一次屯磯鉄.比一比,杏

+屯強攻吸塵鉄打約数丑相同喝了

(2)分姐制作､英独.

mmm&mi訂IimmifflmM【ヨ悶田担B!相:IIJF
(4)吋舷.有的亀磯鉄吸起肋扶宙枚多,有的亀磯鉄

吸起的鉄釘故少｡達観明什ゑ?

(5)教師小錦,以上集金悦明,屯破鉄的破力大小是

不同約.

2.静寺学生研究亀磯鉄也力大小与什･2i国東有美轟

(1)淡清一対千以上英独韓果.体有什A同感了(貞女

学生振出賓研究的何題.)

日和弓ォ0-0,m#*/jロii]塩5E謂fliSiliEEB

同?

(3)吋姶l

①根据以上魂察,比枚,祢玖力屯磯飲助威力大小可

悶si;四P-i-'^s^atEaa臼Era国iE3矧ii円EE問EgBaKlil四EEi阻
mrntmrniロh

⑧窓枠僅明亀磯鉄的磁力大小再建凍約亀地歩少兵曹

有美系7薬曲吋必新保駈什&集件相同?什ゑ条件不同了カ

IiZ3両

⑧窓枠征明屯硬軟的磁力大小寺号幼顔的聯教多少是

香有美糸?(曹塀学生奇観鏡的F'数叫奴阿駈軟.)薬酸吋

Egn緬旧miZ3:XOi画岩UZ&3ZO冠昌00*内

(4)耕解t如果賓研究亀破鉄的破力大小与其他国東

是香有美系,也庄儀迭樺倣.集金吋,最好絶対比三次,井

倣好砥泉｡春泥東泉的弟-軽境等改鑑的内容,即憩故牡

鹿力大小与什41有美轟(在第二程墳写相同的泉件,井具

体境写忠ゑ相同,例如鎖国部長20匝,或屯池部長2帯f

在第三老境等不同条件,井具体写出三次集金釣糸件忠ゑ

ii:画mm割OMBial関田mm招団丁眉0*MO
jr*fmUtiij
次英独亀滋鉄吸起町子約数丑｡

3崇msMmm

(6)亨〔根来金額果.

(7)吋地I

①薬聴従明,亀夜飯的破力大小与什包有共裏了

(野蛮什ゑ条件下,.屯磯鉄的礁力比牧大7

S3M23脱vm㌔ill闘矧｡EB%?3^5Ba軌｡|5|"l:ォEEliiL>｣
屯池約款長和親碑匝数有夫系,申鶴亀弛多.銭困匝数多,

可以加大も磁鉄的磁力｡

3.緒専学生皮用以上知･訳解浜岡題

(1)沸述!如果我tr]賓制作-十磁力服大的亀機銃,任

官能吸起根多鉄打,虚咳恵ゑ倣†体LI1武一斌.如異常事,

可以二三十盈叔合起来倣｡比-比,堆倣的亀破鉄故力点

大?

(2)分包共姶｡

(3)氾放棄金貨果一

団B;圧mmftヨE3MfM*Ss3fiね

⑧体Lr]是忠樺倣的7用丁多少苛亀池7銭漸匝放漫多
/|?7

(4)吋蛤暮迭十異曲再次唖明丁什色?

(5)敵将小鰭｡ (重点坪Ur学生能虚用併学的知玖解決

何題,根有創造性｡)

F∴眉Egasaaigヨmmmヨ

(I)沸述-亀破鉄在生戸和生滑中有｢迂申皮用.
(2)吋砲.根据亀故鉄的性庚,体肌身慮用官可以倣

什久?

(3)沸解!
76'
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(出示亀滋起立机圏.)

利用屯破鉄可以制作亀滋起重机｡亀破起ま机主要由

一大塊俵心和魂幾夜鉄心周田釣銭耳杓威.通亀后,可以

詔mmm&mmim旧mm謂EZ画風ヨmsm四

E∃1EHIEMSS二謂臣∃EB巨∃S131担臣∃【∃K2E3田[miO;

地方｡

(出京亀幹圏｡)

人m逆利用亀准鉄通亀有磁性,断屯虐政性消失的特

性制成了亀吟｡在も斡迭十蓑里中,育-十坪井片.能便

寺銭中的亀流吋通吋断事注樺,屯磁鉄就吋市有礁性吋而

田B闇KH醐Bd-iii田転m卜m%mmTSiisimョ持u

幼帝槌不断般打韓｡由干淑打的速度根快,就笈出漁境的

吟声｡

(出示亀皆野何親藩声帯田.)

四Ej招mmOl眉mm目[iff13Mll∵mH田

SaaHほ田m㍍Eaiff&agirea昭pIIWIHf3JOO日間｡Ejり問mm
吸任的鉄片振功,及出声音｡

(出示継亀帝国｡)

昭yサ3凪El^&aPIiJ旬日smwmx謂団E33眉im

特性,蓬可以制成蝕亀帝｡蝕亀男能自助栓側机串的牙発.

r法度用在各秤亀功机券中.

机dl虐R)

1･沸述暮迭苛喋我Ir]研究丁亀放牧的磯力大小考什包

有共裏,知立丁亀礁飲助用途.

2･最同一亀破鉄的磁力大小与什ゑ有美展7念樺加大

詔Smmm絹

布正伸並

1･視察,丁解坪些地方虚用丁亀破鉄7在速些地方,也

ロOn別田BIKE

2.俊法利用亀破鉄制作一十小玩具.

坤
華
肖
　
苛
僻
淋

玉.***科

りMx.王ヨ

屯従鉄由#社報M和歌鹿材料制成的鉄心姐成･.当鎖

miJW3朋¥nmO&r&m㍍E3S3円EZ=堅田朋mam

吋･破壊也能之消失.亀碇鉄的時点是,可以決蒋比永礁

igsregasiFasii持5E□103田｡野鼠田o

田酢Sm謂問tmmmf

印しc^nxs巴】旧uE3

田33f5SEIi5*jia即Ei]訂詔SIT]拐甘ョm匹Ei]匹屈

臥板据`安堵走即暮用右手捷僅蝶幼管(幾叶),比守

曲的四渦新報約方向収屯流的方向一致.群･&A大栂捨所辞
EE跳mm即ヨ邑月vmm血i:ヨmmi現JgfSiヨ

池的正披洗向負故.当餓師丙端卑屯池正負級的連頼政交

吋･或銀河&塊的方向改変吋,銀PI･内亀泳方向都会改変,

盟^^?M^悶醐m&m匹∵r

JM3巴】ET3F】

屯稔蝕亀器兵制用亀鵡鉄捷制工作屯蕗的速断,逝符

義範7g練乳或自助社側的屯改装畳.主事由亀曲供,衛鉄,

巴¥zmtm凪KOM∴

Eag..Jf3IBW



6. ｢電磁石｣に関する日本の指導案

指　導　細　素

B]t礎石( E)持何)

電磁石(=電流を流すと磁力ガ生じることを見いだし. ⊃イルの巻き軟や屯流の

町E3り室BE由しE3鮎IEias^tj頭EPMigraagE*^

児上の学習活JA (教科書ページ) 教師の支捷とP価

電磁石に電流を流し.鉄を引卓つけてみよう｡

Eコ　H^M^sr正玩[53乱山EEE53甘Rggl茄iiJE)ヨ辺H

こと暮ftttrt｡

○お互いに綱引きのように引っ瀬り合っても.くっつ

^aasfssssSff

窯[ォサMォain√FAdgVimはZS3 ｡
�"Igl*l*ササl :!fptfiCirp

O電滝が流れていち問だけ,磁石t=なっているみたい

�"ff

持し合い　●SL力t屯石の中の仕姐み*BH,*lo-いたことt卓し

FHォ

○エナメル娘の太いのが巻いてあるユ｡

謁tSmifSiOi Si≠ UiE由BE退h

O自分で切石を作ってみ1.:いな.

∴uヨロHS塀OIM3匿這妻∃HgggJEM Cre

taH5EB3日EH

欝2･3時
(p.B7-E9)

126

【三遷Eロリ把i那PiaraaMarai- i

穏石について脱明する｡

◆工場で便bれる大型の強い電破石の

写井や,生活鐘故をもとに,鹿右の弘

さについて胎し合わせる｡

【 2SBE-竪語zE正信出H J MgTォg?

�"M声当K3IHH『鼠コ!U

◆ r切石｣という用務を専入し,知
ass

評価例【岡ID ･意欲･僻&]

訂現こ更≡頭5K & MB山間EgI3

亡空転Hi^H3月IAE-2P

く行棚･発音〉

自分の電位石を作り,そのはたらきを調べよう｡

=〔領(OL層E塾｣PsSH眉KsE∴
○自分で電磁石を作るに札どんな物が必要だろうれ
･乾旬他･エナメル線･釘
･スイッチ･ストtl一
己VZ'fEt

[二wagsrarnfrgl㌍ii:∴L領HiE∴
張∃i;郡EESコmiMgMl室ra
艦∃1:i盃∃Eft.TBteiStag.MggJ∴
○披丑のエナメル別よがさないよ∋I:,丁字に巻く｡
:転‡∃am画那aaSE岩HE∵
匪∃S333抗日卜awiMgwi≠�"z?
○両蛾の被現を2-3cmぐらいはがす｡

◆兜老や学級の矢掛=よるが.できれ

ISIKl玩EE脚SLU芦田月ii‖ E3E

L -%OsaョヨEi娼¥Bm f&in tt&t-A

E33転Ewiaロwx､

評価例【技健･表現】

t砥石を作ることがでさたか｡

(行柵)

児J [の学甘藩政(教 科書ベ■ジ) 教師の支建と評価

話 し合い ●t 礎石のはたちさを桝ベ各方法t: ついてJi し合う○ ◆ 3 年の砥石の草野をもとに, 磁石で

○どんなときに鉄を引きつけるのかな○ あ相銀 粥 はつけることヤーN 穐 と

○砥石(永久盛石) と違い-よあるの1I ろうれ S槌があることなどを粒 させ, 駒ベ

○書沈を切つで も, 磁石のままになつていると思う○ る方法を見いださせるようにする○

○報石ならI*. N 筏 とS庵があ引まi.だ払 ◆ます, 永久滋石I:ついての性貿を圭

○N 亀 ■S 楓 よないと思 う○ とめておさ, 此赦させながら考えさせ

○ どれくらいのカで引> つけるのか粥ベか ､○ るとよい○

. 兼tt i �"* 弘石t 柵 t:つIff ,方柑 に近づけて杜すt ●◆実故の芋版について札 児女の共味●

粥べる｡

詞tma郡m*j&mxam¥試EftZX

O乾電池の向きを変えてみる.

㍍ ^�"raiaMaa捕｣　　　　ヨS5i

FHtra raa-1

ヨRflBF-raaEwa∴こモ三互∃正ヨEEia?

声M*M3a

恥G.I:応じて瀬序を変えてもよい｡

E]E転星mz i割m&Smmmm

im∴間H35Hi｣サa2i三]巨ヨ担

圭は繊力を魚くしよ)として頓のt

桓Ft3T<児tOXOAtm匡互∃S3

する｡

評価例【科学的な思考】

L塁主主T=mn;f&GESfmzOK&y

ベて考えることがでさた如

く発音･ノート〉

専従石の力を強くするにはどうしたらよいだろうか｡

持し合い　●聯石の力をもっと軽くすろ方法t=ついてtfし合う｡

死ヨ三蔓担mm応rasaヨEwrey*

○コイルの巻き政を増やしたら?

コ瓦TXM-WmK Etgiォ朋H亡転∃BUSE

ことに書しいことをとらえてから.樹Iについて知

ちせ尋｡

○乾篭池2個を直列につなK'ら,モーターが速く回

i: 1耶niraiia汗mgs乱HJ∴

rEHり　　　　訂E;月EEりKmaaヨ|gJt*!

由E3s*3a*E ∵

◆嶺力切石のコイルの様子を加さ

臣23*33こ∴

◆4年の電気の学習を馳させ.荘列

EZ33霞ヨ　　　　　　監三冠EHW

男巨1WE甲ォ3ME由p--ra-T

◆ 5年のインゲンマ}の成長の学習や.

ふりこの学習などを加させ,萌べた

SHH担五王SM63リE J*.Mォgォ当

の玉雛をおさえる｡

糖
畢
臼
　
苛
僻
柵



頃　　　　　コbSsLfiS塾u mm萱｣M3厄

第6･6時
(p.30-31)

電磁石の力を強くする方法を調べよう｡

児)の学¥溝助(教科書ページ) 教師の支捷と評価

屑
m

L]じ監亘iJS&TSE iE&SneE声G;抗SJgJSJgaiES. 'ii E

も｡

○乾宅地の故を増やす｡

囲拠EEZ& J-Tittt5.r

O力の強さな調べる方法を工夫すろ｡

●桝弛の政をqやして粥ベ8｡このとさ. t汎計を

【臼EH.亙詔[ロヨttfVXA∴

○屯流が弘いときと弔いときとで.切石が引さつけ

sMォサSKI3｣BE ∴

光EⅧ挺月SHI21aEWJ EEuiQ^ESfc:

が多いようだ｡

●コイルの巻き故を多くして押ペさ｡このとさ.敬

rrを使ってt証の払さを蛭か各｡

○コイルの巻き救が多いときと少LJいときとで.敬

o3M ∃ wsXSKFAEiVk泌ra二

○コイルの巷さ故は変えても.全体の租税の長さはモ

¥assza

O巻き救が多いとさのほうが.引きつけろクリップの
BE藍∃ SサE?

◆はじめI=.葡肘ナの使い方について

価乾すち.

･ +1邑一儀の職

･ 5Aのせ子からつなぐことの確鑑

･厘E∃い声EggEMiiflBaMflaia岩

かの種経

◆ここでは,児丑の予想に応じて.亀

SH臣∃ WE広言言ammm打Si

EaヨBJMrara調HI臼K5cMォ*y

級.残抄の方法を行bせた中,お互い

5gMォrasj5Eragiaiiiaい　E3

｡現an≠IE"

評価例【技能･表現】

可乱打を使って.砥石の故力を戦く

する方法を桝池やコイルと附係づ

けて駒べることがでさたか,

く行脚�"Kサ分析〉

電磁石の性箕をまとめよう｡

2 iEBJ売コmSf.

0屯砧石は,織れるt流を敷くすると.鉄を引さつけ

&m〕MUSS

岩E五重司Ji!車引E5aE33^MMサ-ヨmE

ii: ‖lォyE良ヨ[9/ty

◆白一升一門符ベ1.:頼果を相手にわか,早

raz芸ヨm声坦raro皿S33∴

まとめ　　●t牧石の牡Hォ=ついて持し合う｡

虹hTE朋attiE&L mii&iHax*

○電流が流れる向きと電¢石の息

○スイッチを入れたり切っ1:りしfcときの屯砧右の様

if

O亀鑑石の租力を放くする方法｡

○永久租石と屯碍石の上映む

●略し合ったことを国表や文♯でまとめち｡

○毛沌の向きと職の向きの阿臥

0稔カの有無の関係｡

○コイルの著さ救と織カの鼓さのWk,

0電流の鼓さと曲カの帥係｡

◆今までの集散を葱超させる｡

◆永久細石と屯鉱石の榛東の遭いが容

易に比牧できるようt個々に考えさせ

a*nr

◆まとめが容易でない児主に札載科

育(p.51)の図表を参考t=させる｡

評価例【知辞･理解】

L竪類BElヨ

那&fAJO a JHrti- MiBMト32

えられたれ

く発書･ノート〉

くふうしてモーターを作ろう｡

ほ　　　　　　　　　　　　　　　∴ B65-E-臼nanj口

伝し合う｡

東Lt r. ssetEZ Kzae iBS^-EB3E ∃ EKSH

荒円田EB;'=Mig璽∃m

sササ旬aaト

派asSaaK唱サォォォォ�"ォ*サ声

0作ってみよう｡

�"tft*な材料を遡U.一人｢人桝伸すも｡

[ WJXsTSJtt-a-打i亘aa*E打コraso

謁EH巳Ez saEja屯BSfStxrMサffia mf. ifitOi

かめよぅ｡

服≡^Jpfr REi占[RSHErm

Oコイルを支える針金の榊鴨は適切だろうれ

◆操準的なモーターを一つ例示し.モ

ーター作りへの意肘ヒを図るとよい.

◆モーター作?の点検番所を捷示する.

【mms駈F召凶日iHgHiifi

するが.児主の発掛こ基づく工夫をさ
SEtasmw &fM m ^mm

◆回,始めIL手動で回すことを頼示
する｡
◆うまくモーターの回らない児まへは,
!*画esdgy蛋ヨロm'&ss∴画E!
3Bl感m¥頭S2E月盟j三冠31
m

評価例【技能･表現】

29

椅
華
l
)
　
市
価
柵



資料Ⅲ　調査問題

1.初等理科学力調査問題(第1章､第4章)

2.初等理科学習指導法に関する実態調査項目(小学校教師用,第3章)

3.初等理科学力に影響する潜在要因調査項目(子ども用,第4章)

4.初等理科学力に影響する潜在要因調査項目(保護者用,第4章)



資料Ⅱ　調査問題

1.初等理科学力調査問題(第1章,第4章)

下面申ra 産是カ了自然科学教育的研究連行的個室,
■弓僚的成錬毛先美奈, 只常備如薬地回答, 謝■謝合作○

′ト学(6)年( )斑　姓名(　　) (男.女)

i.如下乳　容器内装荷水和^%然応用活塞堵住Ll=コ｡

(1)如果用力托活塞的活,容轟里的水和空気島忠樺,3E化的7清放下面的答架当巾,途拷川-十

ち伽的想法拝近的答案,墳写在括号内｡

用
力
正
之
前
的
状
森

⊇�"
0)

(2)清J^ド面的答案当中,迭梓回答(1)題的理由,墳写在括号内｡

①因力怒気可以被圧縮.水不可以被圧鮪

②関力水可以敏江鯖,宅『木可以被托編

③因力窄駕和水都叫以被圧縮

Z.如下困,姶水加熱辻水沸騰｡清回答下列何題｡

匙

ラ3cErt^- ∫

219

( )

( )

只
是
水
的
体
釈
変
小

(I)水沸騰肘.水墨戸生的ji.池島什幻

(　　　　　　　)

(2)此吋,在匙上形成了小水珠,速足為什

｣?



資料Ⅱ　調査問題

3.カ了研究気ji和　気化炭的性風倣了下面三十異曲.

英独1

双寒気気,二気化衆烏澄清的石衣水笈生変化的現象

恵- (#,-
把燃焼者的培地分別政人装有賀汽.二親化炭的瓶内,然后,親祭崎他燃焼的蜜化

L宅刊　燃焼蛮刷烈,逮-･会)L偲死√

[二気化茨]立刻焼死了

(DA基経英独1申装有賀n的瓶内倒人澄清的石灰水肘的現象｡犬j-･此現象,清机下面的

答案当申.速揮一-十伽仏力止鞠的答案,填写在柄号内｡

①変窯

②変紫

③変揮祉

④不壁

220

( )



資料Ⅱ　調査問題

(2)US独2和賀鞄3的現象来者培地燃焼吋気体島忠梓変化的?清秋下面的答案当巾,過

拝-十与件的想法接妃的答案.填写在括号内.

①培地燃焼吋,需要覇気

②蜂他燃焼吋,戸生二寓化疎

③暗他燃焼吋,戸生気気

④暗他燃焼吋,把堀内的気体都用完了

( )

4.加ド面的よ固那伴,把気球食在瓶U卜,然后,把迭十瓶7･放在熱水申M一会JL/電球就象イ掴

那梓鼓起束了｡滑ru1気球鼓起的原因是什久?清机下面的答案当中,迭拝-十与件的憩法接

近的答案,填写在括号内.

①瓶内的空駕膨艦

②瓶内的空気収鏑

③瓶内側的空気圧])城小

④瓶外側的空気圧力減′ト

⑤破璃瓶子膨脹

( )

5. (I)如困l.把金属棒淡l･-蜂,然后用酒精灯加熱,暗融化的順序島忠樺的丁清瓜ド面的答案当

中,迭揮･十体tI^カ正碗的答案,墳写在括号内.

A a C

I
全部添上埠

的金属棒

用酒精

灯加熱

ffll

(z)如国2,給水加熱帆邸)L的水先変熱?消机下

面的答案当中,迭拝一十体玖力正塊的茶気

填�"U在括号内.

①A

@B

③A. ち ･伴

( )

221

(` )

0

.-サB-*C

②B -K:->A
iB->A-サC

④C->B⇒A



資料Ⅱ　調査問題

(3)美干在(1)題,(2)題中.達拝具答案的確Eb.清仇ド面的答案当申,連弾一十与件的想法

接近的答案,填写在括号内.

①囚力加熱肘.熟是仇温度較高的部分侍到温度較低的部/)i

②国力加熱肘,只亀被加熱的部分オ蛮地

③国力加熱吋,先変熱的部分向ヒ移敢然后逐漸地整体変熱

④囚力加熱吋,先斐熱的部分向下移劫,然后逐漸地整体変熱

⑤閃カ加熱吋.没il先刷陳序之分,整体岡吋変熱

在(I)越中,連弾環答案的剛( )

在(2)塵申.迭揮其答案的理山( )

此国的温度汁是測量殊肘的湿度表示,清演出此吋妹的温度井

墳写在括号内｡

(　)℃

7.カ了使下面的柾杵尺平衡,虚在柾杵尺的右辺的什4位景7撞上)L十舷碑T (只限在一敗桂)

A. B.C三和情況不要重夏.清在下国中,画山伽的答案.

C

8. (1)小明与姐姐-起玩遡勉板吋,如圏l,小明的1-･一辺在下方,志梓)'能使勉勉板平衡?清J'^下

面的答案当中,逸拝二十与件的想法接近的答案,填写在括号内.

222



資料Ⅱ　調査問題

①姐姐的位富木軌　小明`的鮭豊科向后移劫

②小明解他宗木軌　姐姐的鹿茸粥向前移功

⑧姐姐的位畳不功,小明的位鷲.梢向綿移劫

㊨小唄的位童不軌　姐姐的億畳梢向后移劫

( )( )

(2)小堺和奇骨▲起玩的観勉板如幽2所示,毎十椅7･之陶的拒寓都農.-梓臥卦鄭座在左辺

3的椅�"f- h,小明坐4F-右辺4的椅子上,此軌麹勉巌正好赴十平衡状感.噂密約体重火絢

是6O公杭清糾小明地体重火絢是多少公田机下面的答案当'*.連揮一介伽淡カ止鞠

的答嵐墳等在括号内.
苛寄 小明

①大約30公斤

②大均j5鎗斤

･国SiTSEs抗

④大約45*!>A斤

( )

9.把困l的支点.力点.作桐点,象国2.那祥寮示｡

m¥

0　　　　△　　　　■

o作用点　･△支点　　■力点

幽ヱ･

(I)把下幽駐用柾杵駒原理制作的工具A. B. C地象二歯2誹伴L分別表示出宅ql的&'息

力点.作風点.清仇ド面的答案当中.遮拝-十与件的想法接近助答象填写在括号内.

A瓶起子　　　　　　　B級訂樹子

( ) ( )
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○　　　△　　　■

○　　　■　　　△

c約亀竿

( )

△　　　○　　　■

△　　　■　　　○



資料Ⅱ　調査問題

(2)U(1)海中的二神丁兵船支点.力点,作用点的倍量来者,美子下面的税法戎視点当巾,逮

拝---十弓伽的想法接近的答象填写在括号内.

①不治什dx見宅的支点都是固定軌如圏2所示的那梓在中向的位岩上

②不モ色什久工具,宅的)).島部是固定軌如脚2所示的那伴在最右側的位呈上

③不治什OX具, 't5的作用点都是固定軌如圏2所示的那梓在最左側的位茸ヒ

④板据工具的用途不同, ti伯支点.力点,作用点的位萱是不同的

( )

1O.小明.小呼和小作三人倣返樺一-十冥鞄,如国,辻小球蚊帯有軌道的木板頂端液ド来,正好

撞到木板低端的玩具辛.使玩具牟行曲一段挺寓(下面的表格里的粒寓就是此挺癖).三人

倣英独肘,帯有軌道的木板的に度.小球的屋量以及玩具辛的大小.形状.成量都是相同的｡

但是,常有軌道的木板的斜度是Jl(同的,逐有,毎次都要保証辻小球J^木板傾端静止液ド.

【小明的東独】　　　　　　【小学的莫劉

lOO　　　　　　　　　　　100}

牙祭⑳牙藍…転句軸

【小侍的実数】

りoP,

升始的位量

第一次 第二次 第三次

A 30. 3cm 36.6cm 31.Ocm

ち 21.Ocm 20.Ocm 9 .Ocm

C 60.Ocm 59.Ocm 54 .Ocm

上表中的A, B. C是小明.小嘩和/ト侍=.人的英独数据.清岡C是漁的英独数据7清把

名子填写在括号内.

(　　)

ll. (1)把一帯T･亀池i;j-十小屯珠如圏1那梓連接吋,/J､屯珠幾光T.如果在国1屯路的A姓

達人F列四神物体吋,仇能使小屯珠没光的是坪山十7　清秋下面的答案当中,迭祥一十

伯viAカiK桶的答案.墳写在括弓内.

国l
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①橡皮

②改訂

③釈木

④手綱

( )



資料Ⅲ　調査問題

( )

( )

(2)消机下面的答案当中.逸拝.十能被磁秩吸起的物鍬,墳宮在括号内.

①橡皮　　　②鉄打　　③桝木 ④手綱

12.加f:【乳把･一帯干屯地名･十小屯株連接吋.小屯煉笈光了.

(1)此肘,屯流的方向是A述是B?消把伽的答案写在括号内｡

(2) 如果,把干屯池(foiF.ft蚊渦換的泊. ′い也珠

是否述会笈光?清把体的答案写在括号内｡

(　　　　　　　　)

13.如軌糊鵬竹節屯池和一十小屯珠近接成以~FA. B. C二伸屯軌　12逝的由一竹T･屯

池与　一十小屯株連接的屯路相比,使小屯珠(1)変亮的屯路, (2)尭度Jf(変的屯軌(.3)不安

光的亀路,分別清放下面的屯路当中,迭揮･･-十答案墳写在括号札

C

14.利用屯放伐.寺銭.一帯干屯池制作

･-十亀熱切割器,可以切謝絶沫塑料.

用此屯熱切割器倣英独来研究屯流

的漏度和屯熱的英系｡

(1)小屯珠変亮的屯路　　( )

(z)小亀珠亮度不変的屯路　( )

(j)小亀疎不渡光的亀路　( )

亀熟切測器

二∴　■　ヾ
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資料Ⅱ　調査問題

(i)カ使此切剖器更快些地切創泡沫塑料.増加一帯屯池.那久,滋核窓枠連接オ能使切測器

更快些地切割泡沫塑料?清画出連接亀路乳

二⊂丑ニー

･二⊂二3L

(2)分別m ･弔干屯池連接的切割器和用二弔十屯池連接的切割器逆行如国的英独.英独的

結果墳写在下表内｡

通退此表,能得出什4梓的結詑7清蚊下面的答案当申,遠洋･-十与件的憩法接近的

答案.墳写在拝号内｡

特融化肩樟下

来的相同
屯韓約数度

⊥弔干亀池 12 秒 O .G A

二市干屯池 4 秒 1.2 A

①因力周一帯下亀池連接的亀熱切割器的屯流小,所以屯熱大

@因力用二弔干亀池連接的屯熱切割器的亀流大,所以亀熱大

@困力用･弔干亀池連接的屯熱切測器,暗融化后樟下来所用的相同見所以屯熱大

④困力用二市干亀池連接的亀熱切割乳　暗融化后挿下乗所用的吋向短.所以亀熱大

( )

15.如下軌把鉄訂A放在磁鉄s坂上,i1一段吋同后.再把後町A臥磁鉄s板金走,放在小磁

針附近吋,小磁針的N敵将忠樺変化?清仇ド面的答秦当申,連弾一十伽t^カ正碑的答嚢,

填写在柄号内.

N

N

a/▲　ヽ｡

トーA

①按B的方向韓功

②按C的方向特効

③不変

( )
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資料Ⅱ　調査問題

16.如果把小磁tt皐近亀磁鉄的一端吋,小磁針将変成如下固所示的状森｡

や≒
(1)此吋(JF英美岡村), A端是什4扱7　清J^ド面的答案当中,迭揮一十伽t[^カ正確的答案.

墳写在括号内｡

①N板

②S板

③碗定不了足N坂道是S板

④形成不了磁板

( )

(2)如果把T-亀池的正負扱渦換的活, A端格安成什^il板?清放下面的答案当中,連樺山十

件玖力正碗的答案,填写在括号内｡

①N板

②S板

③鞠達不了是N敏速是s収

④形成不了磁板

( )

(3)如果打升升夫的活, A端将変成什久板7　清仇~下面的答案当中,遠洋一十体i^カ正碗的

ノ　　答案,墳写在括号内.

①N板

②S板

③碗定不7是N扱述是S扱

④形成不了磁板

( )

17.カ了研究屯磁鉄的磁性強弱-5銭圏的桁数是否有美系,逆行了-下面的英独.

(i)カ了正明屯磁秩杓磁性強弱与銭圏的托数有美系.那4,放下列門神方法中,用堺両神}f

法比較之后能鯵得出此培治｡
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資料Ⅱ　調査問題

①残席匝数150匝.寺銭3米　◎銀牌匪敦100匝.寺銭望米

⑧銅鉱数150匪･寺銭4米 ⑥鏡餅匪歎100匝.寺銭3米.

(和)

(2) xrr研究(1)庵｢ト的屯磁鉄的磁性瑞弱,鹿波m什^il梓杓,b-紘?清机下而的答案当巾,速拝

二十･tj伽的想法接近的答案,填ぢ在括号内｡

(9使JH小磁叶.通うi′ト磁針的郷介磁板持向屯磁鉄来判断

②使用小磁札通達小磁針是否安生偏韓及鹿韓的角度来判断

③使用^.決*h通iiJ被吸起大矢引･約数量束判断

④使用人其れ通H人集計被吸起的相同的長短釆判断

(和)

18.把守餓鏡在卒心管上倣--一銭軌通泣下而的実数来研究屯磁鉄的性鼠

(l)脚1的繋弛,是在研究屯磁鉄的什久性原?清放下面的答案当中.速揮-十与件的想填接

近的答案,墳写在拭号内.

⑳

幽l

①屯流的方向Lj屯磁鉄的磁性親弱的英系

②屯流的方向ち屯磁鉄的磁板的犬系

③屯流的頚朗与屯磁鉄的磁性義朝的英系

堰)屯流的鋸弱i:j也磁鉄的磁板的英系
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資料Ⅱ　調査問題

(2)幽2的英独,是在研究屯磁鉄的什久也虜?清放下面的答案当中,迭拝.･-十与伽的忠地

接近的答案.填写在括号内｡

z｣二%.
幽2

(9屯流的方向-5屯磁鉄的磁性強弱的米系

②屯流的ti¥0¥アo也磁鉄的磁板的英系

③屯流的裁弱与屯磁秩的磁性灘弱的米系

④屯流的強弱*3亀磁倹約磁板的米系

( )

19. (1)下面的表,表示的是蚊l月扮到12月倹約毎十月粉的平均n弧｡清体制m此表的数猟

師H卜一年的-'-¥温室化凶.

月 扮 1 ､ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l ー ー2

平 均 *t 温

(○C )
1 0 7 10 15 2 0 2 7 3 0 32 2 7 2 5 18 12
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資料Ⅱ　調査問題

(2)下国表示的是一天的汽温変化,通達此乳清回答下列何題.

(℃)

『温鹿島的肘侯.愚凡点7　　　　( )点

附し点到JL.克之帆気温是fr升高柳　( )点到( )点之W

臥凡点刑JL点之fel,矧邑在ド降脚　( )点到( )点之IEIJ

(3)下田表示的是宗京和北京的某･一天的∠1T,親密化,通達此乳清h^下面的答案申,迭拝∴十

件汎力正碑的答案.墳写在括号内.

(℃)

①迭一人的気温.蚊整体来者,京茄比北京高些

②迫ぃ一天的駕乳放電体来者一茶京比北京低些

③f^返一天的o髄変化束帯,北京要比茄京^-･--輿

④仏法PL天的汽温変化来者, fc京要比北京人--準
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資料Ⅱ　調査問題

2.初等理科学習指導法に関する実態調査項目(小学校教師用.第3章)

-清回答下列何題｡

1.悠的教齢是(　　)年｡

2.悠教自然保有(　　)年｡

3.清在悠返学期担任的科目前打対号｡

①清文　②数学　③社会　④自然　⑤青原　⑥体育　⑦国画

⑧其他(　)

二　清看下面的6十向題,井仇4十現成答案里挑進出-十符合悠的想法的答案｡

非常重視 重視 不重祖 根本不重視

悠玖カ

1.国家重視小学自然深喝?

2.俸校重視小学自然深喝?

3.俸的同事イ｢コ重視小学自然深喝?

4.学生家濃イ｢]重視小学自然深喝?

5.学生∬]重視小学自然深喝?

6.悠十人重視小学自然深喝?

④

④

④

④

④

④

清回答下面有夫体イ[1学校的自然学刃杯境向題o

1.係イr】学校有自然英幾重喝?

③

③

③

③

③

③

①有

②

②

②

②

②

②

①

①

①

①

①

①

②没有

2.在1向中回答有的溝,悠在上自然深吋利用喝?

(D姪常利用　②有吋利用　③根少利用　④没利用辻

3.係イT1学校有供学生利用的国弔室喝?　　　　　　　①有　　　　　②没有

4.在3向中回答有的清,悠在上自然深吋利用喝?

①姪常利用　②有吋利用　③根少利用　④没利用辻

5.係イロ学校有植物園(寺供栽培植物用的地方)喝?　　①有

6.在5向中回答有的塙,悠在上自然深吋利用喝?

①姪常利用　②有吋利用　③根少利用　④没利用辻

7.係イrコ学校有功物室(寺供伺券小功物用的)喝?　　　①有

8.在7向中回答有的講,悠在上自然深吋利用喝?

①姪常利用　②有吋利用　③根少利用　④没利用辻
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②没有

②没有



資料Ⅱ　調査問題

四　下面的12十何題是有夫自然教学目的的何題,清悠仇4十現成答案里挑造出一十符合悠的想

法的答案｡

非常退色tlカ　返4xiAカ　不法久i^カ　完全不返4Uカ

1.要辻学生対科学戸生米趣o

2.不袷学生忠JA想,要教姶他イロ庄核掌握的

内容｡　　　　　　　　　　　　　　　　④

3.要力中学学好理科打好基概｡　　　　　　④

4.要教授科学知現在生活中的庄用o　　　　④

5.要重視学生自己的想法,然后在此基拙之上,

辻他イロ正碗地理解科学的概念戎規律｡　　④

6.要辻学生学会操作視察･英金的佼器｡　　④

7.要辻学生掌握双察･薬殺的技能.　　　　④

8.要辻学生学会科学地赴理向題的能力｡　　④

9.要辻学生学会科学地思考何題的能力｡　　④

10.把学生培券成未来的研究者或技木人員｡　④

ll.要培券学生的創造性｡　　　　　　　　　④

12.要有利子学生人格的形成｡　　　　　　　④

③　　　②　　　　①

③
　
③
　
③

③

③

③

③

③

③

③

③

②
　
②
　
②

①
　
①
　
①

②　　　　①

②　　　　①

②　　　　①

②　　　　①

②　　　　①

②　　　　①

②　　　　①

②　　　　①

五　下面的6十何題是有美自然教学方法的何題,清悠仇4十現成答案里挑進出-十符合悠的想法

的答案｡

非常必要的　必要的

1.在自然深上,要辻学生自己友現何題是

2.在自然深上,在学生的恩堆友展基拙上述行是

3.在自然深上,姶学生提供互相探村的机会是

4.在自然深上,要在教師的主尊下逆行是

5.在自然裸上,利用教科弔以外的資料是

6.在自然深上,按照教科弔逆行是

④　　　③

④　　　③

④　　　③

④　　　③

④　　　③

④　　　③

不必要的　根本不必要的

②　　　①

②　　　①

②　　　①

②　　　①

②　　　①

②　　　①

大　下面的8十向題是有夫自然深的双察･英盤的同塵,清悠仇4十現成答案里挑造出-十符合悠

的想法的答案｡

1.逆行演示薬殺o

2.按照学生的共趣戎目的意供述行双察･英盤o

3.要辻学生明碗視察･薬殺的目的｡

4.カ了聴従科学知唄的正碗与否逆行視察･莫盤o

5.要辻学生根好地思考双察･薬殺的辻程o

6.要辻学生妃住視察･英猿的結果｡

7.在辻学生分析視察･英盤的結果上衣費吋向｡

8.倣教科弔上役有的薬殺｡

232

姪常倣　有吋倣　根少倣　没倣辻

④　　③　　　②　　　①

④　　③　　　②　　　①

④　　③　　　②　　(D

④　　③　　　②　　(ら

④　　③　　　②　　(∋

④　　③　　　②　　(D

④　　③　　　②　　(∋

④　　③　　　②　　(ら



資料Ⅱ　調査問題

3.初等理科学力に影響する潜在要因調査項目(子ども用.第4章)

緩諒壌貢葎阻格垂親健縮固議罵梢序凧議距臥
喋低議撹示坐涙購狼, 略萩低泌糞仇緒基, 伽仇栽悟O

小学　　　6年　　　班　　姓名 (男､女)

Ⅰ.体的父母平吋在家対体有辻什4要求,下面的例子当中,如果伽的父母対体要求辻,就在有的前

面的括号内画対号,如果没有要求辻,体就在没有的前面的括号内画対号｡

我的父母

1.希望我学好自然科学

2. iA力学好自然科学是根重要的

5.鼓励我学好自然科学

4.整骨悦r如果伽努力去倣,就会倣好｣

5.整骨同起我学校的事情

6.我取得好的成額吋,表掃我

( )有

( )育

( )育

( )有

( )育

( )育

( )没有

( )没有

( )没有

( )没有

( )没有

( )没有

Ⅰ.夫干下面的^些何題､清仇以下4十表示程度当中途捧-十馬体的想法接近的｡井画対号｡

1.学好自然対将来伐好工作是根有用的｡

Z.学自然,在日常生活中用得上｡

3.長大之后,在自然裸学到的京西根多都会用得上｡

4.上自然裸党得愉快｡

5.在自然裸上,老師餅的和要求倣的我都明白｡

6.我党得我的自然好｡
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非常肯定　肯定　　否定　完全否定

④　　⑨　　⑧　　(ら

④　　⑨　　②　　　①

④　　⑨　　⑧　　①

④　　⑨　　⑧　　①

④　　⑨　　◎　　　①

④　　⑨　　　⑧　　(ら



資料Ⅱ　調査問題

Ⅲ.下面的何題是芙干和体粂常-起玩的小朋友的事情,清放下面的5十答案中速捧1十符合体的

情況的,井画対号｡

和体粂常-起玩的小朋友当中,有多少小朋友是

全部　大部分　一半左右　-小部分　凡乎没有

1.自然成境好的?

2. iA美的?

う.想上大学的?

⑤　　　④　　　◎　　　⑧　　　　①

⑤　　　④　　　⑨　　　⑧　　　　①

⑤　　　④　　　⑨　　　⑧　　　　①

Ⅳ.下面清回答美千体1I1牡的-些情況｡如果是的活,就在是的前面的括号内画対号,如果不是的活,

就在不是的前面的括号内画対号｡

我4[1班的同学

1.扶乱別人的友吉

Z.裸前預司

3.上自然裸的吋侯,党得没有趣

4.上自然裸的吋侯,沃素地軒沸

5.上自然裸的吋侯,粂常升玩笑

( )是的

( )是的

( )是的

( )是的

( )是的

( )不是

( )不是

( )不是

( )不是

( )不是

v.星期-到星期五,平均毎天大約在家学司多長吋l即(包括倣作此的吋0如果清家数的活,也包

括家数的吋同)　　　　　　　　　　　　大約(　)小村(　)分

ⅤⅠ.毎星期六,大約在家学司多長吋l即(包括倣作北的村岡,如果清家数的活,也包括家教的吋同)

大約(　)小吋(　　)分

Ⅶ.毎星期日,大約在家学司多食吋IB]?包括倣作曲的吋fa],如果清家教的活,也包括家教的吋同)

大約(　)小吋(　　)分
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資料Ⅲ　調査問題

4.初等理科学力に影響する潜在要因調査項目(保護者用,第4章)

恋的亥子所在学校名 6年　　斑　　恋的該子的姓名

Ⅰ.恋粂常看美千科学的屯祝苛目喝?情仇以下1至3申達出-十符合恋的情況的｡井在其前面画

対号｡

(  )定吋看 (　)有吋看 (　)不看

Ⅱ.恋粂常看美子科学的森志喝?清仇以下1至3申達出-十符合恋的情況的｡井在其前面画対号｡

( )定期看　　　　　　(　)有吋看　　　　　　　　　(　)不看

Ⅲ.在学校的自然裸上,夫干培券亥子的以下能力的方面,恋対老師寄予什△祥的希望?

情仇以下1至4的表示程度当中速出-十符合悠的情況的｡井在其前画面対号｡

特別希望　如果可能的活希望　不太希望　不希望

1.学司科学実数的逆額性和汁剣性的方面　　④

Z.科学実数的操作技能的方面

3.使他爪注意到日常生活中的科学的重要性

的方面

4.学司科学的知沢和概念的方面

5.科学地表込能力的方面

6.解決同題和探究能力的方面

7.対科学的共趣的方面

8.双察能力的方面
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㊨

㊨

㊨

㊨

㊨

㊨

㊨

(参　　　　②　　　(9

⑨　　　　⑧　　　(D

◎

③

③

③

③

⑨

②　　　(ら

⑧　　　　①

⑧　　　(D

@　　　　①

⑧　　　　①

⑧　　　　①
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